


トイレのことは全てお任せ下さい. /

時代は T OT Oライニングユニット

器具だけでなく、 トイレ造り に t必 要 な 部 材 を 一 括 し て ユ ニ ッ 卜 化 し た シ ス テ ム 工 法 の ト イ レ。

工 期 の 短 縮 、 工 事 管 理 の 省 力 化 、 さ ら に 高 品 質 、 高 性 能 で 在 来 工 法 と 同 等 の コ ス 卜 を 実 現。

大 規 模 建 築 か ら 中 低 層 建 築 、 リ モ デ ル ま で最 適 な ト イ レ 空 間 を 演 出 。

自 立 壁 シ ス テ ム ト イ レ は 独 立 構 造 で 耐 震 性 も 万 全。

. ピル寿 命5 0年 時 代 : メンテナンス ・改

修まで含めて、ライフサイクノレコストでは、ラ

イニングユニットが圧倒的に有利です。

. 工 期 の 短縮 : 13職 種 に お よ ぶ 従 来 工 事

の 設 計 ・工 事 段 階 の 作 業 を 簡 素化、 各 工

程 で の 施 工 養 生 期 聞 が 大 幅 に 短 縮、工 事

管理の手間も大幅に軽減されます。

・現 場 の 汚 れ ・ 騒 音 の 大 巾 削 減 . ブ ロ ッ

ク積みや、躯体 工 事、現 場加 工も不要。

白中 の改修工事も容易です。

. 施 工 の 省 力 化 : 床上 配管方式のユニッ

トを組立 て る だ け で、手配 や段 取 りの手

聞を軽減します。

- 簡単なメン テ ナ ン ス : 分割 ・着脱 式 の

前 面 板 ( ラ イ ニ ン グ ユ ニ ッ ト) など、

T OT O独 自の構 造 で点検 が 容 易 に 行 な

えます。

・脱 臭 機 能 オゾン脱 臭と 排 気脱 臭 の 2

つの方式で、 トイ レ全体 のニオイを追放

します。

・清掃性の 向 上 お手 入れ のし易い凸凹

の少ないデザインで す。

. 耐震 構 造 の シ ス テ ム ト イ レ : 自立梢 造

で、 建築躯 体 の 居 間 変 位 の 影響 を 受 けに

くく 、 1 Gの耐 震 強 度 設計 に な っ て い ま

す。

カタログをご希望の方は 東陶機器附大阪支社までご請求ください。 〒530-∞57 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 梅 新 第一生命ビル東館 f i 06(364) 1181 
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平 成10年 3 月25日の定時評議員会に

おいて、平成10年度評議員会議長 ・副

議長が選出されるとともに、平成10年

度の役員か改選されましたのでここに

会告いたします。

ｉｉｾ 一 氏Ｈ建築工房羽 ｉ ｾ 屋Ｉ

敏男氏( サングロープ)

2. 平成 10年度会長・副会長

・理事

右表のとおり

1. 平成 10年度評議員会
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申込先: 日本建築協会事務局

T EL06- 348- 0635 

FAX06- 348- 0634 

建築と社会 ・1鈎8. 5

建築クラブのご好意により、 1セット ・

10，000円でおわけできることになりま

した。 ご希望のかたは電話またはFA X

でお申し込み下さい。

昭和47年6月に発足した「建築クラブ」

( 日本建築協会会員有志の集まり ) は、

毎月 1回 、大阪市内のリーガグランド

ホテルに学者やジ ャーナリストをはじ

め政界・経済界・文芸界 ・スポーツ ・

芸能界など広い分野から講師をお招き

して 、お話を聞く朝食会を開いており

ます。

こ の 朝 食 会 も 昨 年4月には第300固の

記念すべき朝を迎えました。 これを記

念して、講演速記録を集約し、 「話の

はなしJ という表題のもと 、最終的に

118因分を5冊1セ y 卜 (1冊平均約320

ページ) の本に編集いたしました。講

話の内容はとても多彩で、 「おもしろ

い話J r貴重なはなしJ r裏ぱなし」

などがい っぱい詰ま っています。

講演記録集

「話のはなしJ

頒布します!
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r30・s EYE- 21世紀へのエスキス J をテー

マに、 30代を 小心に機 な々分野でご活11'

のf j を々ゲスト講師に迎え、従来の必演

会形式とはi畠う I話り合い、 情報交換を

行うぬJ をつくりたいと 与えています.

気軽にご参加下さい。

2  

el 

水無瀬神宮の地 It 、後鳥羽上皇の離宮

水無瀬殿が営まれた土止である。上皇が

隠岐へi霊幸されてからは、水無頼信成、

親成父子がこの離宮を守った。水無瀬

家は上皇の御母の里方に当たり 、上皇

崩御のあと、御影堂を建て、上皇の法

体と御装束のｾ影二幅を奉記した 。 こ

れが元文 2 (1737) 年に水無瀬御宮とな

り、明治 6 年官幣中社、昭和14年官幣

大社、水無瀬神宮とな った。

燈心亭(重文) は後水尾上皇から下賜さ

れたと伝えられている。外観は寄棟造

り茅葺屋根の田舎屋風な姿で、三畳台

自の茶室と 、水屋勝手から成る。 まず

注目されるのは 、畳縁(入倶1]) が二方を

廻 っている点である。勝手の側面にも

少し折れ曲がっているので、ほとんど

三方を取り囲んだ形である。背面はj舎

日 時 1998年 5 月22日倒

18: 30-ー20:30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 中 村 勇 大

定 員 30人

* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 1，500円

* 学生は500円号|

* 飲物付、税込

* 団体会員扱いは 1社1名に限る

申 込 5 月15日悩 までに 、ハガキ 、

F似 、電話でお申込み下さい。

①催し名: 30・s EY E

②氏名

③個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月18 日(月)に発

送します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3引 00

T EL. 348- Q633 FAX. 348- 0臼4

柱が四本たち土問庇を形成している。

つまりこの建物は、母屋に庇を四周す

るという寝殿造りの平面形式を根底に

もっている。畳縁を付けることは、一

条憲観の西賀茂山荘の茶屋にも見られ

たが、確かに貴族的な間取りの特性が

示されているように思われる。

茶室は 、台自の点前座を客座のほぼ中

央部に付加した形式で、古田織部や小

堀遠州がよく好んだ間取りである。茶

道口と給仕口が直角に配置され、給仕

口が床前 (貴人座) に向かうのが特色で

ある。恐らく織部好みの型によったの

だろう 。 しかし 、貴族特有の創意や感

覚を働かせ、武家茶人とは異なる作風

が展開された。この茶室はそのような

貴族らしさの溢れた作品である。

(中村昌生著 『茶室大観j より )

8T-1  

アフオーダンスという用語は 、アメリ

カの知覚心理学者ジェームス ・J . ギ

ブソンが創り出した動詞のアフォード

からの造語であり 、行為を可能にして

いるモノの性質 ( ひとつのモノには多

くの行為を誘発させる意味を持ってい

る) である。

私たちの周囲を見わたせば、さまざま

なモノが氾濫し、多様な使われ方をし

ている。 しかし、そのような羽詰兄の中、

モノの解釈が本質的な意味と違った内

容で受け止められたりもしている。言

い方を変えれば、受け入れ方次第では

新たな発想の切り口へと展開していく

講 師 中村昌生/ 京都工畿大名誉教綬

日 時 1998年 5 月16日出

13沿ひー14: 30

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

大阪府三島郡島本町広瀬3-10- 24

* 阪急水無瀬駅より徒歩約15分

*J R山崎駅より徒歩約20分

参 加 費 会 員 3，∞0円、一般 5，∞0円

学生1，∞0円ヲ|

申 込 5 月8 日後)までに、ハガキ、

FA X、電話でお申込み下さい。

①催し名 : 茶室見学会

②氏名

③個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月11 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3之100

T EL. 348- 0633 F A X.348- 0634 

干 530心001

- 'S，、

中村勇大 ( なかむらいさむ)

1959  京m市生まれ

1982 近畿大学工学部鐙築学科卒業

1988 北村隆夫+ ズーム計画工房

1990 中村勇大アトリエ設立

ゆ93- 京m芸 術 短期大学専任，，jf 師

1996- J i f l : l l 府立大学非常勤必師

r  ?  J に着目し 、環境の中に多様な行

為を生みだす仕掛けをちりばめること

で、モノを使うこととつくることを循

〒530・∞01 可能性を秘めているとも言える。 rこ 環させ、設計そのものを終わらないプ

主 催 骨訪日本建築協会 れは 、こうなんだ。」のこれは、本当 日セスにすることの有効性について 、

若い会員の集い小委員会 にこれだけなの 7→なぜそうなの 7 、 みなさんと共に考える場になればと思

主 担 山 隈 直 人/ フリーランス と。つまり 、このようなとても些細な っています。 ( 中村勇大)
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平成10年度 第44岡工高生デザインコンクール

設計課題 ブックストア

課題の趣旨

今、あなたにとって「本」とは

どのような存在でし ょうか。生活

情報の収集や娯楽として楽しめる

ものから、その人の生き方に強い

影響を与えるものまで、 「本J に

は様々な可能性が秘められていま

す。 そんな「本」との出会いが生

まれる身近な空間 として、フックス トアがあります。

最 近 は 、 郊 外に広い面積の売場と駐車場を完備し 、

C D ・ビデオやファーストフードなどの販売コーナ

ーを付設する大型の庖舗が、全国のいたるところで

設 計 条 件

1. 敷 地敷地の大きさ、形状ともに自由。

2 規 模. 延べ面積は自由とする〈ただし、上限は500 rrl )。独立の

建築物とし、構造 ・階数は自由。

3 所 要 室 書 籍 売 場 ・荷さばき隻 ・倉庫 ・事務室 ・便所などを適

宜設ける。また、書籍販売のほか、必要と思われる他

の売場などを付設しでもよい。

4  そ の 他。駐車 ・駐輪ス ペースなどの屋外施設を計画する。

所 要 図 面

1  配 置 図 。 縮 尺 自 由( 敷地、建築物、駐車・駐輪スペースなどの屋

外施設と道路や周辺の状況を示し、寸法 ・方位を記入

する 〉

2. 各階平面図縮尺1 :  100 

3. 立 面 図 縮 尺1 :  100  (2面以上)

4 断 面 図 縮 尺1 :  100 ( l 面以上〉

5. 透 視 図 設 計 意 図 を 表 す と こ ろ〈アイソメも可〉。模型写真に替

えてもよい。

6. 設計説明・設計趣旨( 立地についての説明を含む) および建築概要

〈敷地面積、建築物の構造 ・階数および床面積など〉

設計意図を表すサブタイトルをつけること。

7  そ の 他 平 面 図 ・断面図には、室名 ・寸法を記入する。その他

必要と思われる図面を描いてもよい。

応 募 条 件

1 用 紙。製図用紙AI 半IJ (594酬 x 841剛) 1枚を使用し、その中

にすべての要求図面を錨くこと。

2. 仕 上 げ 。図面は黒色鉛筆仕上げとし、ワ ープロ ・C GやC A D

・スクリ ーント ーンなどによる仕上げは禁止する ( ただ

し、色鉛筆等による着色は可〉。 透視図は彩色用紙に矯

き、製図用紙にのりづけしてもよい。透視図や模型写

真以外の貼りつけ、図面のパネル化は行わない。

審 査 員 (50音順 ・敬称略〉

入選賞牌

見られます。 それらは大きな看仮

ばかりが目立ったり、建築的にみ

て 、 画 的 な も の が 多 い よ う に 恩

われ、また、書籍の売場にはマン

ガなどが幅をきかせ、若者の活字

離れを象徴しているかのようです。

この 課 題で は、まず、 「自分」

と「本」との関係を再認識することから出発し 、 自

分なりのブックストアのあり方を形にして下さ L、。

21世紀に向け て、新しいブックス トアの デザ イ ンを

期待します。

3 応 募 資 格 平 成10年4月現在、高等学校在籍の生徒で、個人または

共同で制作したものとする。

4  そ の 他 . 用紙や図面には、学校名 ・学年 ・氏名など応募者がわ

かるような表示は行わないこと。

応 募 方 法

※ 以上の条件に違反した応募作品は、失格とすること

がある。

1. }]IJ 紙用紙に、学校名 ・所在地 ・学年 ・氏名を記入し、封筒に入れ

密封し、図面の裏に貼りつけること 〈記入用紙が足りない場合は複写

して下さい)。

2  共同制作で応募する者は、 l の記入用紙に連名のうえ、代表者に

丸印をつけること。

3  応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日

平成 10年9月30日( 水)付の消印をも って締め切る 。

送 付 先

〒530-0001 大阪市北区中毎回1 - 1 -3-2100 大阪駅前第3ビル21階

社団法人白本建築協会第44回工高生デザインコンクール係

TEし06-348-0633 FAX. 06-348-0634 

入選作品の数および貧

1 . 入選作品は 10点とする。

2  入選作品のうちから最優秀賞l 点、優秀賞2点以内を選び、賞状 ・

賞牌および記念品を贈る。

3. 他の入選作品には、賞状および賞牌を贈る。

4 応募者会員に参加賞を贈る。

※ 入選作品の版権は本会に属し、また入選作品は本会にて保管する。

入 選 者 発 表

審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌「建

築と社会J 11月号に発表し、入選作品は翌 l 月号に掲載する。

委員長 本多 友常/ 和歌山大学システム工学部環境システム学科教授

委 員 石 川 康 介/ 近畿大学理工学部建築学科助教授 槍垣 晴夫/ 鮒昭和設計取締役企画・設計部長

平山 明義/ 側平山明義建築設計事務所所長北村 潤/ 餅東畑建築事務所設計部設計課長

黒田 智子/ 武庫川女子大学生活環境学部講師

設楽 貞樹/ 勝安井建築設計事務所設計部専門部長

田中 英一/ 大成建設韓関関西支庖設計部設計部長

高橋 武史/(.紛フ ジタ大阪支16設計総括部主席コンサルタント

中村 勇大/ 京都芸術短期大学造形芸術学科専任講師

島公橋 昭三/ 鮒大林組本庖建築設計第 3部部長

安 原 盛 彦/ 安原建築設計事務所主宰

奥 謝 野 久/(.紛円建設計常務取締役大阪本社代表

舌羽 逸郎/ 側アイ ・エフ建築設計研究所代表取締役

舌村 英祐/ 大阪大学大学院工学研究科建築工学専攻助教授

3  



「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 形判に変え、特集と作品作風頁を二本 0635、F AX 06- 348- 0634) まで。

( 当時 ・関西建築協会) の、 機関誌は 柱に、シリーズものの頁を織り込み、 販売価絡は12∞円( 送料. ii W'i税合) 。

特集一覧・ 1 9 7 8- 1 9 9 8

大正 6 年 9 月にi I 刻凶建築協会雑誌j その時々の社会を反映したテー? を選 なお、 「住築と社会J f : 1] 刊号~昭和130

と題して創刊された。大正 8 年に「日 んで掲載してきた。 年12丹号まで全f > i 1 巻の復刻版が、 1991

本住築協会雑誌J 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テー 7 は F記のと 年10月から l順次発行( 不二出版) ・配

「辿築と社会j と改誕百し、今 日に至っ おりで、パックナンバー購入希望は、 本されているので、詳細は日本建築協

ている。昭和42年からは体裁をA 4 変 日本建築協会事務局 (T E L 06- 348- 会事務局へお問い合わせ願いたい。

-
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- デ ザ イ ン の

動向一新旧の ・水・

コントラスト

- 医 療 純 絞 - ・組 合 方 式 ド . C  A  D  -

・外 壁 自 主 裳 ・電波障害と 、 ・新 し い 耐 震 ・第25回

病院建築と よ る 集 合 ・住 宅 鮫 備 設 計 と ・一 般 号 ・ ・ ピ ル 環 境

材 料 傘 建 築 ・ 股宮十 背年技術者 e

情報システム 住 宅 計 画 牟 コンピュータ

1979 

・大 阪 市 権

Vol. 60 ・転 換 期 の ポートタウン ・商 業 空 IIll ・コンクリート ・日影規制， ・ホテJ レ建築と ・農 村 施 紋 ・建 築 の 終 局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第26回 ・ill 股 業 の

再 開 発 * *  の ひ び わ れ 情報ンステム の 変 貌 e 強 度 の 検 討 まちづくり e インテリ 7 * 青年技術者・ 労 務 'Ji tII・

1980 

Vol. 61 

1981 

Vol. 62 

1982 

Vol. 63 

1983 

Vol. 64 

1984 

Vol. 65 

1985 

Vol. 66 

1986 

Vol. 67 

1987 

Vol. 68 

1988 

Vol. 69 

1989 

Vol. 70 

1990 

Vol. 71 

1991 

Vol. 72 

1992 

Vol. 73 

1993 

Vol. 74 

1994 

Vol. 75 

1995 

Vol. 76 

1996 

vol. n  

1997 

Vol. 78 

1998 

Vol. 79 
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. 80 年 代 の ・今 桂 の ・最近の盟行出聾 ・揮27画青年技補者

・これからの建

闇市と建築ー 省エネルギー ・安 井 建 築 ・住 宅 の ・姥築行政と ・最 近 の ・都市録般と ・屋 内 体 育 ・水 ぎ わ の ・今 植 の 外 聾 ・転 後 に た っ

まちづくりの の 趨 勢 設 計 事 務 所 耐 久 性 ・ 法 規 $ 防 水 工 法 7 メニティ・ 施設の設惜傘 まちづくり 吹付仕上材・ マ ン シ ョ ン 築設計と新耐

歴 史 と 展 望 ・ls 般 金 物 作 品 集 集 合 住 宅 震 設 計 桂 ・

ｾ＠ J.. ，H:  ｟ ｾ＠ -.t; Ii: q : _  ・理畢鞠と凪ー ・住宅置市豊憧企

・ 中国の論文 ・ ポートピ Ｗ ・ 台所まわり ・ シーリング ・ ｾ告と法 ・ 都市住宅 プザイナーの 田ー園西における ・IUl tt 担] 盛の ・第28回 ・障 害 者 の

・職 能 論 ・ 一 北 京 の の 計 画 と ー安全な環境 住 ま い 手 ために 畠市豊薗を中心t 暮らしやすい

都市計画，. '81*  設備念 材 の 知 識 * をめざ して・ からの尭想. ・H 盟 置 計 し た覇岳団 性 能 評 価 ・ 青年技術者・ 理 境 と 註 情

作 品 集 ・ の置割・

・盤本にみるすま ・第29回

・医 療 施 設 一 ・都 市 景 観 一

・新 た な 商 業 ・省エネルギー 地成医療と ・近 畿 の 地 盤 まちなみ美観 ・大 阪 市 庁 舎 ・ホ ー ル 建 築 ・大 ス パ ン ・昭 和 設 計 いt まちづくり 青年技術者 ・ 風土・ｾ安

杢l伽 展 開 * と開口部。 設備百十薗・ と 地 質 ・ へ の 誘 い ・ ( 第一期) ・ と音・ 構 造 $ 作 品 集 . . ;「-i ムγピ:本f; .2銭2? 庁 舎 と人問

. ，閥瑚 西 の . " イ コ ン の . 計画 iに;お lリ1る . 大 阪 駅 と . 束 海 の 将 来 . オ 7 イス . プレストレスト . 草制珂目青年控繍荷者

・多械化する ・建 築 と コ 、 ュ ニ7- ; ' 3 ・維持管理と ・大E 韓国陸士 ft ・集 合 住 宅

建築文化をl . l l 築への ー ターミナル と 文 化 を イ ン テ リ ア 最高。コノ川

運 動 施 設 ・ 品 質 管 理 ンとプレゼ :l T - 設 備 更 新 λ ポ ー 7 と 生 活 音

考える 手1) m ｟ｾＮｭｾＧＢＢ＠ ｾ＠ t  -= ;'3 ン ピル 考 え る の 変 革 ート構造 ホール・

. 21世紀への間百ー ・l関 西 の ・ピ ル の ・建設産業と ・ まちの括性 ｦｴｾ _  __._ . み ど り と ・草31圃青年技高者 ・光 応 用

' )7 レァシュー ・住 環 境 と 商 業 空 間 ・消 防 設 備 の ・高 齢 化 社 会

魅 力 あ る 超 高 層 ピ Jレ ロホ γ ト崩発 それをとりま〈 ・床 の 情 工 法 ・デ ィ テ ー ル ン ス テ ム と

内再装補修技輔 ， 法 制 度 ・車 庫 駅 市 日 ポ イ ン ト と生活空間

まちづ〈りを問う の現 ｾｴ 発展ー・ 再開発ピル・ 人々 の思想 述筆

・自由母式への週 ・情 報 化 を ・ホ ー ル ー ・建物の主情ー ・建 築 と 水 の ・接 合 人 体 と ・村 野 藤 菩 の

・大阪湾物語. ・東 海 の 現 在 ー蹴安井武瞳 めぐる建築 そ れ が 生 み 最 近 の ・大 匝 国 際 協出 ・都 市 と 健 康 建築にみるー ー 断 章 ・第32回

と 近 未 来 ・盟基軸の基量を 見本市新会場 ・神 戸 研 究 λ ポーン ロ ・伊勢湾をめ1 ' f 年技術者

考i る 都 市 !Ji ｦ 宵だす文化一外壁ｾ軒 学 闘 都 市 ・日 建 設 計 作 間 ぐ る 東 海

・理ftf ザインー ・インテリジェ ・建 築 防 災 ・開発ーその創造 ・インテリ 7

・こ れ か ら 町 ・虚 脱 ー そ の ポストそ F ニ正ム

ントピルの ・自 治 体 営 繕 と 法 ・21 世 紀 の 的仕揖けの躍を ・C A  D  - ・オ7 ィス空間 ・第33回 イクステン

住空間ー都市型 デザインと 10 年

集 合 住 宅 山 素材 ・6弘治、22 諮 訓 と 公 共 述 築 ・TE?57 住 宅 と 股 備 . j ソノ 2 1 そ の 応 附 聞 の構成 青 年 伎 術 者 ;二 J7;

・貯 蔵 ・盟物と町並みの

・入 浴 物 語 ・腐 食 ・創 立70周 年 ・蹴 動 す る 保 管 施 設 ・案 内 の ・駅 ・行 政 建 築 家 ・シティホテル ・宝 塚 の 接点 ・第34回

記 念 号 東 海 へ ・大 阪 府 立 仕 上 床 の 可 能 性 の 設 帽 街 づ く り ・昭 和 段 百 十 青 年 技 術 者

体 育 会 館 作 品 集

- 軟 弱 地 盤 ・註曜における

と 基 礎 L  C  Cーと ・建 物 の 外 装 ・中国地方の展望 ・21 世紀への ・超 高 層 住 宅 ・集 合 住 宅 の ・第35回

・ホ テ 岬 語 ・文ftt 伝統ー車 . iJ みも高品 リ7 レッシュ. ・都 心 居 住 とひろし ま町 照 明 * ・制 振* を 与 え る ' ) 7 レフンユ ・ 青 年 技 術 者 ・議 資 テ レ ビ

海 か ら の 報 告 作 品 集 まちなみ ・大 匝 府 宮 措 ・800号記念・

. ' ) ゾート事情 ・色 町 寵 描 ・省 力 化 の ・構造の省力 ft ・都市環境創造

・夢 を の せ る ・まちづくり ・博 覧 会 と ・都市環境創造 ・建 築 と と 陵 情 E ・第36回 ・最近の博覧会

・竹中工輔庖圃立 ・東海町新 ls 聾 た め の 討 科 ・産品盟置k置支直

輸 送 設 備 と法 ま ち づ く り と 設 歯 l ア ー ト ・ユ ー ザ ー 参 加 腎 年 筏 術 者 パ ピ リ オ J

90 周 年 記 念 と伝統技荷・ 工法 E集量計部作品集 のハウジ〆グ

・商 品 化 住 宅 ・ニュータウン ・東 海 の ・プ レ ハ プ ・国 際 花 と ・3yzr .高強度 ft - ・2222な ・都 玖 ナj i ・322術 者 ・iF3531;
都 市 景 観 ・スケー Jレ感 住 宅 筏 衡 の ム 中盟慎オフィスピ E計の多樟t を 一、ー

のデザイン・ 川 サ ン λ ・蜘 附 錯 ・ 現 住 と 未 来 線 の 博 覧 耳 1ムふ1 めざしてー - a制 サ の ・2庫 ; 官 f ・22YJ ぷ は ; て の

・オフィス ・今、京都 ・珪襲 t 土本 ・ ｅ 華をめぐるトヲ ・ 空間的 Ｗ イ ｔ ン ・ 自拍ｾ住宅 ・ 建築と土木 ・ スリムでタフな
・新 し い 都 市 プレジ t - ・東 海 士 部 . 大阪車京梅上 ・聞のための量 ・耳目脳卒社ピル ・一 般 号 プル t t の 制 テ イ テ イ 附 へ の 提 言 一 構 造 技 術 コンクリート

釜山1づくり ・軒 い 崎 市 空 間 復 活30周 ヰ 1101- 置昔 ・21世紀の住まい

ー I - .2hりJ 長 記念 *  ビルデイング ??fAiL11 ・i T7i e ・?!???;; :ii;;:it ・?A1134品4- 3九九 i

・夢 物 語 一 ・;5717 ・建 築 F ・5i iEC ・地 球 環 境 ・1fdi i -fri f; ・接 着 ー -; 民ふ; -tiiffT ・いま建築教育 ・京 の か た ち

人がかわる、 . 近瞳の郵政建 デ ザ イ ノ 高層住宅の品 時 代 の 市聾幅公団関西 ー 集 底 材 1・ 盟草分野への の I語 り 夢 ・? / ノ: ; よf に 何 が 期 待 と色

まちがかわるー 聾15年の歩み ー車梅支部ー ン ス テ ム ー l . l l 築 支社 10周年ー よ る 情 造 二 隈りなさ可能性 作品J 、、 を揺る されているか

・事39自青年技荷者 ・珊 境 ー ・昭島画の '1' の ・建築の再生ー . 国際的パート ・事40目青年控有者

・車 量 産 抑 制 ・大 阪 府 蛍 繕 ・M の 開 館 ・市 民 劇 場 の 限りある自然 ・臨 市 の インテ 117 F造 技 輔 の ナーンツプの ・栂 祉 の ・都 市 型 ・喧 壊 白 人 1:

目立 60 周年 博 物 館 舞 台 段 備 と 佳 築 と の スカイライン ・けいはんなプラ 但申lー まちづくり 住 宅 再 考 やさい、空間割

記 章 作 品 集 か か わ り ザ住友ホール ・大 阪 市 営 繕 可 能 性 一 造 t めn て

・コピー文 ft の ・九 州 の イ ン ・伊 祖 神 宮 ・建 築 の エ ネ ・明 日 に 向 か ・住 空 間 に お ・まちなかの ・水 と 建 築 ・血聾註閣の CG ・構 造 英 一 ・酷 41 回 青 年

桝 ft スタレーンヨン 式年遷宮と M ーシス って一会貝 ・い ま 、 医 療 ける居どころ 看板 ・日 本 位 築 シ リ ト 日 ン 建築町中町夫 伎 有 者

・広島町街剖り 施 設 は ・竹 中 工 務 底 ・村野、轟建築 ・集合住宅団地

7 ' J 7 韓技大会と現 神 宮 島l 限 テ ム 作 品 への視点 の 集 合 住 宅 総 合 試 験 所 事 務 所 リニュー 7 ル ・関西国際空港

・光 が つ く る ・飛騨] ! ，荷量 ・ トイレから ・ 恥のｾ IU) ・新 し い f 都 ・建 築 榊 造 と 一 ・第42回-i !f年

・昔ー騒音から ・接 合 ・ユニバーサル ー ・ライ 7 ライノ

風 合 の 世 界 ーまもの活性化見た都市 ・ トイレｾＱｉＱＩ 作 法 市 建 築j の 社 会 の 接 凸 技 術 者

操音/ 創音へ と地 ) J 文 化 文 化 ・コ旦モタワー デザイノとは 会 貝 作 品 視点 ・日建 設 計 ・ と建築11: 幅・ . 謹賀県建築課
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今 月の表紙

京都・南緯寺近くの琵琶湖疏水

織 影 絹 巻 豊

表紙デザイン 安 里俊 久

建築と社会立
1917年創刊 第79集/ 通巻914号

c o T E NT S  

特集・ 生活環境の安全・安心

. 特 集予 告

6 月号/ 地湾環境保全と建築

7 月号/ 心と体を元気にするイン

テリ ア

[ 座談会] 生 活 の 喝 に み る 安 全 - 安 心

出l市者 . 奥 野 卓 司/ 弘 本 由 香 里/ 田 中 直 人/ 小 浦 久 子

[ 都市空間の光と影] 移 動 関与Lに お け る 安 全 と 安 心・ 田 中 直 人

コミニ ュテ ィ に お け る 安 全 ・ 安 心 づ く り・牧 望 毎 治

古 ｉ ｬ ｲｦ ｬ の Ｑ ｾＱＡ ｪ ｾ Ｎ 鈴木克彦

[都 市 社会 の 安 全 意 識 ] 都 市 社会 の安 全 ・ j屋 美 公 秀

ｾｉｉ 市関与 ｌ と安 全 ・ 中村 攻

[安全の環境デザイン] 分 け る ・混 ぜ る・ 柏 原 士 郎

領 .t9X化 ・吉 村 英 祐

ア ク セ シ ビリテ ィ・ 小 浦 久 子

二 而 性を も っ 空 間 ・伊 縫 憲 幸

コミュニケーション・ 小 浦 久 子
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会 告 定時評級員会餓決お知らせ - 1 平 成10年度評際会正副E曹長 2 平 成10年度会長 ・副会長 ・

理事一 茶室見学会 ( 10) 水無瀬神宮燈心事. 3 0・s E Y E ( 2 9) 中村勇大「アフオーダンス

と鐘築J 第4 4図工高生デザインコンクール- 1宣言十課題 ブ y ヲスト7 '

作品作風 山陰合同銀行本庖

村 崎学 問 創 立110周 年 記 念 リ サ ー チ & メ デ ィ ア ラ イ ブ ラ リ ー

ニ ッ セ イ 岡 山 ス ク エ ア

6

8

ω

一

ロ

一

M

一

σ

-
M

9剖l ery r老舗J (柳川賢次) ・前川治彦

大地の呼吸 修学院離宮庭園 (京都) ・畑 康 之 (編集委員)

社会の限 自然とい う言葉を聞い直す. 梶田真意 (法然院貸主)

建築の眼 建て売り住宅を考える ・吉村英祐薪能・竹本俊平

拷続可能な開発の課題 . 宮田照久 町を食べるー ( 5 ) しお赤穏・井口勝文

素材と技術が生み出すデザイン 「土 J ー や き も の か ら ・奥田;英雄

W 座談会. k t 1 デザイナーに IIfI く 「明 円 を 切 り 1) 日 く デ ザ イ ン の あ り 方J

法令コーナー 木造住宅の| 耐震診 1;Ifr - 石 川 県 と 大 阪 府- ・藤村吉史還回範失

t構造の頁 鋼 管 の 立 体 ト ラ ス と 被 詑i 平 行 線 ケ ー ブ ル を 月H 、た 7501ス パ ン ・吉津幹夫 ・山本健二

設備の頁 流 水 浴 の利 川 と 効 果・谷 口 大

R E P OR T  広 島 の 近 代 文化 治産 忘れられたアレ! ! 砲台- 3- ・備本秀夫

G B R Cニュース 機器紛介- ;J<、F炉問加熱WiA度自動制御装世

基礎諮座 '; U 力 系 統 桃 成 と 梢 内 電 気 方 式・谷本敏和

ブックス テーシ ョン 短評 4 題 ・伊藤節郎高岡伸一東宮年一郎花野元一

評 「 関西の近代ｾ築 ｊ ・ 本多友常

M
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汐
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ω
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ω

inf or mat i on (仮 称) 浪速区合同庁舎コン ペ 第 12回 rDI Y写真コンテスト』作品募集イ現代英国建築とそ

のヨーロッパにおけるコンテヲス卜J 広島展. r粋の美字J の舞台裏. 近代建築講演会.講演会「公

共事業はどう変わるかJ. 中小企 業向け融資制度設計者のための「建築情報J の塗理 ・活用

セミナー持続的発展のための「ライフスタイルJ . 大阪ガスインテリアデザインスクール 1998年

作品展& 記念セミナー. r高齢化対応住宅デザインガイドJ .住宅生産性研究会近量産支部ー新

入生のための建築見学会. 大阪デザイナ専門学校公開論座. 季刊 i Topos J 日本語版発干1].

医療福祉建築賞 1997受賞作品ースペースデザインゼミー 夏期オープン講座ー

投 稿 新しい );r ｉ￭ｉ ｉ 駅合のｾ設にＺｴＡＮ ｴ う ・ 柴田正己

協会だより 平 成 9 年度立J ! 築科優秀卒業生表彰

月間の動き 平 成10年 2 ) I分

62 

ω
一

一

ω

一

一∞

印 刷 平 成 1 0  'f- 4  J1 2 5 目

先 行 平 成 1 0 Ij". 5  n  1 目

先行人 社ト目法人" 本i J ! 集協会

発行所社! 司法人 11 本 也 策 協 会

.k阪市北区仰1111-1・3-2 100

1世 oι 348. 0635

仮住口施 。0910. 9. 39975

印 刷 所 立 葉 印 刷 味 式 会 社

日 本 司i 附 株 式 会 社

Ji! 価 12∞Pl (本体価陥 1143Pl)

醐 と 社 会 ・1蜘 5 5  



1 階プラザを挑んで東西に置かれたモニュメントが連続性を強調する

6  建築と社会 ・1鈎 8. 5



作E司E

E圃 E

設 計 監 理・

臼 建 設 計

施 工・

大 林 組 ・鴻池組 ー鹿島 建 設 ・ 森 本 組 ・井木組 ・今 井 産 業 ー

大 畑 建 設 ・ カ ナ ツ 技 建 工 業 ・ 中 筋 組 ーフ ク タ ・松 江 土 建 ・

美 保 土 建 ・や ま こ う 建 設J V

山陰合同銀行本庖

山陰合同銀行主 ｲｲ 本 Ｑ［ Ａ］ｩは、 ＱＱＱ 陰地方におけるＱＡ ｩ ，Ｇ， Ｚｾｉ￘ の佳物として 、

1997年 9 月に完成しました。

この新本庖は、総江rlj 1J:i と広大で的かな; j < . 而l をたたえる宍道湖! との

傍点に位位し、湖畔1 i ' 11r! i に新たなスカイラインを与えることとなり

ました。12かな白然 JJ ; : . l 境や地域社会と 調和| ・呼応することが求めら

れたこの建物は、足元に開放的なプ ラザを投 けて背後の尚 ｬ 占 ｦ 主＿と ｾｾｉ

111'ドの辿続性を生み山 し、最上|椅は展盟フロアとして専用エレベ ータ

ーで広く 一般に開放するなど、次由紀に向けた銀行本l山の一つ の 新

たなＩＺ￯ ｉ ￉ ｊ Ｇｾ Ｚ を示しています 。

また、この地 域で際だ った高さを持つ色I ! 物となるため、どの j i lf'J か

ら ｪＭｾ ても美しい他物であることを回指し、凶 ＩＧｪ に正 ｛ＨￏＡ性 を持たせる

とともに、ヴオリ ュー ムを分節し、 l五板を煤け、やさしいぷ悩と 12

かな質感を持つ素材で外観を柿成しました。

事務フロアは、 Ｇ Ｑ ｾ ｬ￬￭￭ の誠査をもとにその将米 Ａ象 を抱握して ｊ ｬｩ 国 に反

映し、天井 ー 床 ｈｾ 間空調システム、自動調光システムなどの採用に

よりビル全体のインテリ ジェ ント 化 を凶 っています。 自然換気口を

もっ大型二 屯ガラスカ ーテン ウオ ールは、執務環境に美 し いl挑望と

設かな自然を i込大限にとり込むことをな凶したものです。

(級 )11隆一 - 高橋秀) i l l / 日他殺Jt-l

④ 

宍道湖

配 置 図 ・ 1 階 平 面 図 1:  2∞o  

所 在 地 島根県松江市魚町10番 地

敷地面積 一一一 3，538.45rrl

E童築面積 一一一 2，230. 07rrl

延床面積 一一一一 19，945. 31 rrl 

構造規模 一一一S R C、S 、B2 F、14F、P2 F

工 期 一一一一1995年 3 月- 1997年 8 月

最 寄 駅 一一一 J R山陰本線・松江駅

撮 影 一一一名執一雄

展望ロビー {商)

役員ロビー

大会E聾室

7  



J イー-

全 景

キ ャ ン パ ス 全 景 正 函 外 観 炉

8  建築と社会 ・1蜘 5



由甲

言宣言十監 理・

教 育 施 設 研 究 所

施 工・

西 松 建 設

村崎学園創立 1 1  0 周年記念

リサーチ& メディアライブラリー

本施設は、役 ｵ 辺文 ｾｈ 大学香 川 校の際 Ｑ ， Ｇ Ｑ 館 が手狭になったため計画さ

れた立. I ! 物である 。計画iに当たり、従- * のt!?籍中心の図fl?館 から 、占

餅と Ｑ 包 て ｉ 乙メディアを 砲 Ｑ｜ 合させた施設をｼ 三 Ａ指 した 。 ｾｉＡ予メディアを 平 Ｑ Ｑ

!rI することにより、デジタルt，'j '報をイ了効に学 習及び研究に利用でき

るIJ;! 境の創出 を図った施設である 。又、ネットワーク環境を利 用す

ることにより、図 Ｑ Ｎ Ａｽｴｲￎ ｾ 以外からの学習 Ｍ研 究支援に資することが 出

米る設備 を有している 。

この}ft!i 設は、学習及びf，J f究活動 をする上で|刷 1寺利用可能な施設 とす

べく 、鎚竹山システム、防災上の .' H!1i 及び利用者の安全を縦保する

宅討さガスに よる 自動消火 システム iT を設位している 。

又、 ，1ｾ絡Ｆび マノレチメディアによる ＧｴｉＧ ｪ Ｇ 判の受信のみだけではなく、

情報発信できるスタジオ等のオーサリング胞設及び設備を有している。

将来の鉱張性については、 4 .  5 附部分については、研究室・教室-

， ＧｈＭ［ｩ ｉｾｾ 守の拡張が可能な 構成 にすると共に、 地 下 ｬ 階 の開架 占 庫の隣

地にはJ首築! 刊の用地を確保し、 J後、昨数の増加に対応可能な構成とし

ている 。

外観は、リサーチ& メディアライブラリ ーの先進性と過去の資産を

引 き継ぐ堅牢性を表現した。内部は、治ち .{i きと利用のしやすさを

ｴＺ ｉ ｕ ｻ に日 ｉ Ｇ ｀￯した 。 Ｈ ｾ仁森正 信Ｏ教育 施 設 研 究所Ｉ

川

ω

所 在 地 ー一一 香 川 県 大 川 郡 志 度 町 大 字 志 度 字 堂 林 1343の1

敷 地 面 積 一一一 107，669. 97rrl

建 築 面 積 一一一 2，091. 07rrl  

延 床 面 積 一一一 13，3 15.00rrl

4荷造 規 模 一一一S R C、5 F、B1 F

工 期 一一一 1996年 7 月- 1997年 11 月

簸 寄 駅 一一一 J R四 国高 徳 線 ・志 度 駅

J量 影 一一一合田光彰





由甲

言宣言十監理・

大 林 組

施 工・

大 林 ー西松・奥村・鴻池 ・大 本 共 同 企業 体

二ッセイ岡山スク工ア

樹 々のj>i 'iは Y 'f: の繰返しだが、 似ているようで微妙に形が述う 。 そ

のゆらぎを合んだリズムの Iｉ ｾ ｉ に ＱＧ Ｑ 然の造形のｽミしさがあるという

え ｬＡ 築の山形にも総亙しの Ｇｉ ｾ Ｇ に生きたリズムの ｸ しさを表現 ｉ ｾ ｉｾ 米ないか 、

という U'，lいかけが今1"1の 1' 1
1

1
発点にあ った

制約 コンク リー トれ とl
師、flsZ フ

e

レースを |人l脱した 4 枚 の噌が、 ，fJ' lI付す

るスラブを 1
，1百 fJll Iか ら支える、という J 占み:H'1J 戊を初 めに設定した 足Ii

2ぎの似み 市な りを般 の リズムの Jふ測 とし、ス リッ ト、 Ju: とr:rmsのア

クセ ン ト で ｼ 岱 ｊ ｪ ｾ をつ け 、ミラーガラスの 仰い 分けは縦の リ ズムの絡

をなす。鋭 角的なシャープなフ ァサー ドが 17q に浮び上がる

エン トランスホールは- '1'
丘して 却との、ぃ光の泌で満 たさ れ る ゆ った

りとうねる波のリズムの11¥11.主!! 日
lリ|が、訪れる人に采かい光をそそぎ、

!処の E V ホールへといざな ってい く

公 ｉｊｦｬ 宅 地 の樹々が が ｪ える 初 ｊ ｦｬ の ｴ ｴｾ 、 ノ ド漏 れ ｮ を 通 して 兄 え隠れする

シャープなファサードと WiOコ
ILI

然の造形が、 心 地H い対比のリ ズ ム

をち ｩＱＱｾＢ してく オ Ｑ たらと ｽ ｾ Ｑ う

( ド川 !Ai tJI 絞本敏 樹/ 大林斜l )

所 在 地 一一一 岡 山 市 下 石 井 2 丁目 2-5

敷 地 面積 一 一 - 1，926.38rrl  

建 築面 積 一一一- 1，278.17rrl  

延 床 面 積 一一一 15，0 4 0.47rrl

4荷造 規 模 一一一S 、1 4 F

工 期 一一ー 1996年 7 月- 1997年 12月

最 寄 駅 一一ー J R岡 山 駅

j畳 影 一一一福 澄 昭 嘉、 中 川 忠 次 ( 左 頁 右 上、右 下)

@  

1 階 平 面 図 1  :  800 
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修，，［ＺＺｾ Ｚえ雌防 ｊｵ ｬ 剥 Ｈｊ［ ＱＺ 1rI 1)  品 ｬｬｾ f:公村 芳 治

新緑の頃の木今の下でふと宅を兄ヒげたH寺、 地上によをし込んでくる 円近しに、

こもれl阪というよりもむしろ、その視界のー而に広がる新! ; j ' のベ ールによる

グリーンのフィルターを抜けてきたやさしい光となって、ふりそそいでくる 。

自を覚ましたばかりの赤ち平んが、 何 かにさわろうと 日一杯 に (ljl ばし、広げ

た子足のように、新緑の ｴ Ｑｾ の木々は生命の水を求め ｬ 以 い上げんと人 Ｚ ｊ 也 に 般 を

はり、防の光を求めて新Ｕｦの岐 ｍｾ を ｬ 二 へ も唱 へと広げて ｌ 、く 。

昆虫が羽化する H寺や、つぼみがふくらみ花が1mいていく H寺に、その|瞬1:111瞬間

には動きは見てとれないにもかかわらず、音が感じられると 聞 いたことがあ

るが、在、はむしろ、 一斉に停を広げていくこのH寺にこそ背を感じ、むせぶよ

うな匂いまでを感じる 生命あるものの息吹を感じる 。

とt 態系の一組族ホモサピエンス として、 この力を忘れてはならないと思う 。

州1 康之( 編集委日)
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自然という言葉を

問い直す

生きてゆくときに最も大切な精神は、環境に対して人

間として外から何ができるかではなく、衆生の中のひ

とつのいのちとして、与えられた環境の中で何ができ

て何ができないのかという意識を持つことだと思います。

私がおあず、かりいたしております法然院は、お盆の送り火で、名高

L 、大文字山の西側に続く 者ニ気山を境内としており、現在でも多くの

野鳥は勿論、イノシシ ・ムササビ - モリアオガエルなどが棲息し、

参拝者に豊かないのちの営みを感じていただける寺院です。

法然院を訪れられる皆様方から 「ここは本当に心の休まる場所で

すね。」という 言葉を耳にするにつけ、逆にこのような場所がi立屯

にな っている現状に気づかされました。 卜数年前のことです。そこ

で域内の環境を生かして 「法然院森の教室j を始め、環境学習活動

を続けてまいりました。他のいのちの営みに多大な害を及ぼしなが

ら自分自身が暮らしているという自覚を新たにしていただく場として、

当院が一つの役割j を担っていければと思っております。

情様方は、自然という 言葉をどのような辺、昧で、使っていら っしゃ

るでしょうか。あるときは 「自然と人間J と言い、またあるときは 「人

間は向然の一部J と言 うように、私どもは自然という 言葉をあいま

ｌ 刈こ ｊ 山、 ております 。 国語 ｴｩ ＧｴＭＡＡｾ で 「 自然界 」 の項を引いていただくと、

大抵と、の辞典で、も三つの意味が絞っています。

l 人間も含めて、宇宙と 地球上のすべてのものが存在する世界。

2人間界と対立し、それをとりまく生物・無生物の世界。

Ｓ Ｎ 人間 ・ 生物を除いた ＱＡ｜ｾ 機的な世界 。

(集英社 『凶i記i8キ典』より )

人が作ったものでなく、このI l t にもとからある世界。Ll I ・川・ 草 ・

木 ・動物 ・宇宙 ・雨・風など。

Ｈ 小 学 館 ｮ 担 ｬ 解 学 苦 手 同 ｾｻｾｾ�Ｚ 典 ｬ より Ｉ

一口に自然( 界) と申しましでも、使っている人や場面によ って、

そのなl床するところは違っているようです。例えば、大文字山の自

然とい った場合、多くの人は木々の緑を位行象されると思いますが、

そこに人の子が加わ っていることを意識したり、イノシシのI鳴き声

や烏たちのさえずりをイメージしたり、さまざまなキノコの香りを

思い浮かべたりするかどうかは、大文字山へのかかわり方や、 他の

森での体験から身についた想像力によ って違ってまいります。

現代の都市生活では、多くの人々が人rBJ以外のいのちの蛍みを感

じにくい状況で暮らしています。山や海へ出かけて行 っても美 しい
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アーテ イストの発表の場 やシンポジ ウムの会場

として寺を関般するなど 、現代における寺のあり

方を模索 しつつ、 個人と して も環境問題に強い関

心を持ち、 多く の市民団体に参加。一市民として様々

な活動に取り組ん でい る。

著書 『京都法然院歳時記j 京都書院干11 (共著)、

『法然院j 淡交社引1 (共著)

景色を楽しむだけでは、まわりのいのちとともに生きているという

実感が得られません。少し想像力をはたらかせれば手に入るものが

簡単には得られなくな っているのです。テレビなどの映像を通じて

生き物に関する知識は盟富に得ているのですが、見せられすぎてい

ることが想像力の低下を招き、 実際に豊かないのちの営みのそばに

L 、るときに知信誌が知恵としてはたらきません。とのことが数多くの

子どもたちの成長にも H郎、影を落としているようです。

そ乙で、建築家の方々にお願いしたいことは、人間以外の豊かな

いのちの営みのおかげで人間が暮らしていることを感じられるよう

な建物を建てていただきたいということです。昨年完成した京都の

駅ビルもあれだけの巨大な建造物であれば、その周囲に1 : 1ヨし訳程度

に木を植えるのではなくて、少なくともピルと同じ面柏の森を作り

上げて行こうという怠識があ ってこそ、建物自体が輝いてくるよう

に思います。現実離れしたことを書いてしまいました。l申し訳あり

ません。 しかし私は、大きな辿造物であればあるほど、天地の恵み

に対する畏敬の念や感謝の祈りが建物とその周囲に表わされている

ものであ ってほしいと願L 、ます。

私は付1; 教者ですが、付1; 教には人間以外のものをーまとめにして述

べる言葉はありません。つまり 「人間と自然j というときの自然に

当たる言葉はないのです。例教でよく用いられる言葉に「衆生j が

ありますが、これは、人聞を合むすべての生き物、つまり生きとし

生けるものを意味しています。

私は、生きてゆくときに最も大切な精神は、環境に対して人間と

して外から何ができるかではなく、衆生の中のひとつのいのちとして、

与えられた環境の中で何ができて何ができないのかという怠識を持

つことだと思います。H乍年12丹に京都で聞かれた 「地球温暖化防止

会議j も 「地球渦暖化減速会議」に終わってしまいました。

建築家の方々には、 「人間と自然j という意識ではなく、 「自然

の 一 部としての人 Ｑ Ｚｉ Ｇ､ ｊ という自党を大 切 に、まわりにｾかないのち

の営みがあ ってこそ人聞は生きていけるのだという実感を取り戻せ

るよう、建築という創作活動を通じて、いのちに対する良敬の念と

忽像力の回復に貝献していただければ幸いで、こa ざいます。

建築と社会 ・1998. 5 15  
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建 て売 り住宅 を考える ¥薪 能

吉村 英祐

縁週末の朝刊には、戸建て住宅の広告がたくさん折り込まれ

てくるが、掲械物件をじっくりながめてみると、いろんなこと

が見えてくる 。

敷地境界線や前面道路が捕かれていないのは単体規定違反を

隠すためだろうか、車庫に軽自動車よりも小さい自動車が描き

込まれているのは意図的だろうか、住み手が高齢化 したら住め

なくなりそうだ、この部屋は個室として使えない、間口方向の

壁立が足りない、 1 階と 2 階の柱の位置がずれているなどなど

「みどころ」がL 、っ l品、あるが、自につくのは問題点ばかりで、

- 1- 地の狭さでやむを得ない而を制り引いて考えても、間取りの

工夫のなさに惇然とする 。 このような住宅が年間数十万件のペ

ースで今後も建ち続けるなら、優良な中古住宅市場の形成や住

宅の長寿命化は期待できな L 、。

以前ある女子大で、広告に掲載された建て売り住宅を見せて、

その問題点を指摘させる講義をしていたが、問題点に気づいた

学生はわずかであ った。かしこい消費者が品質競争をうながし、

健全 な市場を育てる 。 rノf ノ'J を建てない、売らない、つか ま

ないためにすべきことを真剣に考える時期ではないだろうか。

大阪大学大学院工学研究科助教媛

持続可能な開発の課題

宮田 照久

旧聞に属するが、ニ ューズ ウィーク誌がレスター ・ブラウン

氏のインタビュー記事を掲載していた。著書を読んだり講演会

でお目にかかった程度の関係であるが、上背がありやせぎすな

姿を思い出し、懐かしい思いがした。彼は自ら 設立 したワール

ドウォ ッチ研究所所長として長年、環境問題について笹鈍を嶋

らし続けてきた人である 。相変わらず世界を股にかけて粕力的

に説法を続けておられる様子がうかがわれた。

彼の目は食糧危機に向けられていて、人口と気候の安定化が

持続可能な未来を創造するには欠かせないと訴え続けている 。

持続可能な開発、まったく矛盾したかのようなこの諜題は、

われわれ現代に生きるものに対し、次の世代に何を泊していく

のかを厳しく問い詰めているように思う 。 世界経済が地球の生

態系のシステムを超えてしま った。引き返すことの出来る地点

を過ぎてしま った。 もう既に遅すぎ、る、と 言わなくても良いよ

うにしたいものだ。

けれど日' 尚は何も変わっていな L 、。 自動車中心の社会に変化

は起こりそうもない。過剰包装は相変わらずだし、 COP3のR

体的対策は何も聞こえてこな L 、。新聞を聞いても汚職と景気に

全てが埋 没。環境と言 う字を紙面に見つけることすら難しく、

ジャ ーナリズムの飽き っぽさ はいつも通り 。

氏の記事を見て少し憂修にな ってしま った一 日であった。

昭和設計取締役環境設計部長

16 盤築と社会 ・1998. 5

竹本 俊平

奈良の 5 月は、夜の帳が|峰りる時刻になるとまだまだ肌寒い

が、この月の上旬に、今や全国各都市の「まちおこし ・夏の風

物 詩J として行われるようにな った「薪能J のルーツである興

福寺の「新御 能」が開催される 。高張提灯が掲げられ竹矢来と

l憾幕で区切られた会場に集まっ た観衆は、舞台正面左右に据え

られた薪床に火が点けら れる頃、鼓の音 ・3名の戸に誘われ暫し

の問、現出を離れて古の世界に浸る 。

ところで、能楽の舞台で使われている大道具は、そのほとん

どが組み立て式のものである 。 この技法は、能楽が固定した劇

場で演じられるものではな く、寺や神社の祭事の奉K:Vl芸として

放浪しながら永く演じられてきた事による知 恵である 。金物を

一切使わず、 手軽に入手でを 加工しやすく軽くて丈夫な「竹」

を割いて芯にし 「布 j で巻き上げて 〈山〉 を現し 〈家〉 を作り

〈牛車〉 を走らせる 。素材が簡素であるだけにその表現された

形も抽象的。それが時代とともに洗練され、現在我々が目にす

るようなものとな った。

同じ古典芸能の歌舞妓と比較すれば判るが、能楽の演技が際

立って抽象的に演じられるのも、このような舞台道具と絡み合

って練り上げられてきた技の極みであろう 。

アミング開発株式会社代表取締役専務

fJ/J を食べる 一一寸5) しお赤穂

井口 勝文

20年程i I IL 赤穂で仕事をする機会があった。初めての土地で

は、 IIIJ なかの商人宿に泊り込んで現地調査することにしていた。

食事の II -r - 、給仕のおかみさんと話したりすると IIfJ の内情 らしい

ものが伺い知れて使利 だった。夕食には小魚の煮付けとか、カ

キフライが出たが印象は薄い。昼は国道沿いのレストラ ンでま

るで焼肉のようなステーキを食った。だから赤穂の l床について

は伊J も百再れない。

赤穂は城下町だけど、その III J 剖りの 91i リ程は区画務理事業で

蹴散らされて消滅している 。そして残った umに再開発事業で

止めを刺す為に私迷がやって来たというシナリオだった。

郊外には荒涼とした狙聞の跡地 の中に製塩工場の大きな固ま

りが横たわっていた。雑草もまばらな府L回の跡地をむなしく海

風が吹きすぎて L 、く。赤穂が稲の町であ ったことをそこで思い

出した。j筑の巨! ? 物館では入浜 式塩団法の苛酷な労働の実態が強

調されていた。1972年にイオン交換脱式製; 侃法が導入されてか

らは、入手をかけずに大量の煽が生産されている 。今は赤穂! の

天 日j盆なるものも出回っているけども、その当時の自然塩は高

知とれや制で細々と、委託生産方式て、つく られているのみだ った

と記憶している 。後日、私が自然慌にこだわるようにな ったの

は赤聴で見た風長の記憶が作用しているように思う 。

私の仕事は不発に終わって、城下町の名残りの 1 ;gJ Jは今も赤

聴 lこ残っているはずである 。
竹中工務庖開発計画本部専門役

建築の限



特集

生活環境の安全・安心

生活環境のデザインを安全 ・安心の視点から考えてみた。

「安全j については、犯罪や事故に対する安全から、日常生活が安

心 しておくれるような環境としての安全性まで、多様な課題がある 。

また、道路や住宅のっくり方い、ったハー ドだけでなく、つきあい

や社会のしくみなどがノ、ー ドのっくり方にかかわ ってくる 。たとえ

ば道の安全い、った謀題についても、社会的、文化的状況に応じて、

多様な道のっくり方 ・環境デザインの選択がある 。

安全のデザ、インは、 一律の基準で示せるものだけでなく、それぞれ

の生活文化のなかで解決していくものであることを考えていきたい。

本号特集編集 ｬｬ 叶 ι ｉ ｾ

イ)f 縫泌さド/ 小liIi久子/ 鈴木克彦/111'1'直人/松)11敏JIニ/ 市村民材l
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• 
生活の場にみる安全・安心

小浦 きょうはお忙しいと ころをありがとうございます。

「安全 ・安心J といってもいろいろな主児点がありますが、できる

だけ具体的に生活の場の安全 ・安心を考えていきたいと思ってます。

安全 t か安心 というのは、 一つのテーマに答えがーっという問題

ではなく、おそらくいろんな コミュニティの状況や生活文化 を背景

に、多様な安全の選択があると思います。

最初にそれぞれ違う分野から、具体的にお話ししていただし、て、

そこから展開していきたいと思います。

心の領域にみる

弘本 たまたま今年10月に再削花する 「安全 ・安心 まちづくりフォ

ーラム〈阪神イベン ト>J の実行委員をしています。EU足をきっかけ

に、 H宇年第 l 回フォ ーラムが東京て官制佳され、今年は全国各地 にヨ

コのつながりの安全 ・安心オ、ットワ ークを広げようというものです。

昨年参加 した女性たちがワ ークショップでつくった 「安全 ・安心

まちづくりプランニングノ ー ト」にあげられている安全 ・安心 には、

戦争がない こt ですとか、名目ヰ' 1 1 : 、教育、法得丈いろんな分野があり

ます。人が生きてし、〈上で、 これまではハー ドばかりが強調されて

きたようですが、そうではない部分で安心f惑を得る必要があるので

はないかとか、暮らしを取り巻〈様々な領域があげられています。

それで不ｩＮが注目していきたいと思っているのは、 ｉ ｾ ｉ 分たちがどこ

に精神的な基盤を置いていったらいいのかわからないことからくる

不安定感が高まってきている ことです。子供たちの成育環境におい

ても、高歯儲ーの生活環境においても、その不安定感はとても高いわ

りていす。

それから人間の命は自然から生まれてきているわけで、生活や文

化を介して自然と何らかの形てヲなカ f っていくという安定感が必要

だろうと思います。 t ころがこれがなかなか得にくし、社会になって

きていて、そこでもかなり不安定感が生まれてきていると思うので

す。心の領域から見ることで、ハー ドの問題もいろいろ見えてくる

のかなと思います。Hキ代がもたらす不安定感をどう乗り越えようと

するかが、社会のダイナミズムだと思います。

小浦 自然と人間と の|禁M系や不安定感は、具体的にはどんなと こ

ろにあ らわれているのでしょうか。

弘本 たとえばその反動として、ほっとしたいとか、落ち着きた

いとか、 くつろぎたいとか、そういう居住ニーズが強くなってきて

ますね。

それか らガーデニング ・ブームもありますよね。身の回りをきれ

いに飾りたいという感覚ブごけではなく、精判的なケアぞ求めている

ところが随分あると思います。

18  建 築 と 社 会 ・1998.5

小浦 弘本さんには都市文化の視点からお話しいただきましたが、

建築学の立場から田中先生は L、かがですか。

つくる安全の課題

田中 安全とか安心 について建築計画学で言 えば、たとえば建築

? ' c 問、生活環境の中で具体的に、転ぶとか、落下する、ど こかにぶ

つかる t か、人|閣が危険な場面に遭遇することについて、それをい

かにして排除するかというと ころからスタ ー 卜している t 思います。

けれE も安全とは、いろいろな人がし、て、いろいろな環境があって、

同じ環境で、あっても、ある人にとっては安全で、ある人にとっては

危険 という こともあります。

遊び空聞がそうだと思うんですけれど、すべて安全に してしまう

と、官険心 も恐怖心 も何にも起 こりませんから、世の中の遊園地 は、

みんななくなるわけで、そのような ことをすると、かえって魅力的

な空間にならな し、。 また個人の個別の問題 L 不持定多数のパフV

ツクなゾーンでの対応は、違うと思います。

4酌'IJ: の問題てやは、特に保護されるべき存在としての高齢者、障害

者の問題があります。 とりわけ、自分の意思で可可かできないとか、

自分で判断できないような梢神的な障害、知的な障害を持った方に

対して安全を確保するためどうするか・・ ・。例えば夜外へ、出ていか

ないように鍵をすることは、人権の問題でもある 。人間の自由意思

に基づく行いを阻害する ことが安全雌保なのか。人間の生きるとい

うことに関して、管理する発想ではなく 、 自由に生きて、仮にその

結果、危ない目に遭っても、それは生きてるからこそ危険な目に遭

うt 考えるのか。 そのあたりが最近、持許止のことをやっていて、安

全をどうするかというときに気になっていますね。安全を人間らし

く守るテク ニ ックが、まだまだ開発されてないなと感じますね。

それから日常的な暮らしの中での安全性という主見点に立って何が

できるか、何ぞすべきかという ことが焦点になると思う 。阪村大震

災の中で感じたのは、災害 に対する安全というと、すれ丈夫で長

持ちみたいな話があった。 そう じゃなくて、もっとソフトの、社会

の生きる仕組みについて見直す こt カ常吉構ある 。 自僻見象は確かに

災害ですが、その後の対応、の過ちに見られる人災 t 言いますか、月 IJ

の意味の危険な状況とか不幸な状況もあります。 それに対しては日

常的な仕組みてい対応て3 る部分が多いと思うのです。

安全と楽しさのアンビパレンツ

小浦 奥野先生は情報人類学の ご専門という ことですが、生活の

社会的環境の変化 を通して、安全意識は変わってきて いますか?

奥野 僕自身が情報人類学といって、情報社会の文化人類学 とい
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うのをやってるのですが、確かに阪村吠震災、それからオウム事件

以前は、都司T論の中てや、安全な都市はそう魅力的ではなヵ、った t 思

う。む しろ楽しい都市、賑わいのある都市とかが魅力ある都市だっ

たわけです。安全はやっぱりフアンダメンタノレな都市の機能ですが、

それだけでは当然渚日市の魅力はなくなってしまうわけですよね。安

全な城壁に固まれた都市、お城のような都市をつくってみても、そ

れはほとんど人間的な都市とは言 えなし、。

到政!のー世界て、は、すぺて食うか食われるかい、う関係、しかないで

しょう 。 だけど、サノレがなせ主主き 延びたカ、というと、弱いにもかか

わらず、三次元的な世界を獲得したからです。H南手ほ真の多くは地上

性であるのに、サノレだけは木に登っ たために三次元的な世界を獲得

したわけです。 そうするとそう L、う: t 1 l L ヒの食う、食われるい、う食

物連鎖的な世界から逃れ、 自分だけ一種の高みの見物的に生きる こ

とができたわけです。だから弱くても 子供を増やす ことがで3 たし、

長い間弱 L、子イ共をゆっくり育てることによって十分な教育ができる

から、文イヒをつくる ことができるという ことになる 。

そうしたらサノレは木の上て" とどま ってたらよカもったわけですが、

だれか非常に ｾ ｬ 時刻 ｬ 包なやつがいて、そいつが木か ら おりてきたわけ

で しょう。そうする L 生きた安全性を獲得 していたのが、 ltl:L仁に

おりる ことによって、もう一回食物連鎖の枠の中に入ってしま った。

防備のなし、体で」下へおりてきたわけで、セキュリティ ーの面から見

て 一 番号ｾ，、条件のもとに生態 学 的に生きて ｌ 、かなければし、けないと

いう ことにな ったんで、す。

ほんとに安全性を獲得するんだったら 、樹上生活をしていたらい

いも のが、なせ守三安定を求めて: tt i におりてきたのか。 それはやっ

ぱり好奇心とか自由 t かということと多分関係がある t 思うのです。

ひょ っ としたら これは人間の本Y丘かもしれなし、。つまり、危ないこ

t というのは、やっぱり楽 しいんですよね、ど こか。

最初人類はやっぱり安全性を獲得するため にやってきたんだけれ

ど、そのうちそれは過剰にな って、ど んどん楽しい方向を追求する

ようになってきたわけですね。 しかしそれもまた行き詰ま って、再

びベー シックな安全 t いう ことと楽しさという ことの、なんかうま

い昨決方法を見いださなければし、けないというふうな ことにな って

るんだと思うんです。

弘本 封川知学者に言わせる t 、人間は二足歩行を始めるようにな

って、 未熟な子イ共を産 まざるを? 得なくなり、 長 い保育期聞を持つと

いう形が生 まれてきたそうです。 そこで。シェノレタ ー として の家を持

つようになった。他の霊長類では、 ベ ッドはあ っても家は持たない。

家を中心としたコミュ ニティをつ くって生 きるというのは、人間に

特徴的な生き方で、 これは木からおりてきた不安定な人間の生き方

t  関係がある t 思うのです。

それか ら現在の問題として、老いの1tf J間の長 さがあります。医術

がどんどん進歩して、衛生状況もよくなり、 長い老いの期間を生き

ることにな って、 これも人ま頁が初めて手にした ことです。

小浦 今 いろいろお話をしていた ｴＺＮＢｾ ましたが、安 全 というのは、

ある意l床て守日対的な{ 附直であって、例えば安定しすぎると楽しくな

いとか、個人の自 由と 安全の問題とか、あるいはモ ノのっくり方や

仕 組みの中での人と環境の関係性とか多J隊な視点が重要なようです。

奥 野 卓 司氏 関西学院大学祉会学部教授 田 中 直 人 氏 m南大学建築学科教授 弘本由香里氏 kflj:l f A材料一文( 断釧在日研先日 小 浦 久 子 氏 大阪大寺' 大瀧助糊

別 11.工ー去組紘ビ; i : 大手枕修了。米関イリノイ 卯 ［ＧＺｫ Ｂ ｦＭＺＭ ｫ 判完工学系目的出科必Ａｾ高三 ｆ ニｾＧｬｉ Ｂｊｾ 程

大学ー人類学部私: u司I激授、甲南大学文学部教 修了。神戸市住 Ｎｾｉ 号、経済州、附 ￪ｬｾ ￭ 、者 ｷｭ

授を膝; 1 : . ，専攻はti 'i報人類学。 計lllll 可で泌E築 ・者Il rlif l以攻のJ ll rl 可やデザ、インを

主な若'{! ::に 『パソコン少年のコスモロジー』 担当。神戸 Ｑ 再 ポ ート ピア ＧＸ Ｑ のＺ￭ￍ＿Ｚ ｾ町、またポＭ

rWi &人世J i こりほかa 主な訳，{! : : ( こ『きあ、む トアイランド、六' 1 ] アイランド、j J Gf'l' ニュー

ながら食べよう 失われた生前線A . ) ( B ノレ タウンな Eて" tW.t 11のまちづくり司可作やIω止

ドフ スキ- fi') ほか。 計，1]i 1を手がりてきた。

""WII 削 減、は佳築 ・者11" i;11; 直l、有MJI :コミュニテ

ィ訂下町、 環境デザイン。 :f'i ::i，I:に 『腿l角やヴア

フリーの姥築設青1'7ニュアノレH杭tJI のま ちづ

くりデザインj なE。

筑波大学芸術専門学併卒業。 i' 1fll r新 住 大阪大' 下人! i l l科三戸部. q<: 業。 民 1/111 & 設コン

宅 j 編 集u を総て、大阪方‘ スエオ、ノレギー ・ サルタン卜会社て主に大阪の日ト111m阿l に

文化研究所為: u研 究u に (1998年 4 J l か i刻わ ってきた。 1992年、大阪大学_[ . ' f : fflllill

ら大阪rli 住 宅 供 給 公 社 に 出向) 。人と社 築 工 手科 助手、1998年 か ら大学 院 l三戸町f

会 ，m境 の峨々な |刻 わりのあり方を、生活 究科地球総令二[''(c-l' i，攻助教授。最近は、' . . t

文化を介して見 つめ、 it まいや都 rIiに つ 前の場の使い方や景観から環境デザイン

いて考 λ るとともに、 ｉｾｊ 聞の活性化やま を考 λ ている。- I ' i - I "j は者Ilil i計@i 。

ちづくりプロジェクトへの参加 ・協力、情

平 ｉ ｕ￪伝に ｉ ｉ ｾ り組んでいる。共著に 『 総集編

住まい t 本 らしの従業50J rなにわ考J :な

E 。大阪 市立 大 .'jic .立命向I大学非常勤講r . i li 。
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そして生物学的、人類学的な議論から、家 t コミュニテ ィを得た

人間の特性カサ旨摘されました。人が木か らおりてきた ことによ って

始めた一つの守りの姿勢ですが、それが新たな社会性や佃と社会の

関係をつくっていく ことになりますね。

地縁型コミュニティの安定へは戻れない

奥野 それで人間は者1I市をつくっていったわけで、都市は、一種

の集団性のように見えるけれ E、結局は 円四」 の集まり 、スト レン

ジ、ヤ ーの集まりなわけです。 その「佃J というものが、臥沫の場合

はインディヒーデュアノレだから、 どんどん分けていった最後がインデ

イヒヲ、ュアノレとしての円回j でしょう 。 そういう形で宗教的 ・文化

的な背景があるわけだけれど 、日本社会ていはその 円回J が、 一種の

浮遊状態に あるわけです。社会と個というもののつながりが持てな

い形で、不安定な社会が出来上がりつつある 。

血縁 とか1m縁の社会が昔はあって、 柳田国男の 『逮 貯物語』のよ

うな世界は、それなりに共同体の中で安全性を保っていたわけです。

しかし、 これは一方で、息苦しし、わけです。文イヒ人類学者が相手に

しているような伝統社会は、僕らが生きていくには窮屈な社会かも

しれません。一種の見えなし、相互監視カf行き渡ってるんですね。

田中 すべ、て知れ渡っ ているんで、すね。

奥野 そうそう 。だから、そうした社会い、うのは非常仁安定し

ているし、他の人も入ってきにくいし、何か危険カ号巴これば、みん

なでヌサ応で きる 。だからこそ都市イヒの中で、個々になった人間カT求

めてきたわけで" すね。

そのl I l l 縁、地縁にもう一度戻 ることはで3 ないにもかかわらず、

都市の中での新たな人間| 長M系を構築できず、コミュニティの再生と

か言 うことになる 。西欧社会のような背景もなく、浮遊した形で生

きていけるのかどう かというところが大きな問題にな ってると思う

地縁型コミュニティか‘支える長屋の暮らし

20 

のです。

田中 昔のI也縁|矧系のコミュニティに戻ることはできなくて、今

の近代社会であればこそで、きる新しい都市型のコミュニティ、働〈

;場所、職場あるいは学ぶ場を中心としたコミュニティがある のでは

ないでしょうか。社会活動の中で共同化すればし、し、ところで、 コミ

ュニティをつくりながらお互いに支え合う 。 その中には強L、人もお

れば弱い人もおり、て3 る人もおればできない人もいる 。昔の地縁

とは違う 形で安全 とか安心 を育む環境をつ くるということが必要だ

と思うんでやすけれど。

だけ E 、今の計画学は、人為的に何かをしようとするわけです。

例えば、コミュニティ ・セ ンタ ーとか防災センターをつくったら安

全 になるだろう 、 コミュニティがで きるだろうみた いなところがあ

って、 実際やっ てみた ら、あんまりイ史われない ということ も出てく

る。 まあ行政としては、そういうものカ苛可カ所あるというのは、 一

つの安心の砦 にはなるんですけれど も。

小浦 5、 6年前に、都市の広場について議論したこ t がありま

す。 まちの中にある広場空間の安全は、出入りが自由である こと が

基本て二い つでも自分の意思でその場に居る こと / 出ていくことを

選択て3 るということじゃないかと 言って いました。数 日前の新聞

にも、 i克足後、地域型コミュニテ ィの重要性カf言われてし、るけれど、

本当はもっと出入り自由なコミュニティであるべきではないと書か

れていた。閉じて守る安全ではなくて、聞いでし、〈安全、そういう

方向がソフト面でもハー ド面でもあるような気は します。

ネットワーク型社会の助け合いの形

奥野 震災のとき に、 僕は甲南大学に勤めていたんですけれど、

学斗交のほうから、被災地周辺の教員が、自分のゼミとか担当 してい

るサークルとかを通じて学生の安否をまず1 i i ' i f 認してほしし、という要

請があった。

やってみると、今の学生たちはそういうつながりはしてないわけ

ですよ。ゼミのだれかをようやくつかまえてみても、彼は、や11戸大

学の子とか大阪の子とカ
B

の安否Lt . 夕、日ってるけれど、ゼ、ミのメンバー

をみんな把握しているわけじゃない。ゼミも 一つの部分品だ し、サ

ークノレも部分品。 学校の外にも高校時代の友達のオ、ッ卜ワ ークを持

ってる とか、例えばスキーて列 l り令った友達だとか、パソコン通信

てや知り合った友達だとか、そういうものが全部部分品になってるわ

けです。f鈍W内な人間関係、を離れた t ころで展開されている関係の

フレキ シピリティが大きくて、そこでやの lljJ け合う度合いも大きし、。

家族、1也む1X， i産業 といったこれまで社会学の対象にな っていた枠

組みによる社会の桝造は崩れている 。|仮千111
大震災のボランティアの
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人たちは、確かに会社 ｴ か さ ｦｊ 校からもたくさん出ましたけれど、ｾ

| 僚はそれ以外のつながりの中からたくさん出てきたわけですね。 イ

ンタ ーオ、ッ卜で、パソ コン通信で1mL、たりして出てくる t か。人11¥1

l矧系の基盤カ宅見実に移ってるい、う ことを前提にして、安全い、う

ことを考えざるを得なくな ってきてるんじゃな いかと思うんです。

弘本 多分、いろいろなオ、ットワ ークを持ちながら自分の安全を

碓保していくい、うような社会の形にはなってし、くだろうし、行政

の仕組みにしても、それをうまく生かして いくような形に変わ って

いかなければいけな L' t 思うんです。NPOt 行政と市民や企業の

システムが組み合わさって、新し L、役';IIIJ 関係がつくられていかなけ

ればいけないな t 思うのです。

その一方で自分の住んでいるところで、全く足元が弱いままでい

いのかという問題もあると思う 。

田中 非常にパワフノレて。飛びはねておられる方は、あまり 地域 t

織を t らなくても生きていけると 思うんでいすが、地域とつながらな

い し あ る い は地域にいないともう生活て3 ないような人も随分と

いるわけです。

先U 1 : : ' 広場の話が出ましたけれE 、要は必然的に人が顔を令わす

とか、そ こで1可かができるとか、 1"J となく集まってくるような場所

は、 必要じゃないかなと思うのです。 それが生活の中にう まく仕組

まれておれl;;f - 番 いL、と JE うんですカf。

背 ｬ ま商庖街がまちの ｉｾ Ｚ ｉ に ありましたが、今は大きな庖舗とか大企

業に押 されてなくなってしまってる 。 ほとんどがサラリ ーマンて二

顔を令わす場も 地域になくて、既成市谷'[J 也がニュータウン化してい

るように思う。そうなると、わざとらしく広場や集会所をつくって

も、コミュ ニテ ィもて3 ないし、決まり文句のよう仁防災訓練みた

いなものをやっても、なんか空々しい感じがして。だからやっぱり

日頃からやっていけるような、そう L、う基継づくりが必要じゃない

かなという感じがするのです 。 ｾＡｉ ，ｦ［理やりでもい ｌ 、か ら、若者、担は

消防|寸|でやるんや、 t いうような、そういう点雌哉づくりもやっぱり

どこかで要るんかな t L、う 気がするんですけれどね。行政は当てに

しない、自らの生活環境は自分たちで守るんだい、うような立識を

持って生活する ことヵヨ!.<*t，ごと思うのです。

弘本 そのためには、個人の向己決定能力の高さというか、個人

桐人がE う生きるかを自分で選択できる価値観の成熟が求められま

す。 そうでなし士、自分の身を自分て'¥1' るい、うような感覚にはな

かなか持・っていけない。

自由なつな力、りに見つける安心

奥野 ところで、 コミュ ニティとし、う ことでは、お年寄りは病院

京都市・春日学区のまち

なみ一 一 地域生活福祉

活動が盛ん

へ行っておられるが、どうも行ってるのは、そ こでそれなりのコミ

ュニティを、彼らは自主的に形成しているわけですね。 これは何も

選択的だとか、西洋的な ＱｊｾＱ 沫ての自主的という ことじ ゃないけれど、

リーダーカf いたり、ある役割lがあったり、それぞれ長〈通ってて、

情報交換をしながら、お互いにし、やし合う ことで、むしろお医者さ

んの治療よりも、そっちでお年寄りたちは和んでる部分い、うのは

あるわけで、すよ 。

ボランティア組織とかNP Oとかもあるけれど、今まてそ1:会 と考

えられていなかったようなところにも自由なつながりみたいなもの

があるんじゃなレかなと思うんです。 そういう様々なレベノレの佃々

のつながりを、やっぱり生かすブア法を考え ていくべきだと思し、ます。

弘本 私も、実態としてあるコミュニテ ィをいっぱい発掘してい

くと面白いだろうなと思うんですよ 。

たとえば千里ニュータウンで ヒヤリングをしたときに、生協の共

同購入を始めた理性lをIlf l くし 主婦の方たちは、 「私たちは コミュ ニ

ティがほしカ、ったから共同l恥入を始めました」と 言 うんですよ 。だ

から、ま t めて買うから効率的とかというよりは、何か1II
I
II¥J をつく

りたかったという ことが批初にあった。 その辺がどうも団地 を計画

している人たち の考ぇ ) j か らtft けているのてv す。

その生協の共同購入グルーフ。が母体lこなって生まれていってる活

動がたくさんあります。 I " J齢者のデイケアだとか給食サービスだと

か、生活の中での必要をひしひしと感じて、 地域活動をどんどんし

ていってらっしゃるケースがあります。 コミュニ ティ ・ワークから

ビジオ、スが発生してきているケースがかなり tiJ lきてきています。

田中 都市って、もう不可解な部分がたくさんあって、 73外と人

にも 言 えないと ころで生きがいを感じているような人がたくさんい

たり、ほっとしたり安心するのも、家庭じゃなくて別のところであ

ってみたりね。だから佃別化は個別化で、ちゃんと 詞柏町して取り上

けないとわからなし、。表に出てきてないことがあるんですね。

奥野 アメリカのアー ミツシュネ士会ては、全然自動車も屯気も屯話

もない生活をしているんだけど、そ こへ行って、なんてー自動車を使

わないんですか t 言っ たら、当たり前の こt をなんて、質問するの、

というふうな答えが返ってくるんですね。ある種の文化の中に隠さ

れた関係、あ るいは安心感みたいなものは t ても大事だ t 思います。

実際、 人は隠された部分て''?;;V平な人間関係、他の人は女J 1 らないよ

うな人間関係を持っていたりするわけです。 これは非常に負になる

部分もあるけれど、プラスの部分もあるんですね 。 ｻ� ｉ ｊ ぇば、子イｾｾた
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ちの塾での人間関係は、 さr_ : ; j 交教育から見るとよくないかもしれない

けれど、結楠面白いつながりを持っていて、いろんな話をお互いに

やってたりする 。社会的枠組みから離れて、隠れて見えないような

人間関係の重要さい、う ことが、ますます増していると思うんです。

僕は、 地域性と結びついた人間関係がだんだん薄れていくのはや

むを得ないだろう t 考えます。

使い方によって環境の意昧が変わる

田中 都市づくりでもう 一つ大きな話は、自動車にかかわる安全

や安心の問題があると思うのです。

計画ていは歩車分離があります。人と車を分ければ? 安全だろうい、

うのですが、逆に分けると、車は自 由に走れるか ら、今度は高速で

:); J'¥.j 吹を起こす。

その一方で、歩率共存の道をつくろうという話があります。狭い

道にず、っと路上駐車をしているところがあって、 一般論て言 うたら、

子供が飛び出した らわからな いか ら、非常に危ないと 言 うのですが、

そのまちの人は、「工作を? とめであったら、スピード出えへんから、逆

に注意して通るし、お互いにすんませんと 言 うてどけたり、車をか

わしたりする 。道というよりも、まちの巾を広場がず、っとつながっ

てるみたいな発想てや、それをみんなて1克ってるんやJ と言われた。

広ければ安全という考え方と五ご然違うことをおっしゃった。

モノに対する使い方とか、お互いに一戸かけ合うとか、譲り令う

という話も結杭ある 。今は計画されたものの、行き過ぎF みたいなと

ころもあって、現状をもう 一回詞引li して、それを計画にフィードパ

ックしていくつくり方も要ると思う 。

弘本 私、「淀川リバーサイドタウンJ い、う高層住宅団地て暮ら

しているんですよ 。夜、遅〈帰るのは、それなりに危ないと思うわ

けですが、少し安心かなと思ったポイン 卜は、犬を飼ってる人が多

くて、夜に散歩している 。 これは、かなり安心感に通じるのです。

答Ij と大 きな公悶の械を通るのですが、道路に面していて、 J1lrr. の交

生活の道ではお互いの気遣いで人と車が共存する
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通誌があるので、ある程度人の目があるという安心感はあります。

それでも広い道ですのて二少し危険かなという感じはあったのです

が、その道路fj[l Hこトイレカf新設されて、いつもタクシーの運転手さ

んやトラックの運転手さんがとまって休憩するポイン 卜になったの

です。だから夜、そこは相当人目のある安全ポイントになっている 。

これは多分計画した人はあまり予測してなかったことだろうと思う

のです。

小浦 24時間営業の コンビニやフ ァミリ ー・ レストランなんか

も、めるなl床で、都市の灯になっていますよ 。

田中 ところカヰ ｾｉ 戸の ニ ュ ー タウンでは、 コンビニが ＲＴ 時間 営業

だし夜中に恭走族が集まってきてうるさいとか、バイクを釆り回

して危険だから、営業時聞をとF後11時 までにするという事例があり

ます。 それは今の話と全く逆の3舌で、ある施設があることによって

マイナス要因が寄ってくるからオ ープンさせないという発想がある

ということも大事な t ころだと思うのです。

それ t 、昔は緑豊かなまちづくり t か自然を評イiII iする fill i値観があ

りましたよね。だから新しくつくったまちは、しっかりと木を植え

てるのですが、夜になるしなんか不気味な茂みばっかりになって、

かえって危険な道になるのですね。今までよかれと思ってつくって

きた結果が、人1M']の安全とか快適性を損なう司;¥.{yIJ もたくさんあると

忠うんです。

小浦 生活の; 場のテ、、ザインには、両面性があるようです。 しかし、

いずれの場合も人 t 環境の関係をどのようにつくっていくかという

問題て¥ 住まい方や安全に対する意識まちの使い方によ って、安

全な環境のっくり方はいろいろあるということではないで しょうか。

暮らし方を選ぶ自由と多様な安心

奥野 東京て二割合情報度の高い若い人たちにインタビューする

と、マンションでひ t り暮らしをしている女の子の部屋には、パソ

コンとかC Dとか、そういうメテ川アっぽい装置はいっぱいあるの

に、家庭生活に必要な装置というのは何もないんですよ 。 こんなん

て百三活できるの? と閉し、たら、 「周りが家だから」ぃ、うのです。

よく考えてみると、石在かにマンションの一室と いう のは、一つの

部屋ですよね。冷たいものが必要なら、コンビニに冷蔵庫があるし、

コインランドリーで1先i詫て3 るし、 と考えると、 {i;T も要らないわけ

ですよ 。イ可かあればすく寸先待電話をかけて '1背報でさえつながってた

ら、安心感 が あ る い づ 。だから彼女は、街を歩いてでも、多分家

と一緒に歩いているつもりだから、安心 と歩いているわけですよ 。

小浦 「安全」に対 して「危険」を対I i 同させて きたけれど、ほん

とはそうじゃない。楽しさや利使性、魅力とし、っしょに考えていか
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ないといけないのかもしれないて叫すね。

田中 今までの安全は、バリアフリ ーて言 うと ころのバリアーを

除〈発想のようなと ころがあって、でも ユニバーサルデザ、インでは、

111にある危険なものを取り除くというような安全対策じゃなくて、

もっと追う形で魅力的なものをつくるきっかけづくりをすべきじゃ

ないかなと思っています。

奥野 そう Lづ矛盾した価値をどう L、うふうに考えるかは、難し

いわけです。fごから都市のベースとしての安全な装置づくりは最小

限にともかく抑えて、あ t は個々の人11m刻係をオ、ッ卜ワ ークのrll で

具体的に考えていくしかないのではないですか。

小浦 それは震災後によく 言われました。ニュータウンの安全と

長屋の安全では、おのおのの人J l I J I長! 係や生活文化を背景として、異

なる選択があっていいという ことです。

奥野 そうそう。たとえば岡山県の美星IIIJ は、 過疎の村でした。

屯気もない其つ |情なと ころで、人々はもう嫌だったわけです。 とこ

ろが、逆に其っ i培だという ことが、星空が全国て有数の美しいIIITだ

という ことになり、日本だけじゃなくて世界の天文ファンが集まっ

てくる IIIJ になったわけですよ 。光の容を条例て定めた唯一の都市て二

其っ l貯がし、いのて、あって、光をつけちゃいけないと いう方針をとっ

てるわけです。 ここでは暗やみが安全でかつ魅力な環境になってい

る。 しかし これを同じように都市でやろうとしたら、都市は危険な

状態になるわけです。

田中 地域ご と、場所ご とに粂件が述うので、一律に、安全とは

こうやるものだ t か、基準はこうですよ t かいうやり方て"Ii 、魅力

的にはならない t 思いますね。

小浦 密集市街地 は、木造住宅が立て込んで、確かに危ないけれ

ども、ご近所づきあいとかお互いに知っている安心がある 。 そこに

住む人が、 この安心 を選ぶならば、スクラップ ・アン ド・ヒツレ ドに

よって、広いオープンスペースをつくって、きれいなアノ f ー 卜に住

めるようになる ことは、 これまでの安心 を失う ことてやあって、住み

方から考えると何の改善にもなっていないのですね。環境のっくり

方、住み方を選んで、いく ことができるかい、うのは、大事な ことだ

と思います。

弘本 私、去年の秋にデンマ ークへ市齢者住宅を見に行ったので

すが、グルーフ。が集まって、! ヨ分たちで家をつくっていくオ ーノレド

ピープJν ズ ・コν クテ 4 ブハウジングヒ いうシス テムがあった。人

生の第三期をどう生きょうかというような講座に集 まってきた人た

ちの巾から、今住んでいる家はちょっと広すぎて管理しにくいから、

もうちょっ t コンパクトで、お互いに芦をかけあえるぐらいの犯位

性と 一緒に楽しめる部分 t を持ちたいい、う 人が集まって始める家

デンマーク・オデンセ市にあるシニア・コ・ハウジング ( オールド・ビープルズ ・

コレクティブハウス Ｉ 一一 ＱＲ ＰＩ ｾ 虫立した住戸が 、 共用の部屋を中心に 速 なっている

づくりに対して、非営河IJの{主主主OL給 セクタ ーが↑品力し て、自治{本も

お金を 出すというようなシステムです。

自分がどう生きたいかという こ とが、 まずあって、家づく りをし

ています。日本人 li 、「 これから先、ます ます老いて いってどうされ

るんですかH 心配しますが、「人生にはいつだって完全な安心 い、

うものはないんで、すよ ｊ とおっしゃるのカｾｾ ｾ 象的て。した 。 和、たちは

これが今楽しいと思ってやっているんだから、それでいいという こ

となんてがすよね。

すでにもうそ こで亡くなった方もおられますが、タ ー ミナノレケア

を受けていたそうです。 はんとに自分で選択して、自分の住む場所

と暮らし方をつくっているのがわかります。

日本でコレクティブをつくっていく としたら、 こういうスタイル

に移行していかなくてはと忠います。 日本の安心 は依存型ですよね。

パブリックは市民のもの

小浦 共同というのは、 一人ひとりがあっての共同なのですが、

それを前提と したパブ リックがなかなか成立しな い。 まちづくりで

も、道路は公共施設、家は個人のもの とい う感賞: です。パブリック

空間である道や街並みは、佃人の家のっくり方によると ころが大き

いですし、 もともとは、地域の暮らし方のノレーノレがつくっていたの

です。 t ころが、そういう関係がなくなって、パブリックは、公共

カfする こt みたいになってきています。

田中 安心 とか安全という ことは特仁そうです。お上が決める各

種のいろんな基準 t か コー ドがあるわけですよね。だけど、大事な

のは、その基準の柏村lであって、基準さえ守れば安全ですよという

免罪符じゃない t 思うんです。

点字ブロックを張つてなかったら、視賞揮害者がプラットホーム
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周辺環境へ心配りがないと、危険な誘導サ

インとなる

から落ちたとき虫色対に裁判

で負けるというのがわかっ

てるので、点字ブロックが

いいかどうかは別にして、

張ってしまう。そうし、う機

械的な安全対策と称する免

罪符的な対応は、至るとこ

ろて。あると，思うんで‘ すよ 。

だから、相111も落ちたら怒

られるからつくるという柵

なんて、、すよ 。 その背景とか、

デザ、インとか、あるいは管

理運営て判応の仕方がある

かとか、答えの出し方はい

ろいろ出て こないとだめだし、そうなってくると今ある基準がどん

どん変わってもいいのです。

弘本 この!日] 、江戸の研究をされてる方のお話をお聞きしたら、

江戸時代は、官の支配が少なヵ、ったと 。今思っているよりはすーっ と

市民宇土会て、あったというようなことをおっしゃってて、 ということ

は、 この百年ぐらいで市民の公共意識がなくなっていった可能性が、

高いわけですよ 。

奥野 日本的ノ f ブリックの関係、が、江戸とか大阪では確立しつつ

あった。誌とか座とか、それぞれ完封斉的にも、コミュ ニティとして

も自立したオ、ッ卜ワ ーク社会つであったわけだけれE 、そ こへ西欧

の近代主義い、うものを明治以|附 l反り入れたから、そういうものを

fごんfごんなくしちゃったわけでやすね。

弘本 パブリック t いうのはほんとは市民のものなのに、今は官

のものという感党になっているというところが、ずれている 。

小浦 確かにそうですね。先ほどの共同購入グループ。の活動も、

パブリックな部分の担い方の多綴性を示していると思います。住宅

ケアや身近な繰のまちづくりなど、 NPor l 句な活動の方が効率的てや

有効な ことも多いでしょう 。 それも個人的つながりとか、同じ関心

の人が集まるところから始まってもｾ， ｾ、んじゃないかな 。 身近なニ

ーズの解決から始まって、安心づくりにつながる 。

弘本 そうですね。暮らしに直結する環境問題の動きも大きいで

すよね。 これ、相当市民が動き出しているので、そのあたりから突

破口ができるだろうし、高齢社会問題もそうだし、歴史からのまち

づくりも、人とまちの関係のあり方をもう一同見直す機会にはな っ

ていくものですよね。

小浦 本来町並みにしても歴史にしても、そ こに人聞が仕んで、
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生活して、だからできてきたものではないですか。でも今それをそ

のまま保存しようとしても、生活が変われば灘しい。

町並み保存は一種の創造的活劃Jだというふうに思うんです。 それ

ぞれの|時イt の生活や文化に応じて、手を入れながら残っていくもの

が歴史でしょう 。安全 ・安心のあり方も、住まい方に応じて変わっ

ていくもので、 一つの決まった解決策が出せるのかというような問

題とは違うと思うんです。

弘本 そのH寺代ごとに出てくる問題は、変わっていきますから、

どう応えていくかというのは、どう市民社会を築いていくかという

ことだろうと思います。

奥野 つくって し、くし情勢力f変わってくるから、その情勢がま

た新たな問題も生み出すだろうし、環境が大事だと 言ってる考え方

でも、いろんな考え方があったりする 。だからそれぞれのと ころで

様々な利害カf対立しちゃうわけですよね。 いくら地域によって分け

ても、人が集まったり交わったりすると ころで。は、それぞ? れのイilli fi直

観を回復しちゃうわけで、行政が調整するというやり方じゃなくて、

われわれ自身がどういうふうにお互いに折り合いをつけていくかと

いうことが大事な ことになってきますね。

人と社会のつながり方のデザインを考える

小浦 最後に、安全な生活環境という ことで場所なり空聞をつく

っていくときの具体的な方向について、 一言 いただけるとありがた

いと思います。

弘本 例えば 「ローカノレ ・アジ、エンダ」というのは地域 ご とに課

題を出しあって、折り合いをつけながら、 一つの市民の合意づくり

をすることだ t 思うんです。いろんな自治体でそれなりに動き始め

ていて、私も豊中てやカ B カ、わっています。基本的には市民がオ ープン

に参加して、暮らしを見直し、環境をよくしていくための条文づく

多機な人が暮らす都市の安全とは・..



りや具体的な行動を展開していきましょう、 というものです。

環境問題にかかわらず、自分たちの生活にかかわる分野でこのよ

うな動きが出てきて、そ の中で安全とか安心とは何かを、身近なも

のとして考えていけるようなしくみが徐々に広がってくると思いま

す。

奥野 僕は悲観的な見方をします。都市は 50万人寸らいを突破す

ると、急激に沸騰すると思うんですよ 。 この沸騰した過激な熱エオ、

ノレギーをうまく発散する弁法がないわけですよ 。様々な都市での人

IIl Iのかかわりあいは、われわれがこういう生活を営んでいるj ;J J 二、

避けがたい。

それで、一つのポイントは、メテY アの使い方がある 。たとえば携

幣電話を持つ ことは具体的な安全性にはなかなかつながらなし、。 け

れど、しょ っちゅう彼らが屯話をかけあ ってるのは、具体的な安全

策ではなくても、だれかとつながってるという安心 にはなってるわ

けていす。今屯話をしあってる 回数とか、ファックスを しあってる回

数とかを調べると、増えているわけですよ。個人電話になって、男

の子が家の中にいながら女の子に電話しやすくなっているのと同時

に、家庭の奥さんが今まてγ ごったら自分の実家に屯話しにくかった

けれど、携帯屯話だから気楽に屯話できて、ノザノザに住んでいて

も、互いに連絡しあう回数は増えている 。

今は家族の中でもそれぞ、れ［ｦ ｙｾ 幣屯話を持って、兵ん 中 に留守屯が

あるような、留守電家庭だという恐ろし し、状況があるわけですね。

儲守電を昔、調査させてもらったら、 この巾のメッ セー ジというの

は、ほとんど家族同士のメッ セージなんてのす。家族が家の中にし、な

くて、だれカ 3家族が川; ってきたら留守屯の戸を聞 くとか、外からア

クセスしてくる。

家庭って、みんなマイホームって言ってるけど、実際には家にだ

れもいなくて、留守番屯話の '1-'に家族があると いうふうに考えても

いい状況カ可巴 こっているわけです。だけど、家の中にL、てでも 、お

互いにしゃべる こt もない。家族よりも、むしろお互いの コミュ ニ

ケー ションは、活発になってるんです。

こうした都市装置を生かしながら、それをもっとより豊かな人間

関係のほうに転化していくというこ t をやる以外に、都市の50万人

以ょを安全にすることは、もう これは不可能なことだと思うんです。

由中 これまでの都市や建築のつくられ方においても、人と社会

のつながりを全〈考慮していなカ3 ったわけではないと思いますが、

空!日! という器の形のデザ、インや、すでに与えられた計同条件への整

令性が重要視され、生み，' : 1 : ' ，された空間の持つ忠わぬ落とし穴に気づ

くことが少なカヨったと 言 えます。き れいなだけでは叱られるのです。

安全や安心はあまりにも基本的すぎる条件ですから、何かが起こっ

ホールへの象徴的アプローチ空間も恩わぬ障害物で損なわれてしまう

てから意識されるのかな。空1l ¥J の持つハー ドな構造だけでやはなく、

人や社会のつながりの 1] 1て~夫会や安心 をf剃部fするシステムが必要で¥

布 ｩｲｬｩｾ のまちづくりにおいても物理的バリアフリ ー だけでなく、生活

環境の総合的なデザ、インカ司王められると思います。

ii 訟Z、いろんな時に0 0にやさしいデザインと 言いますが、その

やさしさってーイ本イ百!なのか。やさしさカ f. 怖い ことにつながることも

あるわけですから、 気をつ けないといけませんね。計画的に要素を

きっちりと分離して固い仕掛けにするより、少しわがままを許して

緩やカ、な仕組みで温かく見守ってやる方がやさしし、場合があるかも

しれませんね。

小浦 地縁を肉1(: れ、社会的役1
1

111割引1 : れた様々 な人間関係が、同じ

都市や地域の巾てい共存するような社会になってきています。その中

では、基本的な都市の装置の安全性は求められますが、それすらも

例えば、道の安全といっても人によって求めるものが違ったり、コ

ンビニのようにある地域では24時間' 営業の冷蔵庫てあり、 市夜灯に

なるけれど、あると ころでは恭走族のたまりになる 。皆さんのお話

を聞いて、結局、安全や安心は何かの基準で示せるものではなく、

ハー ド的にすべて解決て3 るものでもなく、個々の人1m関係や活動

のオ、ットワ ークをベースに、 DJ J け令いながら 地域にカ、かわっていく

ことから、 個別的に実現してし 、〈生活の豊かさのように思いました。

本円はお忙しいと ころを、どうもありがとうございました。

と き 平 成 10年 3 月18 日

ところ 日本建築協会会議室
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都市空間の光と影

• 
移動環境における安全と安J心

田 中 直 人

生活の中での「移動」は、人や情報、ものと出合ったり、異なっ

た環境に自らを置くことができる基本的に自由なものである 。 自然

環境の中では「けものみちJ のような道筋が生活の移動空間として

自然発生するが、都市環境においては私たちは、「道路H して1知也

とは区別された公共的な 「移動」空間を利用してし、る 。 それらは、

計画的に、人類が移動のために得た手段のひとつである自動車を rl'

心に、整備されてきた 。 交通計画の ｲ ｬ ｾ Ｇ て安全は最大のしかも基本的

なi問題であり、自動車交通は人間にとって脅威となる場合が多〈、

安全を4制呆するために 多くの試みがなされている。

「移動J は、道路に限らず、住まいや各砲の建築物、交通機関 ・

ターミナノレ空間等 においても展開される 。移動できるだけの空間確

保から、楽しく快適に安心して通行できることをめざして、あらた

めて円常生活における移動環境の安全について考えてみたい。

移動空間の死角

自動車から歩行者の安全を確保するために、さまざまな都市環境

の仕掛けカf言十画された。 それらは、自動車と人を「分間lりする発想、

から生み出されたものが多い。歩道は歩行者が自動車と混在して安

全に移動できる空間であり、歩道析や地下道、スカイクオーク等は

歩行者と自動車、あるいは自動車と自動車をそれぞれ立体交差する

ことにより、相互に交錯することを避ける分 ｾｬｬｴ の仕掛けて冶る 。 ま

たボ、ンエノレフは自動車の移動に対して、ハンプや直線的で、ない71ヲ状

等の一定の制約を設けることで歩行者の安全を確保するものである 。

しかし、現実の都市環境では、人間のなせる 業によっ て、さまざ、

まな犯罪や脅威力f存在している 。例えば、ニュータワンは計画的に

くられた也想都市の一つであり、その計画課題として、安全や快

適性がうたわれている場合が多い。締盟かな都市環境は自然と共比

するまちづくりの代名詞のように棋概され、その緑の量で環境の質

をilli Jったものである。 しかし、ニュータウンの中で人にやさしく安

全快適な移動空間として計画された「緑道J が、逆に住民が最も危

険を感じる空間になっているヰエ例 M儲恋されている 。や11戸て発生し

た小学生l V司砕| 二は、まさにこの安全快適移動空間であるはずの緑

道において発生している 。事件直後、周辺の見通しを妨げている樹

木の伐保や、住宅地の環境を守るために排除してきたお庖等の商業

施設の混在を符認する話が宇脳草された。

者11市環境にはさまざまな死角となる 空間が発生する 。便利な移動

空間であるはずのエレベーターの内部が、 jE財布の密閉空間になるこ

ともある 。 非Ｇ ， ｾ ｩ ｦ［ ベソレや ｼ 坊犯ベノレだけでは決して安心できない、いざ

とし、う場合に遊脱したり、助けを求めることもできない空間もある 。

図 11; J : 、住民が日 l索、事故に遭いそうにな ったり、危険を感じた
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図 1 生活環境での危険な場所

りして不安な場所を、神戸市内において調査した結果文1) である 。こ

れによると、夜間の明かりの少ない閑静な住宅地区の公悶等、自然

が盟かで住民の コミュニティやレクリエーションの場として計画し

てきた施設周辺に集中していた。震災等の災害時の防災拠点として

整備されつつある公園等のオープンスペースは、1 : 1常においても安

心できる空間であることが求められる 。移動空聞を彩る緑は、長; だ

けではなく質の問題として安全快適そめざすべきである 。

移動環境のコミュニケーションと安全性

外搬やマイナスの環境要素から身を守る場合、相手から隔離する

ことてヲす応することが多いが、逆に、周辺 と融合 ・調和する中てや安

全や安心 計lfi 保する方法もある。

一見すれば混在し、何の計画| 企もないようで不安であるが、1 : 1常

の生活環境の中て醸成されるコミュニケーションがお互いの様子を

理解し、見守り合う蹴境を築き上げるということもある 。プライパ

シーの判断某というこ ｴ で周囲と分ｾｩｉｉすることは相互のコミュニケー

ションを妨げ、ひいては「隣は何をする人ぞJ の不安な部境となる 。

下111Tの長屋の路地は単なる移動空間ではなく、地域の暮らしに相ざ

したコミュニティ広場であった。集合住宅における廊下や階段、エ
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ー ③ 主＿ 号 ｾｾ ｾ郁比一
②九===ヨ 4 突然 が出てくる 、歩道が狭い

高虫雪帯

図 2 危険な交差点の

レベーターはこのような視点からみると、どれだけ安全な路地空間

的機能を備えているだろうか。 まちづくりレベノレの道や広場の計画

においても同様である 。

広〈丈夫にする ことだけが安全でないことも、心にとめて置かね

ばならない。生活の息つずかいが感じられ、朝も畳も夜も温かい眼差

しが注がれているような生活の移動空間が望まれる 。 その意味で近

年、大型の商業施設や系列化されたコンビニショップ等 に圧され、

活気を失いがちな既成市街地の商庖街を見直す必要がある 。地域の

生活道路であると同時に、住民への利便性の提供と コミュニティの

場として機能する点を再南浦l しなければならない。

前述のニュータワンの緑道は、生活環境のデザインとして自然? 要

素や景観を重視するあまり、人と人のふれあう仕掛けづくりの工夫

が欠落していたといえる 。

移動環境のバリアフリーと安全性

歩行者自身の歩行能力と移動空間への対応において、危険であっ

たり、移動困難な状況が発生する場合がある 。私たちは、移動に際

して何らヵ、の 制 約を 受 ける歩行者を「移動 ｴ ｾｉ ｊ 約者 ｊ ! : よぶ。 これま

でゆノリアフリ ーテ、ザインでは、車いす使用者をはじめそ見知町害者

等を対象として、移動空間における種々のバリア ーをなくしてアク

セシピリティを確保する こt に努めてきたが、超高齢社会に備えて、

特定の障害者だけでなく、高齢者をはじめすぺての人にやさしい移

動環境の実現が求められてし、る 。近年の道路構造令の改定によ って

歩道の幅員の拡大が示されたが、移動空間としての歩道のあり方の

基本を見直す方向性が具付Z化 されたものとして、高〈 言明日liされる 。

しかし楠1:のまちづくりとして近年実施された、 E与し、す使用者を

考慮した歩車道の段差解消や床勾配の緩和および幅員の確保は、逆

に安全な移動空間であるはずの歩道に自動車の侵入を許す結果とな

った。 これ引征止するために設けられたパリカ ー ( 車止め) や、視

賞ji章害者を考慮して設けられた視覚障害者用誘導ブロック( 点字ブ

ロック) が、他の障害者や健常者の歩行の障害になる場ー合も発生し

ている 。 また、歩道上には自転車をはじめ 多 くの障害物が放置され

ており 、移動L環境の適切な管理が求められてし 、る。点字ブロック に

閲しでも、安全の確保のためどのような場所に敷設が求められてい

るか、利m者の戸が卜分に反映されていない状況が確認文2) されてい

る。同級ーに、聴党j¥事害者が FI '，l;i;の生活環境の中てY のような移動上

の不自由をもっているかについても検討しなければならない文3) 。

私たちは、障 害者 にと っ て のバ リアーに対して数々の ｦＹ ｾ 似 ｴ 手段を

工夫してきたが、これらの移動環境装置の、都市環境全体での役割

や効果等をE刊回し、その造伊判I{J 性能としての安全性について点検す

調査事例

r - 百五ι
る必要がある 。現実の都市においては、道路交差点等の未整備によ

って事故に遭ったり、遭いそうになった事例が高齢者や障害者ヵ、ら

指摘されている移動環境も、多〈存在 してし、る。

文4)

図 H 1: 、兵庫県下の地方都市て調査した事例である。既存の道路

構造や鉄道あるいは周辺の住宅や商謝包設等 との空間関係において

見通しが悪かったり、安全を確保するための空聞がfj lrl わっていなか

ったりしている場合が多い。粂例や要綱による画一的なノ f リアフリ

ーの整備だけで、なく、地域の実状にあった環境整怖が必要である 。

ターミナル空間の安全性ーアメニティーターミナルの試み一

さまざまな移甜彬態を寸 車の生活行動として問H! l に実現するには、

それぞれを連結するタ ー ミナノレ空間の整備が重要になる 。者11市環境

には移動手段の手重類やその規挟等により、数多くのタ ー ミナノレ空間

が存在する 。阪判l大震災の復興計画の中で企画された千'1

'

戸中突堤ア

メニティ ーター ミナノレや阪急伊丹駅て" の試みは、高曲儲や障害者を

含むすべての人に非常時においても日常 においても安全I対直である

ことを目標に、多くの高齢者や障害者の団体、市民の意見を得なが

ら計画が進められた。

現実の駅のプラ ットホームには、| 隔の狭い地下駅や高架駅があり、

とてもホームドア方式のプラットホームなどは考えられないような

事例もある。しかし、釆客の安全性や↑何回全を追求 した新 しい試み

も展開されつつある。 モデノレとなるべきプロジ、エク 卜が、点に終わ

らず、移動のシステムとして広がっていく ことが期待される 。

おわりに 超高齢社会が到来する 21"1止紀を間近に控え、高齢者や

|嘩害者をふくむすべての人にやさ しい移動空間の実現が要請されて

いる 。今日までに取り組まれてきた干酎止のまちづくりの中での対応

を、当然の こととして コピーするのではなく 、あらためて利用者や

生活者の立場からその効果や問題点について検討する こと が必要で、

ある 。単純な移動機能封筒足させるにとどまらず、魅力的な生活環

境につながる ユニノf ーサルデザ、インの実現をめざすべきである 。
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文3) 川，' ，直人 ，ｾＺ［Ｎ ｉ ｕ 三 千子 ・ 老 Ｑ Ｑ ｝ 利美、￭ｉ即百 ｬ ぷ Ｑ［Ｚ Ｎ者の生前 ｅ 制 Ｚ ｬｬ こ Ｈ則する 青信 削 ｗｊ 11  

本建築こ子会近畿支部報告集建築計四i 1998.7 

文4) 削'1' 直人、 i，:7j 荷台おおよび昨! f ; 者を考jι した者|日間l l J l の安全性およびり池唯にl刈す

るみ出Ｇｴ ｬｩｊｆｾ Ｇ￨ その1. 危険な場所の' j { ( 肉分析ーJ 兵庫県立弘子市!のま ちつ' くり工学研究

jifr訓t告書 1994 

(たなか なおと 撚 l特大学工学部! & 築学科教授 ・工学博士)
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• 
コミュニティにおける安全・安心づくり

牧 里 毎 治

コミュニティと地区福祉委員会

現代の都市コミュニティは、市民に安全 t 安心を提供することが

できるのか。昨今の犯罪や事件の多発は、担底力、ら者11市社会におけ

るコミュニティの危機を訴えてはいないだろうか。阪神大鹿it を契

機にコミュニティの再認識が促されたが、コミュニティは、青少年

による顔見知りの犯罪や身内の密室での高齢者 ・幼児虐待の前にな

すぺ

す争rif もなく、たじろいで、いるようにもみえる 。

地k必社会そのものは、土地や ilji 可など自然的条件、橋梁や道路そ

してどノレなど施設的条件、そこに住み働き遊ぶ人間的条件、その人

間たちが編み出す1雌f&f: I{-J ・文化的条件などから構成されている 。 コ

ミュ ニティとは、その人間的粂件からなる連帯と協働の共同行動、

共同意識 . ! 苦情、文化的 ・歴史的蓄積などから紡ぎ出されたも のを

指す。

しかしながら、 コミュニティを支える経済的 ・社会的土台が揺ら

いでいる 。産業構造が変わり、 生活様式も変容してきた。なにより

も地域社会に暮らす人々の生活意識が変わり、価値観も多様化して

きている 。 なにをもってコミュニティとするか意見のわかれると こ

ろだろうが、自治会てあオレj、学校区であれ、自分たちの生活圏から

子の届く範囲のなかで生活問題をまず解決できるに越したことはな

い 。 地域 ｪ 雌説カ句 Ｑ ｾ Ｑｾ イじ、 空洞 イヒしていると 言 われつつも、他方てやは、

やはり住み慣れた地主財土会への期待も大きし、。

きて、木和iでは、コミュ ニティ環境における安全と安心を考える

題材として、福祉コミュ ニティであるとも称される地区樹11: 委員会

を取り上げて、展望を少しばかり述ぺてみたし、。

地区福祉委員会とは、大| 切符社会福祉協議会( 以下、社11/，) が、

市町村社協の下部組織として、おおむね小学オ交単位の小地域ごとに

* ，r u 放している任意団体である。地域拒祉のf佐進を目的とする活動団

体てや、地域自治会、婦人会、 P T A、民生児童委員、老人会などの

住 民t;]ll.f&' および医師、 さ1: . 1 変、行政など関係機関を含む地域密着型

僻耐蝉識である 。 自治会やlur 内会と異なって、理念的には樹' J l : 問題

の解決を図るこ t を使命にした住民t邸裁であり、地域社会をベース

にしたボランティア団f木とい ってもよい。全国的には、 I也区干上1t/，と

呼ばれているが、学区、校区など小学校区を基盤にした住民拒祉活

動の最先端t酬であり、住民の樹' J l : 参加の拠点ともな っている 。

安全のまちづくり

コミュニティ環境における「安全」づくりを考えるのに良い事例

がある 。小朝交区を挙け、て樹11:のまちづくりを進めている、大|別背

下の吹田市五月が丘地区市酎11 : 委員会の取り組みである 。
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五月が丘校区、福祉マップ探検隊がゆく

この地区では、大人か ら子どもまで、 地域ぐる みてや「栢祉マ ップJ

づくりと コミュニテ ィの環境改善運動に取り組んで‘ おり、段差の解

消とかベンチの設置な E に一定の成果を上げている 。五月が丘地区

福祉委員会は 1987
i
:1三に発足して、その活動歴はまだ日州安い。 しか

しなが ら、注目すべき ことは、 子 E もから大人まで幅広い地域活動

そ展開しているというだけでなく、 1992年に策定した「地区繍11: 5  

カ年計匝u にもとづいて、着実に 「人に やさしい住みやすいまちづ

くり」活動を制主していることである 。

この活却原十画に合った IfJli l査点』釘舌動の充実j の具体化として、

小学生、 P T A、高齢者クラフ¥自治会などから構成された「樹' l I :

マッフ鴨険隊J を編成し、車イスやベビーカーを使いながら地区内

の東西南北を点検パトロ ーノレし、自分たちの目て確かめながら改善

すべき箇所などを調査活動している 。 また、関係団体へ環境上改善

すペき点など要望を出してもらうよう f砂長するとともに、部検隊の

船 j多によるスナッフ育英も活用しながら改善箇所を指摘している 。

このような「梧地マ ッフつ作成に基づいて、要望の分類集計や解

決への優先順位づけ、関係団体への働きかげをおこない、さらに市

役所や警察署、土木事務所などへ要望書 を提出している 。 自分たち

の地区樹' J l : 委員会てできる こと 、地匹車合自治会などとの| 似て進

めるべき こと 、行政や関係機関に要望する ことを整理しながら、解

決をあきらめないで息のながい活動をしているのである。

地域に起こっている生活にかかわる問題を個人的に気づいていて

も、一人で運動するのは気が重い。しかし、顔見知りの住民が一緒

にな って取り組めば、なにかやれそうだ。私たちの暮らしのなかに

は、共同して解決を図ったほうが効率的で効果の高いものもある 。

このようなまちの物理的構造や装置の改善だけで百〈、不法駐車や

放置自転車、あるいはゴミやタバコのl吸いがらの投棄、ペットの糞
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の後始末などから防犯防火、長災など災害対応、まで、安全と安心に

かかわる活動もある 。 これらの問題へは、個々の家庭での取り組み

もさる ことながら、なによりも コミュ ニティとして実Z賞するほうが

はるかに効果があるのは言 うまでもない。 このようなとき、活動の

受け皿として コ ミュ ニ ティ ｾｩｬｬ 織があると参加しやすいとは 言 えない

だろうか。

安心のまちづ‘くり

今少し、 コミ ュニティにおける安全というテー? とは違った角度

から、もうひとつ事例を挙げてみた L、。 もうひとつのテーマである、

コミュニティにおける安心 という訪与遁についてである 。 この安心を

考える素材として、大阪n理 中市原田校区樹' 11:委員会の住民による 、

虚弱高歯怖のための民間ミ ニテ1 活動を取り上げてみよう 。

この校区てやは地域の民11¥1家屋を事例貨で借りて、 地区内の虚弱高齢

者の ミニテ刈活動を 1997年から始めた。現荘、各地に高歯協ーの 「宅

老所J 1:か 「ふれあいサ ロン」とか、住民自らがI也域ケアを企画し

実行する例がふえつづけているが、 地域出識が取り: 且み始めたささ

やかな実践である 。

原田校区弘前t委員会も 1987年に発足したばかりで、まだ若い地区

主回裁である 。 しかし、手むE後は一人暮らし老人への会食会や 「干酎止

のIIIJ づくり講座」の|甘l催、ボランティア部会の設置など 、徐々にで

はあるが、 地道に地区名取止にかかわる活副所11隊ぞ育てできている 。

まだ月 2 田平盟支、高齢者 6名くらいのミ ニデイしか日開Eできていな

いが、 このような地域住民による コミュニティ ・ケア活動はそれほ

ど実例は多くない。佃人が自宅を開放して行うものや、病院のブラ

ンチ t して開設するものなどの例が紹介されたりしているが、住民

集会所を利用したり、老人憩いの家を活用したものな E は稀である。

原因校区、民家を借りた手づくりミニデイ

この校区では、 ミニデイ開設までに介護講習会を聞いたり、勉強

会、見学会を組織するな E折余曲折、試行錯誤しながら、住民の願

い t 思いを具体化していっている 。 この「校区老人ホー ム設立を考

える勉強会J が中心 となってミ ニテY 開設ま での準備を進め、 この

勉強会が、ミ ニデイ運営委員会に移行し、現荘、利用申し込みから

送迎、ボランティア確保、財務管理まで様々な運営に当たって いる。

個人のミ ニデイ活動 t してではなく 、住民主雌哉として取り組んで

いると ころに特徴があり、その趣旨も高齢者介護を佃々の家庭fごけ

の責任として理解するのではなく、どの家庭にも共通する高齢社会

における地域事随 t して捉えて活動している ことである 。開設に先

だって校区福祉委員会バザーでι2万円の収益があったのも、 地域社

会での取り組みてあるがゆえてあろう 。1997年度の福祉医 保 険 団

からの活動資金助成も、あるなl床で、こ れからの住民による 地域ケ

ア活動にょせる関心 と期待のたまものだろう。

ボ‘ ケても 地域社会から排除されな い福祉コミュニ ティづくり こそ、

両齢社会における緊急の詩81] である 。 その こと が、惚けても 地域で

安心して暮らせる コミュニティ環境づくりそのものとも 言 えるので

ある 。

地域ストックを活かす

コミュニティにおける安全 ・安心のまちづくりと活動とは、 地域

力ぞ蓄積し、放出する循環図のようなもの( 図 1 ) で、 地域のなか

の家屋や環境を改修したり改善したりして再利用しているのである。

地域社会の人間関係や住民t止l織も同じて¥安全 ・安心のまちづくり

が暫臆され、評判を呼び、住民が関心を持つようになり、参加して

くる。樹1 1 : コミュニ ティづくりのための資源は、施設や謝iill あるい

は自然資源などハー ド系資源だけでなく、点邸哉や行動、文化や歴史

などソフ ト系資源ぞどのようにス トック化 し、必要に応じてフロ ー

化するかがポイン 卜てあろう 。グループホームづく りや共同作業所

づくりなど地域に密着 した拠点や活動づくり こそ、地域社会の手垢

のついてし、な し 、ス ト ックを樹ｾ ｉＺ 資源に換えていく 、 住民が身近に参

加できる安全 ・安心のまちづくりの典型例と言えないだろうか。
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図 1 まちづくり活動のフローとストック
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• 
都市の陰影

鈴 木 克 彦

都市の陰影と犯罪

者11市には様々な機能があり、私たちの多様な欲求をjilt 足させてく

れる 。欲い、と思うものは何でもそろい、ワクワクするような好奇

心を満足させてくれる 。 その反面、コミュニティの希薄きや匿名性、

無関心 といった都市特有の気! l { のゆえに、様々な犯罪や手尚子のifl 床

となったり、差別やホームレスを生み出す( 写真 1) など、生活の

陰をっくり 出してしま っているのも者11市である 。 そうしたi毘j屯さカf

また、ある意味てやの者11市の魅力でもある 。

写真 1 都心のダンボールハウス街

しかし、非行や犯罪は成熟した都市ばかりでなく、道徳的な住環

境とされているニュータワンでも発生し、社会問題化してい る。下

111]てやよく見られる「暴力追放! J の看板がニュータワン内にも見ら

れるようになり、少年による凶悪犯罪も多発している 。 また、テレ

クラに色J誘するチラシが一般家庭に飛び交い、夜の公園は不良グル

ープや暴走族の溜まり場とな っている 。 コミュ ニティが希薄なニュ

ータウンの住よ環境は、本質的に大都市と同じような矛盾を抱えてい

るのである 。

計画理論に忠実につくられた住環境は、 確かに買い物に便利で、

車の恐怖か ら逃れ、安全に生活する こと ができる 。 しかし、歩行者

専用道 (写真 2 ) も若い女性にとっては危険な道てあり、痴漢街道

として嫌われてしまう 。 りっぱなショッピンク守センターの傍らでは、

写真 2 痴漢街道と名づけられた歩行者専用道
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計画されすぎた住環境の盲点を突くように、屋台や蕗J苫がi路上て不

法に芭業している 。都市にも、光をつくれば、必ず陰ができるので

ある 。

都市に繁殖する風俗

風俗産業は都市の陰影を象徴する最も千回計I{J なものである 。表向

きはきらびやかな都市でも、 一歩踏み入れば糠々な風俗が都市の隙

聞に力強く繁殖している 。|関 111
大震災後のi毘古υ切にも、真っ先に営

業再開した業種のひとつが風俗産業 と言われる 。大阪の風俗を代表

する T 来7地 ( 写真 3) は、再開発事業区域に隣後した;場所にしたた

かに存在する。遊女の逃亡を防止するために設けられたという 「な

げきの壁」はすでに撤去されているが、そこでは今でも ｉ ｾ ｉ 査から 「 顔

見せJ カ苛子われている 。 ファッション都市の千回長格である横浜市に

も、市内最大の繁華街から一歩足を延ばせば¥大手私鉄のガー ド下

には売春スナックが200m以上にわたって11刊並べ、国際3色豊かな

女性たちが待ち構えている 。東京駅前にもかつては韓国式エステが

あり、出張jぷに喜ばれていた。 日本を代表する某ニュータウンてやは、

区|画整理事業区域内の舌L l L するアパー ト群に混じ ってファッション

へノレス( 写真 4 ) が堂々と営業し、ふつうの街らしさを醸し出して

いる 。

写真 3

大阪風俗を代表する

T 新地
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風俗施設は看板を掲げて営業している形態ばかりではない。地下

に潜行し、外観からは石儲忍できない業種も多〈存在する 。デー トク

ラブ、ビデオ鑑賞会、 S Mクラブ、裏ビデオ l仮売な E様々な業種が

あるが、実は者11心部のワンノレームマンションは、 こういった風俗産

業の食い物にされているのが現状なのである。そのｻＭｾ長絡がイメ ー

ジクラフーである。 図 l li 、風営法の営業許可区域外て営業していた

四条河原町近くのイメクラである( 注 : 琴ほは' 畠業 していなし、 )0 1: 

あるワンルームマンションの 3階に事務室が設けられ、 4 - 5 階の

数室カf プレイ ノレームとしてji'{t ! 呆され、客 li 屯話て事務室に案内され

た後、目的に応じて各プレイルームを訪れるシステムをとっていた。

そのマンションでは、共用廊下を客と風俗棋が寸生居住者に混じっ

て行き交う光景が日常的に繰り広げられていたのである 。新大阪駅

周辺は表向きは立派なオフィス街であるが、 実はこうした形態の風

俗が蔓延して L、るのである 。

収納

(a) 事務室の配置 (b) プレイルームの配置

図 1 ワンルームマンションて'営業している某イメージクラフ'

(jie=1i Hからのヒアリング調資による)

都市文化を映す風俗

必要悪としての風俗を語るのに建前論は必要な い。畳間のラブホ

テノレ街を歩けば木音の現代社会が見えるのと同じように、風俗に注

目すれば本音の都市文化が垣間見えるのである 。

風俗産業は次々に新しい業種が生まれ」藍哀が激しいが、その中てい

最もおわこ溶け込んでいるのがヌ ー ド劇場てある 。建築基当地の制

定とほぼ同じ l時制に誕生し、戦後の風俗文化の歴史を築いてきた。

康 ｬ 協の ｉ ｾｾ に 一 歩足を踏み入れば、社会的身分の垣根を越え、 学生 も

高齢者も 一緒になってショ ーを楽しんでいる光最が見られる 。 それ

はまるで、銭湯のような雰囲気である 。 こんな大衆文化 を象徴する風

俗施設も、 他の風俗と 上回I交して最も当局の手入れを受けやす い施設

であり、施設の数は銭湯と同様に年々減少する 一方である 。

このヌ ー ド劇場の営業場所を調べてみると、都市ごとに異なった

特徴が見られ、者11市文化 を反映していておもしろし、。ヌー ド劇場は

写真 5 社交ダンスはスポーツか風俗か?

大半の都市ては駅前の歓楽街に立地しているが、関西地区や中部地

区の都市では事情が呉なっている。 これらの都市では、市の中心部

からはちょっと外れた商商社? の一角に分布しているケースが大半で

ある 。一舟娃Zい物客でl仮わうス ーパーマーケットの上階で堂々 t 営

業していた劇場もあった。こうした立地の特徴は、本音で生きるこ

とを犬切にする大衆安出r の一端を表していると 言 えないだろうか。

風俗施設を幅広く定義すれば、大人の男女がコミュニケーション

を交わす場となろう 。生涯教育の広まりもあって隠れたブームとな

っている社交ダンスも、 笑はレッスン場となると風' 畠法の央臨施設

であり、警察署の営業許可が必要で、ある 。スポーツとして普及して

いる社交ダンス( 写真 5 ) がし、まだに風俗として扱われているとい

う背設 には、男女がコミュ ニケー ションを交わす場はいかがわし

い= 風俗という偏見が、相変わらず日本社会にはあるようである 。

おわりに

渋谷やアメ リカ村などで展開されてきた若者をタ ーゲ、ッ トにした

まちづくりも、刻三行や犯罪が多発するようになり、 l曲がり角にきて

いる 。地方都市てやは有名建築家が手がけた トレンディスポットがテ

レクラの待ち合わせ場所となり、 24時間営業の街角のコンビニも非

行グループの溜まり場となって地域住民主? 悩ましていると 言 う。陰

を排除したまちづくりが、結果として新たな陰をっくり出してしま

っているのである。人々とのふれあいのある人間性豊かな生前環境

づくりを持続的に展開していくサステナフツレな コミュニテイづくり

カf求められている今日、都市には陰を受け入れられる包符力も必要

ではなかろうか。風俗胞設をどのように受け入れるかは、その包容

力を示す指標のような気がする 。

( すずき かっひニ ボ告11工業繊維大学大学院助教授・工' 戸昨日
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• 
都市社会の安全

渥 美 公 秀

安全を考えるなら、むしろ都市社会を離れた方がいいのかもしれ

ない 。 事故の危険に満ち、ｾ並々な犯 ｾ ｾに出合う都市社会よりも 、 む

しろ伝統社会の中に安全で生き生きとした安心て3 る生活を見いだ

すこともて3 る。では現代日本の者11市社会は、危険過ぎて、もはや

必要ないのだろうか。 そんなことはない。都市社会は魅力に満ちて

いる 。人々 カf効率的に生産・サービスにff民主しながら、楽しみや潤

いをJ惑じて生i舌を送っている 。

木和iて。は、都市社会の魅力を再祈臣官悲し、魅力の背後に潜む危険を

点検する 。 その上で、治在的な危険ぞ軽減する可能性に ついて論じ

てみたい。

都市社会の魅力

者[1市社会の魅力の一つに、選択肢の多本k性がある 。都市には、物、

人、棋会、情報い、ったあらゆる方面て多種多様な選択肢が存在す

る。都会 には、同じ機能であ っても 実に多様なデザインの物が溢れ

ているし、人々の意見は多様で、様々な活動カZ許容される 。同じ場

所に移動するにもいく つかの交通手段があり、情報に至つ ては「洪

水J という 11食えさえ現実的である 。

多種多根ーな退択肢が存在する者11市社会では、 多 くの遊択肢の中か

ら自分の好みに令致する選十月肢を能動的に選ぶ い、う魅力が存在す

る。 もちろん、能動|主に対する懐疑制i守摘することはで3 る。つま

り、選J尺j肢はそもそも外から与えられているし、能動的に選択した

と思 っ ていても、 実 は広 告 などの情報によ っ て操られた結果に過ｾＨ

ないい、う指摘である 。 しかし、選択という行為そのものには能動

性を認めることができるという点で、能動性の魅力は、都市社会 に

E賭 =に兄 られる魅力である 。

一方、選択肢の多様性には、受動的な魅力も伴う 。例えば自分に

とって他人が多 くの選択肢の一つになりうるのと同様に、他人にと

って自分はやはり多くの選弁U伎の一つでありうる 。 その結果、都市

社会では、誰の ものでもない、しかし、誰のものでもあるような抽

象的なお部品が注がれる 。 そして 「なにげなく兄られている J い 、う

魅力が生 まれる 。都市社会には、 多種 多様な選別伎の中に漂う 受動

性の魅力が存在する 。

都市社会の危険

ところが、選択としづ 事態には原理的な危険一“ 選十即庄に内在す

る危険" 、“ 原選択に伴う危険"ーカfイ半っている 。さらに、 i割問肢が多

J様化することによって、者11市社会に特徴的な“ 部外者不在の危険" 、

および“ 線源的孤独の危険" が生じる 。

“ 選択肢に内在する危険" とは、選択の対象となる選有U肢そのも
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のにかかわる危険である 。つ まり、誤った選択をしてしまう危険で、

ある 。例えば、モノレーノレを整備するか、地下鉄を整備するかとい

うこつの選択肢を考えてみよう 。モノレーノレを整備することに決め

て建設を進めた結果、事故が多発したとしたら、モノレーノレい、う

選択肢が含んてやいた危険が顕在化したことになる。

“ 原道択に伴う危険" と1:.1はi 、対象となる i退i珪針E討千択尺肢の背後て

行行- われている選択 ( 原選択) にf干刊2司半|ド2う危F険食灯てで、あるι 。仔例リえば、 モノレー

ノレか地下鉄かという選択には、背後に i( モ ノレーノレか地下鉄) 、ある

いはそれ以外のすべてJ という選択が潜在的に含まれている 。 この

「それ以外のすぺて」を合む選択において、モノレーノレと地下鉄と

いう選択肢群そのものを選択することを原選択という 。 i それ以外

のすべて」には、選択されなかった司王柄すべてが合まれ、 全 〈予想

もてヨないような、あるいは全 什! 日初ごと考えられるような司王柄が

i前ちている 。

ところで、 全 作 l説家て予想でちないZ島市lの集合をく外部〉い、う 。

〈外部〉は通常、 11音然かつ自明の前提とされており、顕在化するこ

とはないし、 ｾ ｾｨｴ 見されている 。 したが っ て、〈外 吉 ＱＱ＾ に浴衣する危険

は、それに気づかないどころか、何が危険であるかさえわか らない

という危険カ沖ドっている 。 そしてわれわれは思わぬところで: 忠わぬ

危険に出くわすことになる。“ 原逝択に伴う危険" とは、〈外部〉に潜

在する危険に気づくことのできない危険、すなわち「何が危険ヵ、わ

からない危険」である 。

“選択肢に内在する危険Ｂや“原選択に伴う危険Ｂは、ｾ択とし 、

う 事 態にＧ， ｬ ｩｾ に存在する原理的な危険である 。 したカ ｦ っ て者 Ｑ Ｑ 市社会 に

| 浪らず、いわゆる伝統社会であ っても、これらの危険は常に存在す

る。 しかし都市社会には、 伝統社会 とは違って多様な選制改が存在

する 。都市社会の魅力のーって、あ った選問伎の多様性は、魅力であ

るのと裏腹に、都市社会 に!f.l if; 史的な危険一 “音11外者不在の危険" と

“tN源的孤独の危険" ー を生じてしまう 。

“音I1外者不在の危険" は、:i!.1胡U皮が多検化することによ って誰も

があちらこちらで何が危険かわからない危険に直面し、もはや危険

にと って部外者は存在しないという 事態になるにもかかわらず、最

終的には誰もカ 渚 ＱＱ 外 者として振るｾＡＡｦＮ っ てしまう逆説的な危阪がある 。

例えば、環境問題がその L、ぃ例である 。

一見、進択肢の多段性が増大すると、 全 〈鰍蒙て守知できない事

柄の集合である〈外音 ｛Ｑ ＾ は紡滅するように見える 。 つまり ｾｴ 尺肢が

多〈なると、〈外部〉が多様な退択肢にそれぞれ取り込まれ、その結

果、〈外音11> は多様な選初U肢によ って埋め尽くされるように見える 。

そうすると 多様な選初司法を通していろいろな場面で紘々なZ同阿を検

討したのだから、もうく外部〉は存在しないように思われ、誰もが
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何らかの形てや部外者でなくなるかのように見える 。 しかしこれは、

〈外部〉を有限集合だと考える ことか ら生じる誤認、である 。〈外部〉

は無限集合であって、選択肢の数が増えても決して埋め尽くされる

ことはない。むしろ選別皮の多様性が増大すると、“ 原選択に伴う危

険" も多様化する 。 その結果、いたるところに「何が危険かわから

ない危険j が存在する ことに なる 。 そして最終的には、危険はどこ

にもあるがE こにもない t いった風に感じられる。 ここ に、すべて

の人々が部外者てやないと同時に、すべての人々が部外者だ U!.?識す

る逆説的な危険が生じることになる 。

次に、“ 根源的狐独の危険" は、者1I 市社会における退開校の多様性

カ河困人の心理レベノレに帰結する危R突である 。都市社会てやは、選十周庄

の多様性によって、誰のものでもない、しかし誰のものでもあるよ

うな抽象的な視線を味わう魅力があると述ぺた。 しかし、 具象的な

身体( 例えば、権威ある父見見) を欠いた抽象的な視線のもとでは、

自分自身が、誰でもあって誰でもないと感じて浮遊してしまい、孤

独にさいなまれる危険が生じる 。われわれは、相手を同定し、当該

の相手ではない者として自己制fはするが、相手が誰でもないとか

誰でもあるという状況では、自己の存在の根源が脅かされる危険が

生じる 。 その結果、人は根源的なT瓜独に陥る危険に直面する 。

都市社会の安全

者11市社会の危険は、原理的な危阪、あったり、都市社会の魅力と

裏腹の危険であるため、完全に回避する ことは不可能である 。 しか

し、危険を軽減する実践的な手だてはありそうだ。

“選択Jj 支に 内在する危険" は、自然科学によ って軽減できる可能

性が高L、。つまり、選択肢が同定できる のだから、その選布切伎に含

まれる要因を有印底的に分析するこ t によって、「誤りのないJ 還択に

近づける可能性がある 。モノレーノレか地下鉄かという選択てあるな

ら、分析すぺき対象は同定可能てあり、それぞれの長月御所につい

て、いわゆる科学技術を総動員して点4餅青度を高めればよし、。

ところが“ 原選択に伴う危険" は、 l当然f科学では軽減てヨない。

何が危険かわからない危険に対処するのであるから、対象を同定す

ることから始まる科学の視点は、もはや有効ではない。 “ 原選択に

伴う危険" を軽減するためには、く外部〉の点検を繰り返し、そこに

潜在する危険を暴きつづける手段が求められる 。

一方、都市社会に特徴的な“ 音Il 外者不在の危険" は、もはや部外

者がいないい、う ことを人々に認識してもらうしかなく、“ 根源的孤

独の危険" については、孤独を和らげるための具象的な視線を持ち

込むしかない。果たしてそのような手段は有在するのだろうか。

幸いな ことに、現代日本の都市社会を見渡せば、これらの危険を

軽減する可能性が胎動していることがわかる 。ボランティアの動向

である 。

まず、ボランティアは、〈外部〉の点検を繰り返すことによって、

“ 原選択に伴う危険" を軽減する 。ボランティアは、現行の組織や

体制との距離を臨棋応変に変化させながら、既存の選拠開洋を懐疑

の対象として、 く外部〉の点検を繰り返してし、る 。ボランティアが

「思わねj 視 t去を持ち込むことは、阪神大震災の例を号| くまでもな

く明らかである 。 もちろん、外部は厳密な意味で無限に広がってい

るのだから、ボ、ランティアが点検を繰り返したところで、外部を点

検し尽くす こと は不可能で。ある 。 しかし、多種多様な問題に取り組

むボランティアカ鴨樹志変にく外部〉ぞ暴き出すことによって、都

市社会の危険を軽減することができるだろう 。

次に、ボランティアは、 もはや音I1外者がいないことを印象づける

活動を通して“ 部外者不在の危険" を I陸滅する 。例えば、いわゆる

環境ボランティアの中には、ゴミ問題を通して、環境という部外者

をもたなし、琴換に対峠している団f本がある 。 もはや部外者カf いない

ことを知ることは、危険の回避そのものにはなり得なし、。 しかし、

部外者がいない こt を知ることによ って、何が危険かわカヨらない危

険があまねく存在する こt への附|企を養うことはできょう 。

最後に、ボランティアは、 具体的な人間関係の中て、、一人ひとりの

かけがえのなさを有住吉13する ことによ って、人々を“ 根源的孤独の危

険" から救い出す手段の一つでありうる 。郁子11社会に生活して、孤

独の聞を垣間見てしまう不安のさなかに、顔の見える交流を楽しむ

間柄が育まれたとき、 ｾｊ￭ｾ 、情緒を伴った魅力が生まれること は誰し

も休験していることだと思う 。 それは、抽象性の{沙i莫の中に具象性

のオアシスを見つける歓ぴとても表現できょう 。実際、ボラ ンティ

ア個人に活動への参加盟由を尋ねれば、 「人 t 触れ合いたいから」

「人に誘われたカ 3 らJ とい った理由が返ってくる場合がある 。互い

に顔の見える人間関係を営み、規制やマニュアノレによって規制しに

くい全人格的な交流が生じうるボ、ランティアの現場は、孤独をいや

す身近なオアシスの一つになりつつある 。

都市社会の安全を考える場合には、対制じしつつあるボランティ

アの動向としっかり向き合う必要がある 。ただ、都市社会における

ボランティアの大衆化はまだ始まったばヵ、りである 。今後は、都市

社会の安全のためにも、いわゆる NPO法案のような制度的支援

しボランティア個人のかけがえのなさを踏まえた多種多様な活動

への深い理解カf求められる 。

( あつみ U ひで 大 l阪坂大乙学判川川F以州州川人川川川11附附!Hi

Ph.  D.  ( psycho! ogy )  
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• 
都市環境と安全

中 村

20世紀の初頭、者11市は人間に限りない可能性を感じさせる存在で

あった。人々は都市に憧れ、都市を求めて移動した。それから 100

年。世紀末を迎えた今日、都市は人間にそれほどの希望を与える存

在ではなくなっている 。人々は都市に失望し、都市を離れて移動す

らし始めている 。少なくとも、都市は大|陥な、有生。が必要になっ

てきている 。都市が再び、人間に未来への希望を与えることができ

るようになるためには、この大幅な、再生。に成功しなくてはなら

ない。 20世紀末に都市が抱えた大幅なホ再生グという課題の 内実

は、人間生活の多岐にわたった検討が必要である 。人聞が、こ の世

に生を受け、幼少年期をすごし、青i 判明を経て壮年期を生き、高齢

ｾｖ ， ｝ を 経て人生を終えて し 、〈全プロ セスにおいて、 身 心 の安全と充実

をf木J誌できるような都市の再中汚染が不可欠になっている。このこと

は、こうしたf桝惑を得て人間カf生活していくためには、都市は余り

にも大きい構造的欠陥を内包してしまったということである 。

者111"11計 iITf I という 主 lこノ、ードな側面か らみても、再生への課題はい

くつかある 。 その一つはホ環境共生。の諜題である 。20世紀の都市

は環境と闘い、その佃慌の上にヤ繁宋f を築いてきたが、それが錯

覚であ ったことがあ らわになってきた。人間にとって環境は征服の

対象ではなく共生の対象だったことが自党されてきた。都市は環境

との関係を征 ｊｊｉｾ から共生へと再生させていかなくてはならなくなっ

ている 。 もう 一つの課題は Y 巴罪と安全。の諜起である 。都市にお

いて、人間を犯罪から守り安全をどのように市制呆するかい、うこ t

は、世界のどの者11市もが抱える重要なテーマである 。 この点におい

ても、わが国の都市の安全ヰ11
1
話は急速に崩れつつある 。安全という

ことをほとんど考慮してこなかったわが国の都市建設は、こうした

点て1まが弘めて無防備であることがl
明らかになりつつある 。

パリのできごと

ＯＱ Ｑ， 年 の 友、 パ リの市 ｾｴ ｦｊ 也 を見 学 する機会に恵まれた 。 シャンゼ リ

ーゼ1trやエ ッへエノレj存、ベノレサイ ユ宮》投といった 中心街( 組光地)

は、さ すがに世界に誇る 美 しさであり、マクドナノレドの世界中を| 調

歩する が川、商標も、ここでは許可されず臼い色に改変させられてい

る。 しかし、こうした rl '心街から居住地部分に一歩足を踏み入れる

と、そこは大変汚〈危険な笠1M]に一変する 。路地や完l ! : 物はラク書き

だ らけ、ハ 卜や犬のフンカ哨文百しし、ゴミ もfi 文古しする 。公園にはホー

ムレス の人々がj剖寸 き、 急激に居住環境はJ45化してし、る 。 日本の都

市が抱える r:-: j J 也を、世界の者11市、パリグも色濃く抱え込んで、いるの

である 。公闘や市街地( 住宅地) の写其を蹴ろうと少し古い住宅地

に入り込んだと きには、不党にも数人の外国人とおぼ し言人々にと

り閉ま れるハ メにな った。 この ときには、カメラはやられるだろう
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攻

か ? お金もやられるだろうか? と思ったし、 ll) J けを求めるにも、

周辺のアパー ト( 住宅) は、夏季のバカンス期でカ ーテンやブライ

ンドが閉ざされたものがほとん E である 。抑し問答をしながら人通

りの多い表通 IJ ( こ出くわすことによ って鎖的匹きを? 得たが、ノ f リも汚

〈危険がいっぱいのまちになっている 。都市の犯罪から安全を確保

する課題1;1:、 21世ff:己に向けて、世界の都市が再生をかけて取り組む

べき重要な課題なのだという こと を銘記させられた休l験だった。

都市の犯罪と空間

都市の犯罪から人々の安全を1 i rd呆するということは、郁子li計画か

らだけアプローチで きる ことでは ない。 しかし、者|州市十J ] ! ! Iから検討

しなければならないことも沢山ある 。

10年ほど前に富山奇事件といわれる犯罪が発生した。子 どもが 4人

誘拐されて殺害 された。 この事件は、その犯罪のヲ11害者。 ( 現恋裁

判 1:1") とされる者の特異性と同時に、 1凶子場所についても大きい問

題を提起 したも のである 。 計画的に建設された住宅団 地 の公閏 ｾ､ｫｴ 也

が犯行場所になったとされる 。社会カがf子子- ども fたJ ちのために捷i供共した

空11附i首剖l目iてでψ二、 それをを? 信じて遊んて

現 場E躍ti漬査をした感じてで"1冶はま、 どこにでもある集合住宅地の公園ではあ

るが、犯罪からの安全という こと は全〈考慮されていない空間であ

ることカ ｾｉ Ｇ ｉｊＧ ｉ らかである 。 品 丘に なっても、 神 戸市 ［ ｉｾ 貝謄団 地て や Ｑ Ｚ Ｑ Ｚ Ｑ 学

生による殺人事1
L

Iニが連続して発生した。 この事件も計図的に建設さ

れた団地ではあるが、犯罪に対して全く無防備なまちであることが

l明らかである 。マスコミ l立、死角。ぃ、う表現て干臨草したが、都市

のあち こちに、犯罪の危険性の極めて高い空間カ芋散在することが明

らかになった。加えて、そうした危険な空間は、今日の者111"惰一hITfIの

流れ( 傾向) のなかでは、減少ではなく着実に増加する必然性を持

っていることが明らかなのである 。

わが国の都市計百I ( 建設) の傾向がこのまま続けば、都市は雌実

に危険なものになってし、くのである 。 その事例守いくつか紹介して

みよう 。

① 部品があっても製品( まち) はできない

事件現場の一つである S I:I: J 学校は、文教地区ともいえる地区に存

在する 。周りには専門学校や大学 も存在し、 これ らとは道路によっ

て区分されている 。 ここには、中学、専門学校、大学 とい った土地

利用計画とそれらの境界を走る道路の音「匝|が存在する 。 そしてそれ

ぞれの施設は、この計画に従って、与えられたL知也内て自己の機能

に最も適した空間配置や設計がおこなわれた。各施設は自己の施設

内て完結した姿となり、これらが集まって文教地区を構成している 。

したがって製品として、地区( まち) としてみた場合には、各施設



都市社会の安全意識

はバラバラでまとまりを持っていなし、。各施設がお互いに周りのキ1:1

方を考え、共にまち( 地区) を構成していくといった視点は全くみ

られな L、。境界の道路も、これらの施設を区分するだけで、お五い

を結びつけ Y ち。をつくってし、くいづネ見知立全くなし、。お立い

に無関心な施設がただ集まっているだけである 。被害者となった少

年の住宅付近も同様である 。少年が、いつ州ってきたのか? いつ

遊びに行ったのか? 一緒の友述は L、なカもったのか? . . . こうした

ことへの目撃情報もほとんど待られないはどに、お互い の住居はY

ち。に対して無関心で、ある 。

学校や住居や公園も、お応や-! ]C務所や公共施設も 、それらは Y

ち。 を桝成する部品である 。 それぞれの部品は、まちへの思いを少

しずつ出し合い共有することによ って、まちは安全で‘ 快適にな って

いく 。施設の設計は施設のなかだけで完結させても 、その施設を使

う人々の生活は、施設のなかで完* 点するものではなく、まち五ゴ本を

使って生活 して L、くのである 。各施設とまちとを結ぶものがよ地利

HJ 言|世! という段階にとどまっていては不十分であり、各施設のデザ

イン( 設計) い、う段階でもそうした札点が必要なのである 。

② 立体化・巨大化する都市空間

者11市の立体化がすすむなかで、人II¥J 生活の基本空! 日1である地ぷ1師

ι 建物を結ぶ l 階部分の空II ¥J が疎放(I{ J になってきてし、る 。集令住宅

などでは、プライパシーとの ｼ 長 ｬ 係てや非居住空 ｉ ｉ ｾｊ となって、駐車場 ・

!札.i l倫場 t なったり 、機械室や ゴミの集手立場にな ったりする場令が少

なくない。戸建住宅地でも住ととの 31滑化が促進され、居II ¥Jが 2階に

上 がって 1 階部分には駐車 ・l弘愉やP. J i li なE の空聞が発生している 。

こうした 3居住宅が" : i i l l _ 続して建ち並ぶと 、そ の前の道路の危険性は

増大する 。神戸市の干度害者少年の住宅も こうした住宅の一つである 。

立体 化する住宅は、北 ， ｦ ｊＡｩ ｊ に ｉｉｭＱ 上か ら発生する非建ペ ｌＧ ｾ ｾ ｉＱ｜ｊＱ￩多〈

発生させ、そ こに申 し訳程度につくられた公園は、都市の最も危険

な犯罪生!IM'Jの一つになっている 。集令住宅の商fHl Jの公国が全〈主: 会

なのと対照的てある 。市! 門マ ンションの建設に伴って北.fJ l i Jの非主主ぺ

い空II¥Jにつくられていく公園は、その数だけ、都市の犯罪空II¥J がつ

くられていくと考えるべきなのである 。

また、巨大化する空II¥J も危険性ぞ明大する 。例えば、商H f.J発など

で山用住宅が何棟も，建てられると、終住戸 t; J : . 、極端なプライパシー

を求め始める 。月IJ 棟の人から )Gられているかも知れないという芯; 吉弘

は、他人の視線を断ち切る空II¥J を求める 。 それは、他人をも凡ない

空川でもある 。 こうした空間では、南側 といえ E も公庫|も危険な空

川になっている 。巨大な同居住宅計は、このままでは危険極まりな

い空II1' Jである 。 それほど大きくない中 ・低j曹階の住宅団地では、居

住者はもう少しおおらかで開放的で。ある 。

③ 住民参加の必要な公共空間

7Rに地域の人々に親しまれて利刷されている公闘は安全である 。

これに較べて、人々に余り 利則されずゴミなどカ可波乱しているよう

な公園は危険である 。公悶はまちのリヒマングノレームて、ある 。人々が

集まり諮り楽しい交流をおこなう空Il r J にしなくてはならなし、。 その

ためには、住民のｾｾｊ，ｾを Ｑ Ｑ｛ Ｑ いて公 ｬ 主 ｼ をつくり変えることである 。 そ

の t てや、公園の利用 .t:: : r 1 l i を住民にまかせることである 。、おれたち

の公因。 い 、った意識で支えられて いる公園は美しく管理され安全

である 。 干 ＱＱ Ｑ 戸市の ＴＺ Ｉ＼［ｩ Ｇサ引叫の ーっ となったタンク山も、凶地 ｆＩ ｦＮ ｊ ｾ･ の

なかて言l恒| 者ーたちカ司5心して残した自然( 岸お也) である 。 そこカ苛巴

行現場になってしま った。 この事実は、自然地を残すだけでは不十

分てあり、それだけでは、 11キには犯罪の空間にすらなり得るという

ことを示している 。伐された円然に、そ こに住む人々カ苛見極的にか

かわって生活を楽しむという発恕の必要性を示しているのである 。

公共空間の安全性t;J:. 、そこに住む人々が、計画・管理 ・迎常のす

べての段階から柏極的にかかわり、自分たちの胞設として愛粁を持

てるか否かにカ、かっている 。

④ 崩れゆくまちの安全装置

わが国の都市の友会さをｾＺｉｦ持してきた一つに、、交若手かという防犯

施設がある 。余 り世界的にも{ ヂIJ を凡ないといわれる広滅的な交番の

配置は、まちの防犯に ill Xf なf叩11 ] を果たしてきたといえる 。 この制

度が崩れてきている 。交 番胞 設 は存在しでも、交番の ｾＡ ｉ Ｎｲ ，人化が急速

に進んでいる のである 。符' ( ' ，・はどこへ行ってしまったのであろう

か ? 巡回時聞を記入したカードだけが番をしている交祷など、そ

の時間外は地域に轡療は不在という ことを表明しているだけである 。

犯罪』女学率を競うような符察のろt状では、犯罪を未然に防ぐ| 妨ビ活

動など余り興味をひかないのかもしれない。国民の財産 と生命の安

全を守る という視点力、らの将察市動の見直 しが必要である 。

地域の安全を見守ってきたのは轡察だけではな い。. ( 1; ¥屋や八百屋

といった地域の人々カf何 11 のように買 い物に行〈商j占の作在も大き

かった。 こうしたお庖は、地域の人々が情報を交換し、おl i いのコ

ミュニティを目完成していく上ていも大きい役割を来たしてきた。おj苫

の夫婦は、 地域の+ どもたちの一番の見守り役でもあ った。 こうし

た立 ｬ 床てやは、 ＱＱＱ｝Ｂ 工場の犬ｾ｜ｬ ｩ や問辺に住￹Ｇ従業員も犬切な Ｉｇ 守り役を

よ長たしてきた。 こうした ｩ Ｚｦｦ￭ｊ，ｩ ｾや ｉｉｉｊ 工場が、 まちのなかから次々と姿

を消していく 。 これに代わる大型J苫やオフィスは、経営者も従業員

もお客も広域化して、 地域のギJ ' りネ11]にはならない。逆に犯罪の発生

誘因にすらな っている 。 これまでや地域を守ってきた安全装置が、音

をたてて崩れ始めている。

( なかむら おさむ千集大学緑地 ・ ｾｬ ＮｲｽｬＧ予科教授・ ｲＮ 学 Ｑｾ Ｑ ｪＮ 七Ｉ
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グ

分ける・混ぜる

合/ ，t< J J:': 

分ける意昧と混ぜる意昧

ボーダーレスという 言葉は、これからの|時代を考える上て最も重

要なキーワードのーって、ある 。1950年代から 60年代にかけて流行っ

たメガロポリス( 巨大都市帯) やエキュメノポリス( 世界都市) と

いった従来の都市や国家といった概念軒也えた空間領域やシステム

は、すでに|創 刊てやは E Uい、ったかたちで現実化し、他の地域でも

問機の動きが起こることは必然てあろう 。

宇宙飛行士の言葉「最初の一 日か二 nは、みんなが自分の国を指

していた。三 日目、四日目は、それぞれ自分の大陸を指した。 しか

し五日目には、私たちの念頭にはたった一つの地球しカ、なカ= ったJ

は、国家や民族といったセクショナリズムを超えたメッセージとし

て感動的である 。

しかし、こと 「安全の問題」に関する限り、ボーダーレスという

概念は多くのや っか いな問題を抱えている 。匡 ｼ 境を超えた地球 ｊｾｕ 英

てゆ環境汚染の|i月j週、伝染病伝熔| りi 止のための検疫制度の問題、さ

らにインタ ーオ、ットによるポノレノ画像や機密情報の国境を超えた拡

散など、従来考えられなカ、った問題が山積している 。建築に限って

も、 「区iill i J することは空間の安全化の最も基本的な手法として重要

である 。 安全化とは、要するに、危険要素を隔離したり、分ｾｬｉ ￊ した

りすることカヨ炉ドなのである 。

ところが、物事そう単純には L、かなし、。男の子に引っかからない

ようにと、修道院のような女子校に入れたら、卒業したとたんフ。レ

イボーイに引 っかかったといったケースはどのように考えたらよい

のか。抗原抗休反応 い、 った免疫学の原理を、空間や社会システム

の安全化のためにどのよう に導入すればよいか。

テ、、ズモンド ・モ リスによると、セックスレス、ま比子の断絶、いわ

れなき恭力、近XJ I i t 目姦など、現代社会が抱える深刻な問題は、種ご

とに隔mwされた動物閣での動物たちの呉市行動の仁l' に、すべてがみ

られるという。

われわれの社会はどのように して安全化が図 られるべきか、〈分け

る〉、〈混ぜる〉とい ったキーワー ドをもとにして、その手法について

考えてみよう。

分ける手法

a 隔離 拠物あるいは危険要素を1>.日fill けることによって安全化

を凶ろうとし、う手法である 。伝染病に対する隔自H病棟や刑務所、原

発や; tW克棄物の貯蔵庫などはその典型てや、ある意味て" は安全化のた

めの最も単純な方? 去である 。

b. 区画 空11¥:1を分割、区画する ことも 安全化を図るための基本
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図 Ｑｾ

今井寺内町は環濠に

より区画され、防御

4 図 2

ユタヤ人のゲットーは運河

により周辺の世界から区

画され、共同体の安定と安

全が図られている

.{ (ペニス)

的な手法である 。国境、城壁、環濠( 図 1) とい った地峨的なもの

から、建築における防火区画、安全区間、能城区iill lとい ったものま

で多様てゃある。 図 2 に示したベニスのユダヤ人のゲットーは運河に

固まれ、小さな橋だけでイタリア入社会と繋がっているが、このよ

うな空間構成により共同体の安定と安全が保たれている 。洪水とい

った自然災害から身を守るための長良川流域の同和 t ( わじゅう )J

や、自動車禍からコミュ ニティを守るためのノ ーカーゾーン方式げて

阪耐港ポート タウン) もこの手法に1!i1，する 。

c 分離 分mH，械は自動車道路の安全化の手法の一つだが、歩草

分離の有効なブ市二としてはペデス トリ アンデッキ( 図 3 ) がある 。

安全に直結しないが、男女を切り lilHす例としては、 トイレや浴場、

ユースホステノレにおいて男女を月11棟にするな E がある 。 これ らはプ

ライパシーの確保が主 目的であろうが、プライパシーと安全は表裏

ーイ本て、ある 。

図 3 歩草分離の有効な手法であるペテ'ス卜 I} アンデッキ( 千里中央)

d. 分散 分散化は危機管迎の重要な手法である 。 フセインが宮

殿をイラク各地に設けているのはその典型だが、 - 1首凶三業が災害H寺

を想定してコンピュータ ーセンタ ーを分散化する のは今や常識とな
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図 S

よそ者を監視し街路の安全性

を高める格子戸 (今井町)

ってし、る 。建築において階段を複数設けるのは、 二方向j邸 mなど 2笠

間の安全化のための基本である 。 ただし、複数設置される場令でも、

数合わせに終始し、隣り合わせに設 けられるケースカ司l射Jr みられる 。

人間行動を考えると、適当に離して分散配置される ことに立| 床があ

り、法の柏村l を理解できない建築家は一流とはいえなし、。

e. 異化 アメリカのある日校て Ｇｪｬｬｬ ｊＩｪ ｬｾ が義務づ、けられた、という

ニュースを聞いた。ギャングが学校に乱入してきたときにねJ Ji Uごと

生徒と区5JIJ がつかなし、ためにとられた処置てある 。奥分子、危険要

素を識別するための手法て二囚人JIIX もそれに類する 。糊十性物質ーな

ど危険物を扱うゾー ンを示す標識 ・サインもその例である 。

a 混在 「暮らす

ためη 機能しか備わ っ

ていない ニュータウン

は表向き、性的なもの

を徹底的に排除してお

り、思春期の中学往 が

ビデダオや制限志などのち

混ぜる手法

ょっとした京 ｉｊｾ 放に簡単 図 4 聖も俗も排し、内閉的な住宅だけに特化し

たニュータウンは、はたして人間の生活環

に引きつけられてしま 境として妥当か

う要素がある」というのは、例の 「酒鬼諮殺事件J に関する宵| 市j宏、

氏の言葉である 。 この悲惨な事件が、車も俗も排したニュータウン

の空間構造と直被結びつくともためつけるのは短絡的であるが、街の

あり方を再考するためのi't 重なヒントを与えているのは確かて川ある

(図 4 ) 。環境デザインの免疫学的研究は興味あるテ ーマてある 。

b. 連続 アトリュウム空川は竪穴区画カ形成しにくく防J fU 問

題があるとされるが、逆に、ネJ日五lが通りやすく、火災の発見が容易

であるためにかえって安全である、 ぃ、う説もある 。図 5 は痴犠や

ひったくりの犯罪が発生しやすい街区公図の調車結果であるが、い

ずれも周辺街路などから視線が通りにくい空間構造であった。集合

住宅のエレベータにガラスを入れることが言釘発づけられているのも、

視線による安全化の例である 。中世の環涼集落今井IIIJ では、ヒュー

マンスケーノレの街路の両側

に格子戸 を持った民家や商

家が建ち並んで. いる。 その

格子戸の内側には、必ずと

いっていし、ほど人jj与がある

(図 6)  0  ，、わゆるストリー

卜・ウォッテャーの存衣で

ある 。 よそ者を庇視し、街

図 7

「多数の目」は安全な街路

の条件で、ストリート・ウォッチ

ャー( たばこ屋のおばさん) は

街路に欠かせない

路の安全性を高める優れたシステムい、えるだろう 。 この原理は現

代の下町にもみ られる( 図 7) 。たばこ屋のおばさんは、街の安全化

に監視者 t しでも貢献している のである 。 J ・ジ、エコブスは街路の

安全化のためには「多数の日 J を置く こ と、建物は通りに而して建

て、外に対して閉じるような格好にしない こ と、街路は常に誰かが

使っていなければならないとし、 i昆用地域の必要性を説〈 。

c 融合 オランダで混生したボンオ、ノレフは、わが国の街づくり

の手法としても定着した。 もともと農家の裏庭を指し、そこでは馬

車と子イ共の遊びが共存していたことから、車のスピードさえ落とせ

ば歩車融合が可能だと L、う発想にもとづくものである 。ボ、ンオ、ノレフ

(図 8 ) では、ハンプ( 路面のこぶ) 、街路の屈曲、植樹や障害物に

より自動車のスピードを減速させて、歩行者 t の共存を匡lる。ボー

ダー レスという現1 - ¥_ 思想の空1111化の典型ともいえるだろう 。

図 8

ポンネルフのハ

ンプ( こぶ) は自

動車のスピード

を減速させ、歩車

融合を可能にす

る(デl レフト，IJ 、撤

彩 ー上 削A 人)

d. 同化 ある種の動物は保護i 0 色て身の安全を守る 。迷彩服もそ

の原理を利用したものである 。戦時中 には防空の事且l長から建築の分

野においてもこの手の研究が行われたが、平和l時の研究として、環

境に t けこんだ防各| 睦や落下防止手摺のデザインなどに利用できな

いものか。

薬物使用

10%  

穀 e 共生 生産→消費→州 →生産 t いう生態系のf附 シ ス テ ム

23% に、植物 ・動物 ・人11'，]・ バクテリアはそれぞれの役寄りをはたし、地

薬物使用38%

ニュータウン (藤白台) 業務地区 (江坂) 住商工混合地区 (末広町)

図 5 痴漢やひったくりが発生しやすい街区公園

(lu.t n! Lk  r街区公1¥11の防犯 ・安全性に対する住民の評価lこl則する研究ー1¥吹111 di を

ケーススタディとしてー」大阪大学修 t 論文、1998)

球上の生命体の存在を可能にしている 。 死が生に結びっくい、う ｾｪ 命

廻転生の思想はこれからの環境を考える上でも最も重要てや、 「安全と

は1iif かj を考えるための! 点点とすべきである 。

(かしはら しろう 大阪大学大学院工学研究科教授 . [ 学問士)

37  



安全の環境デザイン

2  

領域化

L廿 J

ｦ 主宅 地 を舞台にした ＴＺ ＩＧ［Ｑ 牛やｾｲＺＮ，｜ｬｦ ｬ がニュ ー スにならない日はない 。

日本の都市部での犯罪発生率( 人口 10万人あたりの発生件数) はア

メリカと 比べて二桁 1，:):低い U まし、え、この 10年LH' の聞に日本もず

いぶん物騒になってしまった感がある 。オスカ ー・ ニューマンの名

著“ Def ensible Space" ( 日本調坂「まもりやすい住空間J) ) には、

1955年に建設されたプノレーイッ卜 ・アイゴ一団地 (11階建て、 2，764

戸) が数五円ゑに犯罪者と麻薬常習者のアジトと化し、空家率が70%

に達した結果、建設からわずか 19年て立収り壊されたことが象徴的に

述べられている( 図 1 )。

図 1 築 19年て。爆破解体されたフ。ルーイッ卜・アイゴ一団地 (アメリカ・セントルイス)

U!-i 川利平11: 不安なl日jlM安心なお柄 、学芸l.H版判 、p. 8の写兵を転載)

江戸のIIIJ には木戸 ・自身番所 ・番人小屋などが置かれ、木戸の開

閉や見張りを行って不審者の出入りをチェックしていたという( 図

2  )。部外者の侵入を町LJJ ニする相互監例は、わずか30年はど前までは

どこにでも見られたが、現庄は旧集落や下町など、ごく 一部に残る

のみであり、警察の間ち込み捜査が期倒立する ー固となっている 。

図 2 r守貞漫稿』の今世江戸市井之図に描かれた木戸・番人小屋・自身番所

(';U'JM" ?fi 彦 編 令 本 i' 1'lt i拶印、 見.t J正常rI' . 版、 1988司、p.33の凶を転戦)
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独立住宅の安全環境一個別の生活の集まりー

防犯安全上特に問題が多いのは、大都市近郊の新興住宅地である o

q遅 問 l推 論 者 や 女 性 ・子イ共が大半を占める

G万主T灯などの明力、りが少ない

③近隣関係が成熟していない

包液聞の人通りが少なし、

⑤ 住宅のようすをうかがいやすい空地が残っている

などがその理由である 。 このような住宅地て市い塀をめぐらせた家

主? 建てると、 1即也外部からの視線を遮断し、かえって犯罪が起きや

すくなる 。侵入被害にあった独立住宅を見ると、

①高いコンクリートブロック塀 ・車庫 ・植栽が死角をつくっていた

②足がかりとなるものがあった

③隣家 t 近接して建っていた

④ 2 階のベランダがHがJまにな っていた

⑤施錠を忘れていた( 持に 2 階の窓)

などの共通項が浮かび上がる 。

図 3 独立住宅を城塞化するならこのくらい徹底すべき ( 図画調布・ 長嶋茂雄邸)

中途半端な城塞化はカ 3 えって危P会であり、城塞化するなら御底し

ないと侵入を存IIf !i IJできない( 図 3 )。城塞化は、塀をつくらず、道路

や住宅内からの見通しを良くして監視性を高めているアメリカの郊

外犯凶; 住宅とま ったく逆の発想い、えよう 。

集合住宅の安全環境ー集中と分散一

特に中 ・高層の集合住宅地では、死角にな ったエレベーター ・階

段 ・ 屋上 ・ 自転車置き場 ・ 小公閣での強底や Ｇｉ ｾ 防巴罪、およびノカレコ

ニーや出窓からの侵入が多い。 日本は齢制こ比べ、て中 ・高層集合住

宅の歴史がはるかに浅いこと、また犯罪発生率自体が低いことから、

集令住宅の「防犯環境設計」があまり重視されてこなカ 3 った。

もう 一つ、住戸の集合規棋に起因する問題も指摘しておきたし、。
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1964年に ニューヨー クで、アパー トに帰ってきた一人の女性カf午前

3 時20分頃に駐車場て暴漢に襲われ、助けを求めて悲鳴をあけ' 1 : .

が、アノ ｦ ー 卜の甘ソ Ｇ ｕ Ｎ￭ ｾ 佐かカ ｲ￟ｊｊ けるだろうと忠 、っ て誰も ￟Ｉｊ けに Ｑ ｔ か

なかったとしづ事件が起きた。これは、「メンノ f ーが多くなるほ E 一

人ひとりの重みカ唯くなり、自分一人がサボ、っても大勢にはlj(洋 同

るまいと 忠ってしまう」人間の心理に起因しており、きわめて社会

学的な r: :1題である 。

集令住宅の安全環境は、エ レベーターを 1 カ所に集中配置するか

1基ずつ分散配置するかによ っても大きく変わ ってくる 。エ レベー

ターの待ち時間を短縮するためには集中配置のほうが効率的である

が、エ レベーター までの平均利用距離が長くな ること、同じエ レベ

ーターホールを利用する人数が多くなって顔見知りが減る ことから、

防ｾｉＺｕＺＮは不利になる こ とは 、 設 計者 ー にあまり意識されていない 。

防犯安全意識の落とし穴

集令住宅 l. i 、高層の最上階てあっても ilfl断できない。-IiLl 二階は屋

上から伝って降りやすい こと、 ノレー フバル コニー は: t t l ! . . _上から死角に

なり侵入経路になりやすいという問題点は、眺望の良さや快ー適性と

いう大きなメリ ッ トの陰に隠れがちである 。 またオ ー トロ ックも 万

全ではない。その気になれば、住人について入る ことは、いとも簡

単だからである。だが、もっと大きな落と し穴は、 l 階の共用玄関

にオー トロ ックカf ある ことにと変心 してしま って、 f主戸の玄関やノカレ

コニー窓の施錠がおろそかになる ことである 。

コミュニティによる領域化・システムによる領域化

コミュニ ティによる自然監視は、悪立を持っている音11外者が侵入

しにくい雰囲気 を生み出す。 自然監視機能を高めるには、直般の視

線のほかに囲み配置 ・門 ・立て札 ・塀などで領域を明示し、 他者に

に こ に入るな」 という強 い意思忍認を行うと ともに、住戸の前 に

fWf : 鉢、自転車、置物、掃除道具 などをおも極的に置き 、居住者の生

活感や個性を表出させる ことが有効である 。路地空間は、まさに こ

のような特質を備えているい、えよう( 図 4 )。革者の現; a の住まい

は、 一つの袋小路に面した 9 戸の うちの 1戸であり、転居 してすぐ

に近隣と顔見知りにな った。 その前に 5 階建ての階段室型f卦来に住

んでいたときも、階段を共有する 10戸の住人 をほほ官邸11できたが、

大がI i ftl J' i 廊下型の高層賃貸住宅に住んでいたときは近隣との付 き合

いカf ほとんどなカ、った。

住棋が大規棋になるときは、住棟内の適度な分節化や領域の設定

により匿名性を排除する設計上の工夫が求められるが、自然監視や

領域化 により防狩性能を高める こt に成功している例は少ない。む

図 4

路地空間におけ

る「表出J が防犯

性能を高める

(東京都墨田区)

図 5 豊かな自然やオープンスペースが高層住宅の防犯安全を

保障するわけではない ( 東京都江東区)

しろインタ ーホン、j註ネ: J i . カメラ、 モニ ターテレ ビ、オ ー トロック、

防犯センサーなどの防犯システムの設置で防犯安全性の市さを P R

してし 、るマンションが多 〈、部丘は来客者の留守番録画や指紋照合

オー トロ ツクシ ステムを装備したマンションまで登 場し、f ! rJ R完売

て、あ ったというが、防犯設備に頼りすぎるのは、本来の防犯環境設

計がめざすと ころて。はない( 図 5 )。

日本の社会がアメリカ社会の後追いそしているい、う仮説が正し

ければ、防犯環境設計は今後ますます重要にな っていくであろう 。

品 丘久々に改訂された「建築計画チェックリス ト 集合住宅」に防

犯計画や自然監机が新たに躍 り込まれたのは、 日本でも |妨 巴胤境設

計が定着 しつつある証左と いえるが、 自分の安全を守るのは最後は

自分であるい、う立識を持たなし士、思わぬ被害 にあうかもしれな

L、。
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アクセシビリティ

日常性/ ヰづさP すさ

危険の認己/ 使いあう

「近づきやすさ / 利用しやすさ = アクセシビリティ」は、 パ ブリ

ツクススペースの重要な要素てある 。水辺や公国 ・広場、道などの

パ ブリックスペースは、出入りが自由である こと、誰もが利用でき

ることが基本である 。 しかし近づきやすいことや出入りが自由であ

ることは、不侍定多数の人やもの、交通がかかわる空間でもある 。

そこでの安全は、すべての人に同じ基準て判応するい、うよりも、

使い手が危険を知り、判断てふる ことも重要である 。 そのため、お

のおのの場所で地域の自然、暮らし方、安全に対する価値観などが、

そのっくり方に反映される 。場所の危険度 ・安全度を、使い方やデ

ザ、インを通して経験する ことになる 。

まちに開く

パブリックスペースである水辺では、* に落ちたとき の責任の問

題から 、落ちないようにしようとする 。頑丈な羽111ができる 。都市の

川辺は、水へのアク セシピリティを制限する方向へ向かいがちであ

る。 しかし、水は これまで身近な要素であ った。回国地帯てやは、 *

は農業用水てあり、都市の運河は交通路であ った。* は利用される

ものであり、まちに対して聞かれていた( 写真 1)。 まちゃ地域は水

写真 1 まちは水辺に聞いていた

ヨP 吋 - -

/-'..;. _. -

.... -:..... - Ｎ ｾ，［，［｟ＢＮ＠ ｟ ＮＮＮｾ Ｎ ＮＮ＠

Ｍｾ Ｍ 七・ → ｟［ｊ ｾ ，. J _  

..J-: ｾＮＮＮＮＺ 戸Ｍ - ィ- .. 
J 〆 - J コー一三二./ .  .? Ｍ ｾＭ ・
ＮＮＮＮー二 ｾ二 ｡

. y ＮＺＮ ｾ＠ 7 - ュ - ζ

小 浦 久 子

に向かっていた。

寸也を* から守る治水が目的となるとき、 川 は水を流す、処理す

る空間 t なる 。 その結果、コンクリ ー 卜に固められた効率のよ い水

処理の安全が求められた( 写真 2)。確かに水は氾濫しないかもしれ

ないが、水とまちとのI矧系はなくなってしまう 。 もはやベニスのよ

うに、水につかってもし、し、といった、* 1 : 共生する都市のiiE択がな

くなってしまう 。

それてやも、水辺へのアク セシピリティを実現している都市のなか

の川 も あ る ( 写真 3 )。神戸の者II!:J:) I  I  l:i いつも子イ共たちが遊んでい

た。水へのアク セシピリティの高い都市河川であり、だからこそ震

災の ときも迷う こt なく水カ苛rJJ 刊できた。 いざというときの安全は、

円頃の環境の使い方によるところが大きい。

*I:i 碓かに怖い。 しかしナイフも使いよう、' 慣れようというのと

同じで、安全は相手を知ることから始まる 。知って いるか ら使える 。

どこのまちていも * 1立身近な子イ共たちの遊び場だった( 写真 4 )。 自然

型でも、人工的でも水と遊ぶ安全がある 。

場所を知る

写真 3 日頃から遊べる水のテ'ザインが役に立つ
写真 4 身近な自然の水辺は、子供たちの遊び場

40 建築と社会 ・1蜘 5
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ニューヨー クには、相1I に固まれた公園がある( 写真 5 ) 0 Ｏｦｾ寺定多

数の人がいる都市のなかで、出入りが自由である こと は、誰が入っ

てくるかわからない。 それが危険につながるときは、自分の安全は

自分で守ることになる 。子イ共たちは相111に固まれて遊ぶ。アクセシピ

リティを選択的に制限する ことで自由を得る 。現実の生活環境の質

によ って多様な解決が選択される 。

まちの裏側 は、人目につきにくくアクセスしにくし、場所て。ある 。

そこに ある川 は羽下水路となり、切り立った護岸は危ないから t いう

こと で羽111ができる( 写真 6 )。 しかし、まちが水に背を向けていない

場合、水の開放J惑が気持ちいい。 そのとき相111はできるだけ目立たず、

水がありますというサインの意味になる 。 ウォ ーターフロン卜開発

地区であるロンドンのドックランドの中心市径? 地には、浮き輸が置

いである( 写真 7 ) 0 * に落ちれば浮き輸を投げる 。↑ 州車さは自分て。

選ぶものである 。

使いあう空間

路地は危ないと 言われるが、その多くが老朽化し、延焼の危険の

高い木造密集市街iill (こある路地であるためである 。路地の親しみの

ある空間] 性と安全とカf対立するわけではなし、。 ヨーロ ッパの歴史的

都市には、建物にはさまれた狭い通りがど こにでもある 。人の気配

や; 場所を共用する ことによ って生まれる路地のもつ安全性を生かし

ていく選択もあるはずである 。ベルギーのニュータウン ・ノレーヴア

ン ・ラ ・ヌーヴには、占いまちに兄られる空間スケーノレの道が、新

しい住区内に計画的につくられている( 写真 8 )。

六l干l アイランドは、歩111分離が行われ、島内にい る| 浪り、子イ共た

ちは率をY' ¥. : I 主う こと もなく、自由に自転車に乗って L、た。 ところが、

いったん橋を渡って対岸のまちに行くと、車と同じ道を走ることに

なり、身がすくむという話を聞いた。

アクセシピリティを制限するよりも、いろいろなものに出合うこ

とで、相互の関係を気必う関係にすることも、ひとつの安全である 。

ドイツ都市の居住地区の道のっくり方には、様々な共存のレベノレが

ある 。共存型の道では111が止まっているから、車も人も気をつける 。

場所によっては、居住者の車しかはいって こないようなと ころがあ

り、そ こでは人がかなり優先にな って い る ( 写 真 上 10)。

お互い様い、うのも安全を考えるうえで、 必要である 。

にうら ひきこ 大阪大学大学院て学研究科助教授)

写真 8 新しいまちて・もヒューマンスケールの道がて'きる 写真 9 人と車が共存する 写真10 生活の道はみんなが使う
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安全の環境デザイン

..c 

二面性をもっ空間

y 均、

v  

生活環境における安全( こ こでの安全は、防犯の意) について考

えてみたとき、「安全( 安心)J と「危険( 不安)J から連想する 言葉

として浮かんでくるものを列記すると、次のような言葉がある 。

「内」と「外J 内は安全( 安心) 、外は危険( 不安) い、う感賞与

「明」と il 暗J i畳間j と「夜IIfJJ に置き換える こともて3 る。

やはり前者は安全、後者は危険い、う感賞h

このような空間における状況の違いを安全い、う側面から上回l交す

るために、生活環境の中での身近な施設である「市場J !: i コンビ

ニエンスストアJ を例に、その巾に読み取れる「っくり( デザ、イン)J

について考えてみた。

市場にみる安全の環境デザイン

関西では、商' ; ! 5 柱? というより市場とい ったほうがなじみやすく、

ニュア ンスも伝わるかも しれない。八百屋さん、魚屋さんな E が粁

を辿ね、そのIl I J 口いっぱいに、通りにはみ ILI-' I して商品が並べられて

いる 。顔見知りの近所の人々が民い物に来るこうした市場てやは、お

庖のおっちゃん、おばちゃんと買い物にくるお客さん、そしていつ

も顔を令わせるお客さん同士、そんな ｾ ｉ Ｚ ｉ に 一つの コミュ ニ ティが出

来上がっているように思える。そ こに は、内と外の境界が日用確でな

いr ; 5 のっくり( デザ、イン) によ って、コミュニケー ションしやすい

状況がっくり出され、常連のお客さんは自然に顔見知りの関係にな

るという仕掛けがあるのではな L、だろうか。

もう 一つ別の見方もできる 。通りを挟んで‘ 阿側にお底が並んで、い

ることによって、通りも含めて、そこは一つの空間として感じられ

る点である 。 しかも、それは、「内」の空間と感じられ、その中にい

る人に→本J惑が生まれ、多くの人の視線を感じることができるので

ある 。

間口いっぱいに、通りにはみ出して商品を並べた市場の風景

42 建築と社会 ・1998 .5

伊 縫 憲 幸

通りを挟んで一体となった賑わいをみせる市場

夜になってシャッターの閉まった市場

こんな状況も、大型スーノ f ーマーケ ットの進出で市場のあち こち

にシャッターの閉まった応が目立ってくると、薄れつつあるのかも

しれない。

ところで、このような市場も夜ともなれば、状況は一変する 。賑

わっていた人通りが絶え、通りにはみ出し て並べられていた商品が

片づけられると、 閉め られたシャッタ ーによって明確に内と外とが

仕切られてしまう 。 こうなるともう通りは完全に外の空間となり、

逃げ場のない空間 t 化す。深夜 ともなれば、大人でも少々物騒な感

じがする場所に変わ ってしまう 。

コンビ二工ンスストアにみる安全の環境デザイン

コンビニエ ンスストアはどうだろうか。まず、立地は駅前などの

人通りの多いところはもちろんの こし人通りは少なくても自動車

交通量が多いと ころに単独で立地しているケースもある 。 そして、

庄のっくり( デザイン) も、市場とは全〈違う。内 t 外が明確に仕

切られており、入り口ドアから入ってきたお客にだけ底員は対応す



安全の環境デザイン. . c

昼間のコンビニエンスストア

夜間に浮かび上がるコンビニエンスストア

る。 しかも対応するのは、レジて司会計fごけである 。 ここ には完る

人と買う人という関係があるだけで、それ以上の コミュニ ケーシヨ

ンは、生まれなし、。入り口ドアの外( 沿道型では駐車場の場令が多

い) は、| 昨に子イ共たちゃ若者たちの憎まり場( 社交場? )  とな って

いるが、府民とは無関係で、ある 。

ところが夜になると、少し総子が変わってくる 。 コンビニエンス

ストアは、その多くが24時間営業で、深夜ともなれば、周辺の時間

の11
1
にl明るく浮かび上カ刊、歩行者に安心感を与える存在となるの

てれある 。

このときの安心感を与えるデザイン要素は、時間に浮かび上がる

んifの肴板、そして庖の前面が透明ガラ スになっている点ではないだ

ろうか。 この透明方、ラスによ って、外から明るし、庖内の様子を女nる

ことがで》るのである 。 これは、府1)!1J
にと っての防1ビ性を高める手

段のひと つにもなっているのだろうが、 一方では、いざというとき、

逃げ込める場所がそこにあるという' 氏心! 惑を周りに与えているのて

ある 。

そして、その数が近年急激に増えつつあり、点在している ことが、

街に住む人々の利便性を高めるだけでなく、夜間における安，ω惑を

もたらしているという見方もできるのではないだろうか。 それは、

街灯の延長七に位置づけられるのかもしれない。

安全の環境デザインに対する考え方

このようにみて いくし 冒頭に述べた「安全( 安心) と危険( 不

安けから連想される「内と外J、「明と暗J い、う感党も別の見方が

て3 るこ t に気がやH 。たしかに、「内は安全( 安心)J かもしれない

が、外て、あっても「多くの人の目がある こと( コミュニティの存在)J

によって、安全( 安心) を感じられる こと。 また、「明るい( 畳間)J

の方がたしかに安全であるが、周りが 「暗い( 夜間)J だか らこそ、

その中にある「明るさ J がより安全( 安心) を感じるものになると

いう点て。ある。

畳間の市場では、両1J!i Jの 「内J H、う庖の空聞を外である通りま

で拡大させ、結果的に全体を「内j にし、誰かが見ていてくれると

いう安心感をつくりだしている 。

また、夜間の コンビニエンスストアではJ吉内ぞ明るくし、外から

内を明るく目立たせ、外の空聞を「内J の空間へ号 |き込む工夫をす

ることで、歩行者等に対しでも安心感をつくりだしている 。

畳間の市場と夜間の コンビニエンスス トアが融合したような街の

しかけはできないものだろうか。

おわりに

今回は、市場 t コンビニエ ンスストアを例に安全という 側面を考

えてみたが、生活関与E全体におりる安全を考えたとき、単に空間の

状況をいう「内と外」、「明 M音」だけでなく 、市場の例に示したよう

な、昔はど こにでもあったコミュニティの喪失が最も深刻な問題な

のではな いfごろうか。 そして、それを取り戻すようなまちづくりが、

今、最も求められている安全に対する環境デ、ザ、インと 言 えるのかも

しれない。

( いねい のりゆき 日 ｩｬｬ 設計大ｼ坂計ｪｉｔｩ ｬ Ｏ ｬ ｾ 務所Ｉ
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ゴ

コミュニケ} ション

よろ ι J みI ) ' { >

人と β ゐわる

T ‘ のさぞb

人はいろいろな場所や人とかかわりながら生活している 。職住近

桜の暮らしをしていたときは、隣近所 t の付き合いやなじみの庄が

あり、そ こに見知 l らぬ人がやってきたり 、異質な場所ができると 、

同化しようとしたり、固い込んだりして環境の質を守ろうとする 。

都市が拡大し、多くの人が集まり、様々なできごとカち巴 こるように

なると、その多様生に対して、選択的にカ、かわりを持つようになり、

〈個人 ・家族= 家〉といった小さい単位に閉じることで、安心を得

る方向へ向かう 。 そこに情報化が進U' ! : 、ノ f ラパラになった個人が

場所伝離れてつながるようになり、まちは装置としての安全を求め

るようになる 。

ジ、エコブスは 1960年代、生活の場所への関与が環境をつくると 言

った。今も生活の場におけるコミュニケーションのあり方は安全の

基本にあり、その様々な選択が場所のデザ、インとなって現れてくる 。

開きつつ閉じる、閉じつつ聞く、多様な関係の結び方がある 。

まちとのかかわり

住宅は、個人の領域であるが、そのひとつひとつの家が集まって

くまち〉ができる 。長屋が並ぶところは平面的に家が集まった高密

なくまち〉であり、マンションは立体的に家が集まった高密なくま

ち〉である 。長屋の住戸はくまち〉に聞き、マンションの住戸はくま

ち〉に閉じるという安全を選択している 。

閉じる安全 Ij : 、個々が自立的に自己防衛する{ 対且みであり、お屋

敷をモデノレにした戸建て住宅は、 これまでどんなに小さな見知也でも

閉じるデザ、インが多かった。品丘、敷き際のテ守、インがくまち〉と

写真 2 炉

敷き際は駐車スペースが

占め、 1 階部分が閉じ

ている
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かかわる ことで、新しい コミュニティ環境をつくるきっかけになる

ものが見られる 。 この京阪奈さJ t : 1 i J 時日市にある住宅街区てやは、家への

アプロ ーチが道に対して開放的であり、敷き際の緑は家の緑でもあ

り、まちの緑ともなり、家がまちに |朔いている ( 写真 1 )。最初は、

防1巳上危ないと 言われたそうだが、結果的には近所の付 言合いが生

まれる安全なまちと、警察からお些付きをもらったのだそうだ。

|側rlll 問の再建問却也て、、も、敷き際がオ ープンな住宅が増えている

が、道に面したと ころは駐車スペースになっており、その奥の玄関

や l 階の壁面はまちに対して閉じている( 写真 2)。くまち〉に対する

構えが少し違う 。

写真 3

開閉する敷

き際デザイ

ンにより、外

とコミュニケ

ーションする

プライベー 卜な領域が、ノ f ブリックな領域 とどのよう lこかかわる

かは、くまち〉とどのように コミュ ニケーションするかということで、

あり、それが安全の質にカ、かわる 。閉じる安全から開〈安全まで、

多様なテ、、ザインが考えられる 。住み手が手をかける緑は、 地域の環

境へ働きかけるとともに、緑を? とおして近所付き合いが広がる 。間

協l性のある敷き際は、日曜日にはまちに聞き、道行く人とのヵ、かわ

りが生まれる( 写真 3 )。

人とのかかわり

高齢社会になってきた。各地の住宅{ 共拾公社がケア付き融情住

宅をつくっている 。立派な共用空間とアトリ エや作業場があり、健

康管理や食事サービスもある 。サービスを買う仕組みてある 。個人

声サ応、のシステムである 。



安全の環境デザインゴ

図 1 真野のコレク

ティブ・ハウジング

これに対し、真野にて3 たコレクティブ ・ハワジングは、 一緒に

暮らすことを前提とした聞かれた住まい方によって、お互いに支え

令おうというものである 。路地を介した長屋の暮らしを集令住宅の

なかに取り込もうというのである( 図 1)。足の悪い人は l 階に、日

由緒も子供のいる家族も一緒に住む。し、つでも誰かに会えるし、い

っても一人になれる。 H寺には共同の台所と食堂でみんなで食べよう。

ベランダは続きパノレ コニー になっていて( 写真 4 ) 、植木鉢や洗濯物

がてる路地のような空IM'J (写真 5 ) をめざ してL' 6 。

u野の高齢者向け住戸 には、緊急|時の通報装置やライフサポー

ト・アドノ f イザーの支援があるものの、人とのかかわりが、安心し

て住める環境をつくっている 。一方、ケア付き住宅は、個人サービ

スを選ぶ ことで安心を買う 。 コレクティブ ・ハウジングは、 /} '，会い

の場や気配を感じる環境が集まって住む暮らしを支える。ケア付- 注

住毛1ま、サポート 機能ぞ取り揃えることで咽人の'1対直性を実現する 。

場所への参加

アメリカでは公営住宅ーのスラム化が著しい時期があった。誰かが

管理すると思うと、誰もきれいにしようと は思わない。公営住宅は

H木でも住民管理が基本である 。千11
1戸 ・阪神間では大量の復興公営

住宅ができてきた。人々はこれまで住んでいた場所を離れ、やっ と

育んできた仮設コミュニティを離れ、何のかかわりもなく全〈新し

い地に移り住む。

芦屋では、まちを述〈離れた埋立地につくられた約800戸の公営

住宅入居者に対し、入居前の 1年間に暮らしのワ ークショップを行

った。移 り住む前に、 一緒に住む ことになる人との出会う機会をつ

くるとともに、共月l空間をどのように使っていくか、そのために共

用空間のしつらえを E うr r = J なしておくか、入居後の環境づくりや維

持管理への参加をどう考えるか等についてワ ークショッフ。を行った。

その中で、出来間につくら れる「だんだ‘ ん畑J が 大 き な 俄IJを担

写真 6 住民が手をかけるニとで出来上がるだんだん畑

う( 写真 6 )。 これは、団地のパブリックスペースにつくられた参加

円アー トてある 。住民が参加し、対[J に草花を植え. 手をかけること

で成立する場のアー トてある 。 そのため準備として、楽牒講座を仮

設住宅へ出前して、 草花の作り方の講習会や管理の問題を話し合っ

た。

これまで公営住毛. 団地のパブリックスペースは、様々な規lJi lJ ヵf あ

り、住民の手による活J+J は難しカ 3 った。アート ワークということで、

実質的な参加の場の仕組みがて3 たのである。

まちは住み手とともに育つ。朽ちてスラムになる こともある 。一

人ひとりカ対四人の領域を守ることで安全で快適な環境ができること

もあれば、まちとのかかわり、 人 とのかかわりをつく っていくこと

で育つ安全性もある 。

建築は、建物をつくる ことだけではなく、場をつくることでもあ

る。外相こは、単なるオ ープンスペースではな し、。建物と雄物の関係

性、生活環境をつくることになる 。場はまた人の手が加わる ことでい

場になる 。くまち〉へのかかわりをテ。ザインすることが、これからの

まちづくりに重要てある 。

( こうら まきこ 大阪大学大' 下院工・下研究科助教授)
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素材と技術が生み出す desi gn

大林 組英 雄

Hi deo 

奥田

Okuda 

やきものから

素材の源流をたどり、建築の新たなる創造性を採るシリ ーズ 今 回 は 「 土J を

こね

とりあげる 。担て塗れば涯となり、力ft成してタイノレや瓦を造る 。土は古来より、

身近な建材として応用されてきた。同じ材と所作でやきものは造られる 。 それら

大地から生まれた素朴な色彩と質感の奥には、人を魅了してやまない何かを感じ

させる 。 その何かを知りたくて、土のふるさと、やきものの旦ぞ訪ねてみた。

(i 素材と技術が生み出す desi gnJ 幹事会)

陶土を商う業種がある 。陶料という 。良い土の

産地に集まり世主的知町. 土を受け継くや。用途に応

じて土の調合と粒度を主主え、役務や陶器ばかり

でなくタイノレや瓦等のl尉 4も扱う 。一般に陶土は、粘土と砂主主をブ

さ If

レン ドする 。砂婆とは長石と位石から成り、 '1ヨ材の役目をはたす。

ボーンチャイナは長石の代わりに子牛の骨を混ぜる。 これらを研磨

石と共にタンクに入れ、回転させて粉砕する 。iJ &. 粉末とな った土は

はい ど

座布団状に ｩ ｊＮｩｾＺされ、保土と称し工房に納められる 。

常泊、瀬戸、信楽、丹波、備前、越前。土の特性が技ぞ選び、地

域の名を歴史に重ねてし、< 0  ｾＡｉ，ｦ， 言 の ， ｾ ， 自が告知二五 ｉｊ まれる 。 風土や伝

統をt J ifJl1させるやきものは、匿名的な工業製品に固まれた暮らしに

彩りを加えてくれる 。

強く練り込み、空気を絞る。祭て焼くとき答IJ

れないためてやある 。小型の器はろくろをまわす。

戸型の壷は ヨリコをつかう。査をまわさず，H?状

の陶土 ( ヨリコ) を肩にかつぎ、 人がまわりながら積み上げる乎法

である。土管など継手に精度のいるものは木型て抜き取る 。陶

知段、が機能を形に変えていく。

未熟を素直、下手を1! 1 . f ，意識仕損じを l床という。技巧を凝らすこ

とだけがやきものを極める道ではない。むしろ草野択な新協力呪l¥XItの

与 ｾｪ 也 に近い［場合もある 。 Ｇ Ｑ｜ 鳥長明が方丈記で問うた心の世界が こ れに

連なる。質素な暮らしに満足し精神のゆたかさを尊び、現 ｼ 止の富 Ｑｾ

や栄達に t らわれない。1! '!刊、にろくろをまわす陶工の姿にゆたかさ

の本質をかし、ま見た思いがした。

採る

担る

素

材

と

技

術

の
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火索引こより陶土をかため、 flhをかけて京1也を

被裂する 。窯の出肢は色で知る。おおよそ、焼

かれるもののkJl 成に| 刻わらず、出直と色( ;苅l き)

には一定の|長j係カ切る 。焼成i ，' i lJ 支となる 1，300皮に近づくにつれ、総

は ＱＱＱ げ ｲｊ ｾ 色から賞 Ｑ ＧＭＱ色にｾＱ｛ Ｑ きを増していく 。 火の Ｑｈ 強さ、そのあた

りぐあい、空気の立、ｾＡＺの ｼ 剥係 。 技術や経験 ｦ ごけではとらえきれ

ないところで、炎が采配を振る 。迎、ぃ通りにいかないことがやきも

のの而il' 1  ｾ 、と ころだとｼ淘工は 言 う 。 然山しは彼らにとって緊張の ｬ 燐

I/¥J となる 。人匁lの及1 ; 1 : ' 必世界から生まれたものたちには、やがて添

い愛者が育まれていく 。

土の品防災の純度を上げ、さらに焼〈、 iJ'il J立は2，000皮を超え、金属

さえも ｊｲｾ Ｚ＾￪とどめね領域に達する 。 フアインセラミックスと呼ばれ

る。上のさらなる力の発現てある 。欽をも削る日制支耐際和性能、

炎をi l J IHl ' J 1する耐斜形見劉生白色。章Ir しL 、特性が、新たな産業を Ilf. Jいてい

い そ れ ら 先 端技術を自IJj 遣する技祢ト者の熱き思いは、炎を操ろうと

する陶工の気車先 Ul i なって し、 〈。

光
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湯飲みで茶を飲む。素朴なJUL令は手に

なじみ、柔らかさが気侍を解いていく 。

唇を縁にあてる 。泊らかな荒さカヲ誌の

ilil もりをなごませる。ニヒの魅力はそのJ J l L令によるところが大きし、。

たおやかな質! 惑を大地のふと ころに見立て、気持をすべり込ませて

いく 。近年、素朴な質J惑に傾倒していくのは、現代社会の中L僚が、

自由しの場を3ドめているからかもしれな し、。

触れることで斜られる悩械は、 l文胞を介して直に)Ji l J 舶を刺激する 。

シンフ切な伝達であるゆえに、対象は素材を{ 1 c うることがで冶ない。

税党のみを充足させるまがいものの素材が氾t世寸るなかで、触れる

という行為はその兵イ為を隊かめる犬切な備に長い、える 。

触れる



Wel comi ng 

女性デザイナーに聞く

一明日を切り開くデザインのあり方ー

一 一自己紹介及び今の仕事内等について。

妹尾 1964年に京都芸大を出まして家具やインテリア関連の製造

販売をしている こ築工業に就l織しました。二葉工業の製造部門は、

特j主家具がメインで、市庁舎や銀行、住宅の家具を製造しておりま

した。当時、会社内にオリジ‘ ナノレ家具デザ、イン部門ができ、元 ・日

ム[ ) ¥前十の稲ヨ同以目先生がデザインをされていました。先生は京都世

大の非常勤講師もされておりましたので、 そのもとで原寸をかし、た

りする等の仕事をしました。当初は、毎年京都や東京などで1附乍l裂

を聞き、木のオリジ‘ ナノレ家具でG マークをとるなど、いいものを世

の中に出していると自負しておりましたが、ただ孟撞といっても年

11¥1 2 - 3桁の数立でしたので、採ZI的仁はむつかしいと ころでした。

二葉工業社長の、京都の家具1 e-1止に問いたいい、う気持ちて、やっ

ていたと思います。当時、行色した家具が多かった中で、私たちは

木の質感を生かす北欧の家具にあこがれまして、生地仕上げの家具

を制作。会社も、アノレヴァ ・アアノレ卜の家具の総代理底にな ったこ

t て、さらに北区kに傾倒しました。 そんな中でオリジ、ナノレなものを

いかに出していくか t 考えたとき、デンマークのハンス ・ワェグナ

ーの家具に注目しまして、新しいものぞ出すには工法も踏まえて、

』掛成使いがきちんとできないとだめだと考えました。 13年勤めた

後、犯u [。 ちょう E その頃、家共のJIX 1 集家をしておられた織問慾耐l

氏と出会い、世界の精子を勉強したいという思いから、イスの研究

室チェア ーズを結成しました。織日1さんが家具を購入し、和、が本を

収集しました。索H青らしい経験をさせてもらいましたが、やはり私

は家具デザ、イナー として、これからもオリジナノレなものを作ってい

きたいと思っております。

安積 私は、京都芸大の政境デザ、イン科の妹尾先生の元で精子をデ

ザ、インしたのち住宅の設計を学び、卒業後は 3年間設計の仕事をし

ました。その後留学のために英国に波ったのですヵえきっかけは学

生l時代に京都に巡回してきたロイヤノレ ・カレッジ ・オブ ・アー トの

卒業i I l l昨展に触発された経験と、石計三和|紘さんの事務所に勤めてい

た頃に学んだ海外の建築やデザ、インの魅力でした。RCAでは姥築

をするか、他のものをするか悩みました力士イギリスでは建築家が

新しいものを作る機会がないのを見、また内装や古いものの{I断J rと

かでいい仕事を見まして、建築に内部から手を加えるい、うやり }j

がとても而白いなあと思い、家財4に入りました。家具科は、工芸

に近し、科でして、スタジオとワークショップが隣按しており、アイ

デアをすくーに原寸で作る ことができます。学生は、いろんな分野の

人がし、て、家具科の教育の方向性は、家具の地平を広げなさい、 と

いうものでした。先程、妹尾先生も手Ur い、ものができるのはどうい

うt ころからだろうかとおっしゃ っていましたが、 RCAでも毎 LI

そのような言指命があり、それはコンセプ卜なのか、工法なのか、姿

勢なのか、 さ を間的展開なのか等 一 段々な ｭ ｾ ￎ命が繰り広げられており
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ました。私は、そ こで工法を工房のテク ニシャンに教わりながら、

フレキシフソレなフアーニチャーの展開を始めました。イギリスでも

住笠IIJJ の生起きが問題になり始めており、私は場所をとらな い とか、

一つの部屋が多目的に使える家具の提案を し、和、が持っている日本

人としての感覚が、世界の人たちと共有できる ユニバーサノレなもの

じゃないのかなあという t ころを繰り始めました。

そして卒芸新麦、プロダクトデザ、イナーの安秀賞中l' とロンドンにてデ

ザ、イン事務所十組L ， f  Azumi 'sJL:tテ ーフ、ノレウェア ー と家共の自 主

製造販売の製品のブランド名です。 これは、家具会社の方針にJii 鋒干

される ことなく、自分たちの作りたいものを消費者の手の届くもの

にしようと動き始めたものです。デザイナーの こういう活動力t t A 固

では活発で、、「デザ、イナー ・メーカー」と呼ばれ、ア ーツ ・アンド ・

クラフツの流れを汲んた'111
小の工房に支えられて活動をしています。

このような製品を発表する展示会も多〈、ショップのノ叫ヤーなど

が直接買い付けていきます。例えば l 年に l 度行われる f 100%デザ

イン展J では私たちのような活動をしている若手デザ、イナーが数多

く出展し、オリジナリティ ーを競っています。 そうやって発表され

たデザインを企業がｊＮＺＨｾ、取る こ ともあり、そんな中てヰムは卒業作品

の「スクリ ーンっきの棚J をイタリアの家具メ ーカー とライセンス

誌約する ことができました。

妹尾 学往の作品力' V c ' f J 品になるい、うのは、実力の高い学校ですね。

安積 大学院は経験のある入力士自分の作品を作るために L、ってい

るところなので、 l二| 本のそれとはまた迷います。卒業後すくやに自分

で仕事を始める人がか、ため、 P R はどうするか、デザイン儒識はど

うするか、クライアン卜へのフ。レゼ、ンテーションはどうするかなど、

シミュレ ー ションをまじ λ たビジオ、ス ・ マネージメントの ｾ Ｑ Ｇｉｩ ｾｉ ＼ Ｑ があ

ります

妹尾 去大では、プレセツテー ションい、うと、「形の表ちU が「言

葉の表号主」より重視されがちです。芸大から RCAに交換ff! こ主:1-1三と

してい った人が、何人かいますが、自分の作品について、大勢の前

て''1s: rl告で十分に説191できないために、認められなかったことにショ



安積朋子 妹尾衣子

A z umi ' s / デザイナー

1966年広島生まれ。京都市立芸術大学デザイン科環

境デザインを卒業後、建築2宣言十事務所、ゼネコン勤

務を経て渡英。 1995年にロンドンのロイヤ J レ・カレ

ッジ ・オブ ・アート の家具科を卒業と同時にパー ト

ナ一安積伸と Azumi ' s を設立する。英国にとどまり、

家具やテーブル小物の製造販売を手掛ける傍らイ?

リアの家具会社 Lapal ma 社より収納 ・間仕切り家具

を発表。 1998年は日本の会社とも家具 ・照明を共同

開発する予定。

スタ ジオ ・ン主宰/ 京都市立芸術大学 ・非常勤講師

大学卒業後、二葉工業側に入社。家具及びインテリ

アのデサインを通じて、木や椅子の奥深さを知る。

家具のデザインには、世界の家具( 主に椅子) を見

て、触って、座って、知る必要を痛感、織田憲嗣氏

らと「チヱアーズ」を結成( 数年後私は休止) 。 出尽

くした! 撃のある世界の家具を目の当たリにして、日

本の家具のオリジナ J レ・デザインとはなにかを、い

まだ摸索中。

ックを受けて帰ってきます。 自分の能力や作品をアピーノレすること

のづc切さを、身をもって感じた ことでし ょう 。

一一それでは、 今 日のテ ーマである 「テ千イ ンと建築J い 、うこと

で、今もっとも気になっていることについてお話くださし、。

妹尾 ｬ ｾ 紙、家具での素材 ｴ して、制反や人工素材などを使うのが、

しんどくなってきました 。 特にテ ーフ ツレの天板 ｴ かが、ｾ ＡＨｉ［ ｊ［后でない

とイヤなんて、すね。矛盾するようですが、対! l Rにも人聞にも迷惑を

かけないものがし、いなと思いだして、できるだけ自然に近い形で生

活するほうが、快適なのかなあと 。

安積 先生、 この日本の風tif を兄て、それをいうのは勇気があるな

あと，思いますね。それは先生がデザイナー として他の人たちに提案

し ｴｾ ， 、生活ということになりますか 。

妹尾 オ寸オの王匙l犬やさb主コストなどを考えると、受け入れられない

かもしれないが、 とにかく白分の作るものはそうしたいと迎、ってま

す。

安積私は、 生き方や態度とかが表現できるようなものが作れて、

それに共鳴する人がそれを使ってくれればいいなあ t 思いますね。

人間の生活 t か生き方とかが、 もっともっ t シンフ。ノレになればいい

なあと思いますね。 シンプノレというのは、戚飾がないということ、

世の 1:1:1のはやり に惑わされないことではないでし ょうか。

妹尾 今、建築の世界でも、吉判 )1国三さんとか、清家清さんとかが

見直されていますね。私 i立、経年変化石「感じられるものに愛着を感

じTごしています。

安積 製品の寿命については限りがあると思い ますが 、 ｴ ｾｴ ，ごデザ、イ

ンとしては生き残るデザ‘ インにしたいと思います。そうする こと で、

短期的なファッションを生き減って長〈使われればうれしいですね。

ですから、そういった姿勢のメ ーカ- 1 : 組んでマ ス ・プ ロダクショ

ンの力も使えたら いいなと思います。

一一最後に建築、あるいは建築家に期待する ことについて。

妹尾 処築家に自分の作った空11¥1にふさわしし、家具、特に椅子に至

るまで、 デザ、イン してはい 、。たとえば{主宅系の建築刻信志を凡ま す

と建築のなかにハンス ・ウェグナーの Y チェアーが入っているのを

よく見かけ ますが、建築と合っていない場合が多いです ね。建築家

の空間に対するイメ ージぞふくらませる ことで、 新しい切り口の家

具が生まれるかもしれな L 、。

企画/ 会員企画小委員会

Di rector / A. TSUKAGUCHI  

1991年 12月29日 於本会会験室

安積 家具ff，l昨 は非常にl時1mがかかる 。今の建築家を見ていると 忙

しすぎてそんな| 時聞がないのではと思います。家具は、芥 らしに対

する思想がないと作れない。私は、家具デザイ ナーと建築家が共同

すれば ｌ 、いことだと思います 。 実際、私たちは建築家から依 Ａｬｩ ｊｩ ｾ 受

けて、ある大学のレセプションに置かれるテ ープノレの! 闘を兼ねたフ

レキシブノレな』奇子をデザインしましたが、その過程で、家具の一昔11

を内装 t して使う こと で物置スペースの不足を解消するといったよ

うな共同作業主? 経験しました。 そうい ったコラボ、レーションができ

ない場合は、建築はできるたV ニュートラノレな器として残してあ っ

たほうが、使う人の個性を閃l央て、きるものになるのではないでしょ

うか。 それと同じで、私たちの家具も、空間に対応してフレキシブ

ノレに変化するものを悦楽しています。

二葉工業のオリジナル家具、 G マーク商品 ( 妹尾衣子)

妹尾 ちょっと話が変わりますが、私は建築家はもっと自然の材料、

自然のエオ、ノレギーを使う こと に関心をもってほし いの し そ れ を 社

会にアピ ー ノレしてほしい 。 インテリアも含む、広いｾ築分Ａ野として、

佐築の{ J ! i Jから筋道を立てて :III J度を作り上けてもらえたら、 Jil矧 ) J が

あると忠、います。

安積 私は、主主築家にはも っ と11 々の生活を大事にして、自分が設

叶するような家や施設の「イ刻 11者J になって欲しいと思います。引

在の日本の経済的なレベ、ノレはヨーロツノ f を上回るものがあると思い

ますし、今の時点で日Fらしの質」について考える| 時間的な余裕が

あれば、ヨ ー ロッパとは違った建築の着地点に行けるのではないで

しょうか。

W 
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こういった杭造、伝統的仕 11 と小壁を持つ車IU組、貫入りの土塗り

壁等をｾｾ￪ｊＮｷＮして、伝統的司法の住宅耐ぷ性能が適切に許可 ｩｬｬ￮ で きる方

法を定めている 。

その持色の最大の点は、 J ニ塗り壁のせん断力と小壁付きの車111M!. ラ

ーメン効果( 図 2 Ｉを耐ＩＩｾ利 ｩｕ￮ に取り入れたところにある 。 従米の

市話完診断の方法である壁面jの立を算定すると同様に、水平J底抗力の

計算に小壁のj写さと柱の太さにより耐) J壁として評価iするブT法を定

めたものである 。 言 ｉ Ｍ ｲＮ ｦｾ｜ は 表 Ｑ のとおりであるが、柱スノ ｦ ン Ｙ Ｐ｣ ｭ 単

位て耳定した表を策定して、簡単に使用できるようにしている 。

また、耐力壁の配置ノ ｦ ランスとして偏心率の計 ｾ ｴ ｬＭ を柱の直下率や

壁面の配置評点に読み特えて分かりやすいもの t している 。

既存の伝統的工法の住宅の耐花史診断の目安として活用してもらう

ものであり、県民の診断、相談に1l8lJ するものである 。

この診断方法のイ1l . ! J刊によって、伝統的工法の住宅では、壁iui 宜よ

りは劣化や造拠部分の補強力f、より霊安な結果となっている 。

l伝統的工法の耐震診断方法

/ / 石川県/ ー

これまで石川県は、地震に|刻して大きな被害 を受けた経験はなか

ったが、先の阪和1
1 ・淡路大足災においては、 7片い木造住宅仁被害が

多〈、死者も多〈出ている報道等から、既存の木造住宅に関する耐

2之七の関心も高まった。

このため、建築士に対し ifu;出ミ診断と補強苅法の講習会を開催し、

技判 ｦ 諸の養成を行うとともに、弘ｾ築士司 Ｚ 嚇所 ｉｴｊ ， 会と協力して県民の

相談窓口の11日設、市ト股診断の支彼等の施策を行ってきた。

診断により危険と判定された住宅について必要な改修等が行われ

ることにより、安全性の確保が促進されることを期待したものであ

る。
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両側 lこ小笠 ( 垂壁) のある場合 B  

図 2 小壁付独立柱

ァ表 1 等価壁長の計算式一一一ーーー 一一一一一一一一:

j  図 2 の保怖において、独立住 1 ;本の等仰ii1ltl at e は次式で計算できる。

h  

αe =  .!!:L_，_笠!!l_

αe '  El  

ここに、 h 位 の ｾＧ Ｚｪ ｴ＾ (cm)  (鎚イ7または上台232上端iから小援部分上端までのjミさ)

ｨ ， 礎石または上台 等 ｉ ｾ 端か ら 鴨居 等 ｴ 端まで の 長さ Ｈ｣ｭＩ

:  h，鴨居等上端から小暗部分上端までの長さ (cm)

:  e  校制削HJ 寸法 (化師叫m) (仇A の場桝令 (ωい，+ι

E  畿 ｳ剥維 Ｑ世 主ｾ ［ｊ方 ｊ 向 の ヤ ンク グ ･ 仔係、数 (=8ω00∞0∞0似kg/c叩m'九とする引)

:  1  柱の断I而師 2 次モ一メント ( cm

4

つ) (伊= a
4

‘
/ 1ロ2) :  

a:  f'l 伎の径 ( cm)

県民の両元主に|刻する立識の向上と市町民翻析等の促進守凶るため、

県内の木造戸建て住宅に対して精密診断をする場合に、診断P1J1iの

2分の 1 を、 46千円を限度に補助。 また、車fi 密診断の結巣に基づき

師協改修の実施設計ーをする場令は、前十費用の 2分の l を、 1のJI 工l

Sナ| 相互に補助する jl ，IJ 度を設けている( 平成 7壬I'- filJ 設) 。

9年度に利用者はないが、市・目ぷ会位rr を希望する人がいないわけで

はなく、簡易診断により危険と判断され、改修ではなく主ｾて終えに

至ってしまうため、折Ii W; をうける Zjo ; ，例がなくなっているようである。

|鮒iJI ・泌路大混災から 3' 1三経 過し、相当に|品l心力T薄れている のが

実 情てあるが、新しく正ｾ 設する住宅についても、 椛造的なバラ ンス

に注意して耐震性のす〈守れた住宅となるよう、技体? 的な指導等を絞

けていく必要がある t 考えている 。 ( ふじむら よしふみ)

2， 

端部の独立柱の場合

一 」
L 一e，一一一一一L

」ーー

A  

恥問主診断には、( 財) 日木建築| 防災協会等が作成した「木造住毛ーの

耐震精密浩断と補強ブ地」を仰刊してきた力士この診断方法は、最

近の木造住宅の椛造には有効てあるが、石川県の伝統的な工法によ

る壁の少ない住宅、特に能登地区てY史われてきている構造には有効

でないことが分かった。

しかし、伝統的工法による住2とが多〈、県民の相談等に応じるた

めにはなんらかの診断労法を検討することが必要 t なった。

このため、県は金沢工業悼の鈴木有税受を委員長として、伝統

的な民家の実態と搬はの特徴等から面協診断の実務的なっ版 を 策

定し、さらに、構造上の問題点と 実用的な補強弁法に ついての指針

を示す調査を平成 7年 度 、 ド1'. )立に委託して策定した。

l在来の伝統的工法による住宅の耐震診断等

法

令

コ

ー

ナ

ー

l耐震診断等の支援

l能登地区独特のサシモン造り

石川県の伝拙' ，{ パ主宅の構造のサシモン造りの特徴としては、家の

1' 1
1
心 lこめるオエ( チヤノマ、ヒロマ) には、 天升=ヵ清い吹き抜け空

間の上部で、サシモンと 呼ばれる太い梁を十字やキの字状に互いに

かみ合わせて波して いる 。 そして、サシモンを束力主受け、束と柱を

緊 ｾＺｩＧｩ する何段も重ねられる Ｑ ＧＮＱＺとその 問に 塗り込めた土塗り壁、 附属

の':: Jきて束を 40- 5Ocmの高さのヒラモンが受け、太い柱にその力を

fムえている( 図 1 )。 このオエが家全体の椛迂U: : . の核にもなって いる

( さらに、各部屋の上告11にもサシモンを交差させ、がっちり回めて

いる場合もある) 。

構造的にがっちり

lおわりに

医lめることにより、

建物はより剛になり、

右足れを防ぎ、 それぞ

支える太い柱ととも

に耐良性のある椛jti

となっており、 一般

的な壁面は少ない桃

造である 。

サシモン造りの構造図

サシモン

ヒラモン

東

貧

柱

図 1
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そで壁新設による補強

/ / 大阪府/ つ

大阪府下における mj;j Z点診断補助制度は、平成 7年 12月に大阪市が

いち早〈制度化し、翌年 9 月に大阪府カ叶illlT村への補附制度を設け、

市IIIJ ヰすの制度創設を促進してきた。結果、平成 9 年度末では44市町

村のうち 30市町村で制度が整備さ札平成10年度始めには39市町村

で整備が見込まれて L、る 。

補助対象は、市崎史改4劉足進法に規定された特定建築物 t 昭和56年

以前の住毛て、木造住宅の利用笑志向正平成 7 年 度 か ら の 婦 げ 平 成

9年度末現在ようやく 8 M'斗を超えたところである。

府の補助制度では、木造住宅 1戸あたり 2万 5千円 ( 5 万円の 2

分の 1 ) を補助限度としている 。

構造用合板による補強アーチ型集成材フレームによる補強

. ' ) - 7 レット

「これは簡単 l 木造住宅

の簡便な耐震改修J

監修

大阪府立ｬＡ築剖 ｬｩｬｬ 築桁導ｾＪ

発行( l 11J い合わせ先)

l l IIl大阪ill 築防災センター

大 阪 市中央 区tl 人総2- 1- 10

TEL 06-942- 0190 

発行年} I :

平1ili: 10年 3 ) j  

鉄筋プレースによる補強

木造住宅の市長主診断の笑11包にあたっては、診断技術者を養成して

おり、平成 7年度から「木造住制捜診断誹習会j を到血し、平成

9年度までに約1，000名が受講している 。受講者は、住宅の設計・施

工に携わる大工 ・工務j苫の技術者が多〈、偏心率等の計算等に苦労

された方もある 。

l木造住宅の耐震診断技術者の養成

改修方法について検討を統けてきた。検討にあたっては、間日本建

築構造技祢市協会l長岡支部のメンバーを中心にワ ーキング計器成、

近畿大学の村上先生や金沢工知立学の街燦先生に願11] 1をお願いした。

また、強度f J l : 験や施工、見積の組長等から附日本住宅 ・本f ; j 技術セ

ンタ一、 (紛日本木造住宅産業協会近畿支部、大阪主建主設労f官働f到ωリ由IJN;組品合にも

i紛dか!

限られたZ費を用てで‘ ! 住みながら 1短いJ矧U羽捌1羽|悩附H閉1でで、!川1:間1昔剖I'J取りを変えること

な< ， ; ををコンセプトいにこ才布補n防i沼q強虫削ブ方T法や半布祁補I1市Ii強刷{汐例ダ列リ作をま とめ、 平成10併王4年1:'三3 月に

51  

(l，l;j)jて11政 E築防災センタ 一発行のリ ー フレツ卜にして公開している 。

2 . 耐震診断 ・改修相談窓 口の継続

このような簡便な改修の提案を契機に、さらに木造住宅の除臨診

断 ・改修を促進するため、府民からの! 日J¥、合わせにt削船二対応、でき

るよう、平成 7年度から似あ1 ( 11反建築防災センタ ーに設置されている

相談窓口を今後も 引 き続き設置していくこ t にした。設置費用はこ

れまで大 ｾＱＰ 荷が 一ー 部負担してきたが、平成 ＱＰ 年度からは、新たに設

立する大阪建築物記1; ，) ，版刷主協議会( 仮称) において、府および

司illlT村 の負担金の一部から補助する予定である。今後とも、木造住

宅の耐震診断 ・改修の促進に努めていき t:. い。

ち斑実施されている剛史診断は、 |刻係建築団体の協力もあり、 11

ぼ Ｕ 万円程度でＮｾ庖されている 。実際 には、現地調査と報告 書 作成、

特に偏心率等の計算ぞ含めるとかなりのH寺問を要するものである 。

そこで二診断投手l'措や診断布li1l tJ に携わる行政担当者の意見等 を受

けて、平成 9年反日明に診断報告書の内容について府内特定行政庁

が連携して検討した。 そこでは、仙荷県の先進事秒IJ 等を参考に、報

告書ーは所見等て所有者にわかりやす いも のにし、偏心等の計算を伴

わない簡易診断レベルでいいのではないかと意見もあったが、面、j震

改修促進法に基づく指針を踏まえて、将来の面、j震 改 儲1画の認定申

請にも対応、て3 るためには、偏心等の計算も含んだ精密診断にして

おく必要がある t いう t訴命に達した。

そこで、作成される報告書の様式として「木造住宅耐震診凶f報告

書J ! : 、作成要領としての「木造住宅同様診断マ ニュアノりをまと

めた。 この報告畜には、所有者に主! ! : 物のど こがどのように弱くて、

今後どのようにすればいいかを総合所見やワンポイン卜アドバイス

として記入し、偏心や水平抵抗力は青I-t ，! : 結果のみ記載する ことに し

た。言十釘過程に ついては技手l'諸手持ちのマニュアノレの中て、官卜算て、き

るように配慮している 。

l木造住宅の耐震診断報告書の統一

木造住宅の簡便な耐震改修 ( リーフレ y トよリ一部抜粋)

のり お)uさわTご

l木造住宅の耐震診断・改修の促進にむけて

木造住宅の両懐診断は、たとえ費用が 5 J 5p:Jであ っても、直ち に

診断の実績が士自えるものでもない。それは、診断ーした ところで、改

修に目処が立たないからであろう 。

1. 木造住宅の簡便 な耐震改修

大腕符では、平成 7 年度、 8年度に学識経時賭等て柚ji 止する検討

委員会を設置、その重点検討項目のーっとして、木造住宅の簡便な



鋼管の立体トラスと被評 行線ケーブル明 い た75mスパン張弦梁

吉 津 幹 夫 山 本 健 二

附日建設計大阪本社僑造設計主管、情造設計室員
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今年 4 月にオ ープンした:IUω + 1 市のアジア太平洋インポートマー

卜西 日本総合展示場新館は、而fl 'i 8000m'の大展示場を有し、む支をイ

メージしたやわらかなタ怜見を特徴としている( 写真 1 )。

この大展示場はスノ ｦ ン ＷＵＮＱＵｭ ・ 奥行き ＱＰＸｭ Ｎ 天 う ｈ 二高 さ ＱＲｭ のｾＡＧ，ｆ，

肱 k空11日で、屋樹純には、鋼管・の立体トラスτ構成したアーチ梨

椛しお強度の被覆平行線ケーフツレとを合成した一方向の張弦梁を

採用した。

この際 ｾｨｬ 点二におｉｴる設計上の 工夫 ｊ 去を小心に報告する 。

写真 1 アジア太平洋インポートマート西日本総合展示場新館

所 在 地 北1lUJo!市小tr北区浅野 3 fl 1 2 - 3 61他

建 築 主 北MJo!市

設 計 ( 株) 日建設計

l*i ＮｬＱｾ＠ ｾｴＱ ｬｊＩＫｬ ｲｬ￯ ，＠ Ｈ ［株Ｉ口雄 ｩ 没 ｾｉ ・

施 工鹿ね ・ フジタ ・ 才干築主ｬＡｾｾりたｼ日 ｬ 企業体

M; べI餅，'1 31， 495m' ωIJ にj百ぬ』センタ一棟83 ，092m' )

附 数 地 下 l 附 地 上 4 JIl'i (-1，;':，:":j 剖;，:':j さ GL+20. 92m)

構 造 地 下 : RCki ・S R C造、 J也|二: SR C m. 鉄骨造

fi 皮をイメ ージしたやわらかな形態の外相LJ ｉｾ ま快に美しく兄せる

立匠材としての嫡削というな匠性と、「設備やフックなどの吊り物

の許容J I展示場を分自lする可動1m仕切り壁の設遊J い、う機能性

を、椛造計画にどのように周l央するかがポイントであった。

ｩ 皮をイメ ー ジした外観 ｊｦｾ 状喜久典なる ＲＪｾ ｊｩのア ー チ架椛で形づ

くるとともに、ア ーチ 矧H."ti ' l j : 成する部材に鋼管ぞ選択し、 5問玄材

としてのケ ー ブルとともに仇造材をそのままｾ匠材として美しく舷

快に兄せることを設計官［図とし、屋梅 ｦ ， ｙｾ 造 ｾ￬ 決定した 。

写真 2、写真 3 に内観; l Xi.兄を示す。

lデザインコンセプト

構

造

の

頁

曲率半径をもっ形状のアーチ架村? を、交互に配置している 。屋中断犬

図に示すT 1 1: T  2 は張弦梁で令計 9 台、 T 3 は展示場ぞ 3分害I j で

きる可到'Jlm仕切り壁を設置する鉄什トラス梁で合計 2 台である 。

日長 ｾｨｬ 裂 Ｚｔ 1、T 2 のサグ( アーチT良部 t ケーフツレ偏向部のレベノレ

差) は6. 8mとし、スパン75 .15mの1/11剖倒呆している 。鉄骨 ト

ラス梁T 3 は、可動間仕切り壁を上古11から吊る昔11材をアーチ謝花の

タイ材としてJ l j いたタイド‘ アーチf，Yi: 造としている。

日Ａｾ弦梁 ｔＱ 、 ｔＲ および欽 什 卜ラス梁 ｔＳ ＱＺもに、アーチ拠慨は

鋼管の立体トラスとし、凡 λ がかりを同一にしている 。

東西の支j j1(剖11立、日間務果、 ・欽什卜ラス梁ともに、西{ J [ 作開制妾とし、

:m:{J!l lをスパン方向( 東西方向) のローラ ー支永として L 、る 。屋椴 構

造に作用する :ttJ!.ajJ の下宮11m造への伝達については、スノ f ン方向は

西側 コアのみで処理し、桁行方向( 南北方向) は両サイドの支永部

とアーチ架桃T良部のつなぎ梁て処思している。

ア ー チタ ｾｙｾ を構成する飾的＿の立体トラスの Ｗ Ｑ ｾ 状は、定、匠性と応力

変形性状を悲にして慎重に決定した。立体トラスの凶汗仰阪は逆三角

形を基本とし、 "1
1
央部で‘ 最大( トラス成 2. 5m、 トラス ｬ�ｾ :  4. 3 

ｭＩ 、ｪｪＱ ｩｪ ［ｩｬ柿 ｈ てい ｩ ル ｬ 、Ｈトラス成 ・ トラス ｬ � ｾ ともに 1. 0m) の断面をも

ち、下 Ｑ 玄キオを Ｒ 本ペアの鋼管とした出訂ｦｦ￮［ｊ ｦｾ としている 。

立f本トラスに用いた鋼管の材質は S TK 490 (50キロ鋼) で、鋼管

径を7J; 匠的な而から決定し、断I u i 設; t.I-において鋼管の肉厚て淵援す

ることとした。鋼管の断而のサイズ!i 次の通りである 。

・上弦材: 318.5ct x 12.0  (一一i¥l 1318. 5ct X  32 .0) 

・下弦材 : 165 .2φX  12.0 - 16. 0 

・斜 材 89. 1ct X 6.0  (一部 89. 1φX 9. 5、 114. 3φX 6.0)

・束 材 : 139 .8φX  12. 0 

l鋼管の立体トラス

展示場内観( 張弦梁をスパン方向に望む)写真 2

展示場内観( 張弦梁を桁行方向に望む)

図 1 にリ同玄梁の"1車Ilを、 図 2 に桝込概裂を示す。

! 制限j に村I守1画 !i 、桁行方11，1の9 mごとに一方向の75.15m スパン

リ邸主総および鉄骨卜ラス泌を配置した。i皮をイメ ージした形態の外

生J I . は、桁行方向の9 mごとにボ西の軒先を交互に高低差をつけるこ

とにより形成している 。 このため に、項部レベノレが同ーの 2租到iの

建築と社会 ・1998. 5

l屋根架構計画の概要

写真 3
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図 1 張弦梁の骨組パース

④ 

J 張弦梁 屋根梁

， - - ' - ーム司ム

屋根菌プレー示 みトラス

直豆国

ｊ 歪荷ｾミｾ以気対込

| 鉄骨 卜ラス構造 ( T3) I  

出叫

① ②  ⑪ 

図 2 構造概要図

! 被覆平行線ケーブル

主丸 ｦ 也 カ ｻ Ｑｾ ￭ ， ＱＱ 海部の埋立地である こ とから、来日長柄 ・ ニー ノレセン 析な

ど桁よ誌の分野で実績があり、耐久性の信頼性が17i いメンテナンスフ

リーの被援平行線ケーフツレを張弦材に採用した 。 材質は ｮ Ｊ ｦ， ｉ ，杭 ｩ ｾ ｾ 造

協会「桃造mケーフツレガu: 持」にi量l令する NGS- 121を選定した。 これ

は J r SG3502 ( ピアノ線) に適令する直後7mmの日強度 (160kg/mm
2

)

の亜鉛めっき銅線の紫線121*を束ねてポリ エチ レン被覆したもの

で、ストランド、の外径は85mm、被援後の外径は99mmである 。被桜平

行線ケ ーブルl主計色フッ素粒t J J r . 被覆をさらに設けてカラーケーブル

として色の選択をで、きるい、う立正l二のメリットもある 。今阿のケ

ーフツレの色は、7A; 匠設青|者の選定により! f ' N: 主色の!I ' l 色としている 。

ケーブルの導入張力は、以下のブJ 査|に基づいて決定している 。

①瓜荷重l時にケーフツレ張力が抜けないように設計張力を設定する。

②ケ ーフツレのリラクセーションおよび}i i Uj i ，! ; 濯を考応、して導入張力

1. : J : 設計切りJ の 11i l]l¥'/しと する 。

iケーブル定着部

椛 ｾ材を 比えがかり のＭｑ［、 Ｑ Ｉ｛，材とするために、鋼官 ー の桜モト書 ｉ ｾ はすべ

て溶接4妾合て丸えがかりはグラインダ- 1J : J ::. げとするとともに、ケ

ーフ ツ ν の定着古 ＱＱＱＺ 偏向 音 ｲｾ のテ ｙ テーノレにも出 ｉ ｉｉ 心の注意を払った。

ＡｦＧ ＱＧ に苦労したのはケ ー フツレￆＺ ｾｙｾ 者 ｲｾ のディテ ー ノレであった 。 ｪ ｪｊ ｲ ， Ｚ［ｦ［ の

リ邸玄よ誌においては、杭足 ＨＱ 句な ｩｬ￬ｾ 告 Ｑ ｉ 位であるため重装 備になりがち

なケ ーフツレ定着部が見 λ がかりになる ことが多い。今回の張弦梁に

おいては、このような立E 仁の謝極右「解決する方策として、ア ーチ

保柿を鋼管の立体トラスて、寸門玄材を 2;1ドペアの鋼官ーとした ことを利

ＩＱＱ し、ケーフツレ 定ず「部を立体卜ラスの ｼ 人的 ｉｾ に納めて展 示場主 ＱＯ り から

見え ないようにする ことがてＮ Ｎｾ t:. 。

図 3、図 4 には、それぞれケーフツレ 'j' :!R来11 1 : 端部を示す。

① 

⑪ 

@  

構

造

の

頁

図 3 ケーブル中央部パース

l F L  

→ 

BIF L  

-

図 4 ケーブル端部パース

lあとがき

引訪玄 ｾ佐 い、う、 設計 Ｑ 皆翌日 l : i J i L[の IhMillJJ 作業が重要となるW;: Jd: てあ

ったが、 関係者の努力により: ; kJi IlL[ ヵ勢丹度良〈遂行され、当初イメ

ージしていたコンセプ 卜通りの展示場の屈綴が完成した。

主ｾ築主である ［ ｪ 口凶ｼ市 建築Ａ可処築昔 Ｑ ｉ 娃築第一課をはじめ、当該Ｚ建

設工 Ｑ Ｑ＾［ＺＨ こ従 ｾ ｉ Ｇ［ された多くの方々の尽力に感謝したい 。

( よしぎわ みきお、やまもと けんじ)
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現代人は、運動が不足し、足 ・体への刺激が少なくな っている 。

そこて、万¥18に入る ことにより、運動不是を解消し、倣mR増進を図る

ことを目的とした流水浴がある 。

人類の起源l. t)' <であり、現在の文句1は海や川の水に固まれて形成

されている 。 また、人IllJのf本は約70%が水分てーあり、たとえばゴム

などよりもはるかに軟 らかい物体である 。だから、人体に外か らカ

が加わると非常によく変形する 。

流れる水の中 lこf本を置くと、 il，'.¥ (カノレマンj前) が生じる 。 このil:.¥

が、体の表面つま

り皮下脂肪や筋肉

を、ノ f タノ f タとな

びく旗のように勢

いよく振動( フラ

ッター現象) させ

る( 図 1 )。

ふくよかな女性

----ー・、

。tJ匂 JU

水流 おZL7面 三三三) 揺れ

図 1 水流による体表面の綴れ

設

備

の

頁

の腹部及び背部に揺れを計測する加速計を取り付け、そ の揺れを調

べると、 図 2のようになる 。主に 8 - 9 Hz (1 秒間に 8 - 9 回の速

さ) て1本表面カ濡れていることがわかる 。

. :  1Ii1. 1.! 位 i泣

← :t hlll! 方向

加速度計取付位置

上下振動
腹部 振illJ)

10 

i HE述1. 25 ( m/  sec) 

20 30 40  50  Hz 流速方向。 ( deg)

図 2 体表面の鎗れ

11 : 本表面の揺れの効果

1. 体型的効果 流水に体を 当てると、強くやさしくもみほぐさ

れる。 その結果、その部分の肉質がl次らかくなる 。一方、体と体の

窃j きや熱の放出、発汗の促進によ って、エオ、ノレギーを消耗する 。す

なわち、 JI 削方分力吻蛾 ・分解されて減少する。 この状態は入浴後も

しば らく持続され、 シェイ プアッフヲj栄が符られる のである 。

2. 精神的効果 一散的に粕t'l' 的ストレスの解消には運動を行う 。

ＱＮ Ｘｭ Ｏ ｳ･｣ の流水ｴＺ Ｑｾ て Ｇ ＱＰ 分 Ｑ Ｑｊ Ｑ ＱＺ材呆制 ｔ うと、ジ ‘ ョギン グ やテニスを

行ったのと同等のエオ、ノレギーを消費する 。 このため流水i谷後は、さ

わやかな疲労感をあじわうことができる 。 また、流水は新陳{ - ¥j 射を

活発にし、消化作用をも自主させ、枠内l' と肉体のバランスをと ってス

トレスによる興奮状態を鋲静する効果がある 。

日本人の大部分は、お) l I . 呂がリラクセーションに良いとい っても、

反対はきれないた、、ろう 。 さらに、71' <流が1mわる t その効果はf音増す
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流水浴の利用と効果

谷 口 大

併記ハ'パンアクアテ叩専務取締役

る。 これは、体表面への繰り返し刺激が効くものと思われる 。 リラ

ックス状態の脳波は α 波になるが、流水中で、も α i皮になりやすい

こと力市街忽されている 。

l生体活性化効果( リフレッシユ)

1. 皮膚の活性化 i荒y陥は、 iJil J%. 差による刺激で羽川血管制1/

激し皮府の新 ｾｊｒ イ守射を促進する 。 また、水圧 ｴ 水の流れにより、

石けんやシャンプ ー でＧｾ易にとれない汗腺や毛綴につまったアカや

不純物もひっくるめて7 1 ' < にiitE してしまい、l支府l呼吸を旺盛にし、新

陳代謝を強めるのである 。

次のような皮膚疾忠に有効である 。角イ匂定 (1支府fがかたくなる病

気j 、j:ffi_疹、血行障害 ( 制服飛、うっ血斑) 、多汗症 (i 干が出すま

る) 、乏汗症( 汗が出にくい) 、汗疹、ニキビ。

2. 老化防止 寸生に年をとる t 、運動不足、体への刺激不足に

なりがちである 。 そこで、少し体を動かせば、かなりの運ffij J 3効果の

ある流水浴が効果的となる 。運動不足を補って、速l l i : J Jできる体力、

気力をつくるためにも流水力の応用は増すのである 。

3. 内臓・神経・筋肉等の活性化 体の広範囲に強力な7 I ' <i荒を 当

て、血管: や白調持'1'経や内臓な E に外部からやさしく刺激を加えるこ

とにより、血液等の循環が促進され、体内の新陳代謝が活発になる 。

l水流発生装置

7/ < i 荒を発生させる方法を大別すると、渦巻ポンプにより下iitW!JJの

l吸い込みノズノレより l吐き出すジ‘ェッ卜 H貫流方式と、プロペラをモー

ターにより回転させ、大it の7 1 ' < の流れを発生させるプロペラ同流方

式とがある 。 ジ、エッ 卜l'l' li i t E 方式はノズ‘ ノレから水をI吐き出しているた

め、体に局昔11的に 当てる こと により、指圧的な効果を生む。一方、

プロペラ回流方式は、大企の7 1 ' < の流れを効率よくつくる こと ができ、

が帖l全体に流れを手間三させることができる 。 また、プロペラが回転

すると水の流れはらせん状に流れており、 このらせん状の流れがマ

ッサージ‘ 効果を生む こt ができる 。

図 3 にプロペラ回流方式の椛造を示す。

図 3 プロペラ回流方式のシステム

l痩身を目的とした装置

痩身を目的とした装置として「アクアビューティ ーJ (写真 1 ) が

ある 。 この装告は、流 ｹ 同日 全 体力 ｾｩ 走路の 一 部となるような桃造で、

大きなスクリューを用いて強力なy対荒をつ くっている 。i谷ft' V苦11の寸



写真 1 痩身を目的とした装置

法が長さ1 . 4mX  

申高 2. 1 m X  i奈 さ

O. 96m i : 広くな

っており、立位て

入浴し、流水内て、

ｩｾ 立を動かすことが

可能となっている。

流速は最大2. 5m

/sec て¥本人の体

力や体調に合わせ

て3段附の税調i を

選定することがで

写真 2 家庭用の痩身のための装置

きる。

このほか、家庭月3サイズの 「ア クアエレカ、、ンス J (写真 2) や「ア

クアドリ ームJ なども JiJ なされている 。

lリラクセーションを目的とした装置

リラ クセーショ

ンを目的とした装

置として「アクア

リラックスJ (写真

3  ) がある。この

装置は、おIL7ドに よ

るf話れ刺激に音楽、

11;9._'1象の剥 lみ合わせ

からなり、背任の

ゆらぎ、- rJtJ: tのゆ

写真 3 リラクセーションを目的とした装置 らぎ、体表而の揺

らぎにより脳波を α 波に移行させる装置である。

l多目的流水ブール

流水プーノレは、複数のプロペラによって水を加速させ、プーノレ全

体に均一流を手民主させる: f i VJ 迭となっている。使用目的や設置場所の

条件により、縦制部設式1和ドフ。ーノレと桃術事;:!:i¥im/ドプーノレがある 。流

速も oＭＲＮＲｭ Ｏ ｳ･｣ まで併設ｼ併にｾｊＩ耐 ｪ できるため、水泳の初心者か

らオリンピック選手まで能力に応じた1混迷の選定ができ、 1J!1JTuiにi永

者を観察できる大きな窓を装置した流水プーノレもある( 写真 4 )。

写真 4 多目的流水プール

l流水リハビリ装置

流水リハビリ装置「フローミノレ」は、水による浮力、祇抗力を利

用した脚YJ(I(J な肋ドトレーニ ング装置である。

プロぺラによって引き起こされる7 ) c 流が流れ、回j和ド憎の床には

トレッドミノレが設置されており、この上を7 ) c 流に抗して歩くことに

より、広いプーノレ内て、歩くときと問機の環境を得る こと ができる。

7] ' Q荒と床の速度は 0 - 5  km/hの範囲て澗節される 。杉汗型のリフ ト

で移動ができ、車精子をリフトに横付けて‘きるので、歩けないＺＺｴｾ者

一 ー 一 一 一 ー 『 でも安全にプー

ノレに入ることが

できる 。セラピ

ストはプーノνf Jli J

函のガラス板を

通して7) c 1:j- 1の様

子を観察しなが

ら治療を行う

(写真 5) ので、

濡れる心配はな

く、イ本力的なfl

設

備

の

頁

F M.1200口

[  ]  

、.  
. . . . 面回

写真 5 流水リハビリ装置

担もない。

*  

強力な水流を体に 当てて、人の悦到来や美容に役立てる方法の ':1-
'
で、

特に浴槽の水が全I目的に流れる方式、すなわち 「プロペラによる回

流方式」がシェイプアッフ。や鎚!} lJt に効果的であることを記して きた。

今後は これ らの設IiIIfが、さらに楽 しく、より効巣的に使われるよ

うなソフトの|抑制溜まれる。
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広島の近代文化遺産

忘れられたアレグ 砲 台- 3一

橋本秀夫

側日本建築協会中国支部副支部長

R E P OR T  

令.

aa， 
d， 

@ [  

手 ｌ 溺抄Ｈｾ喬を過ぎ、明徳中学校より入って毘沙門元出置を登 山 する 。

早 ｩ 溜 Ｚ ｩ￬ｬｾｩ 惇には荷揚場 ーを設 け、ｭＺＱｈ ｾｩ 物資を集積する 。 山 陰に ｾｬ ｪｩ 丸木 庫

を配し、 山中 9匝|烏姐しを通り、早瀬第 l 砲台に着 く。陣営は市民

グコース

登山道の足下にあり 、保存良虫干。石造兵舎 2棟、克28f間l向I卸包座、

砲{Jli医II等が瓦草に泳ぎ、自然の中lこ11民ってい る。

防衛庁古文書、 EI : 本築城史図面に従い作図する。早iJ t Thl J t Fは眼下

にあり、大君、高鳥砲台 t 十字弔包火を浴びせ攻撃が展開できる、最

高の地形にある。

市削ニ陸部隊の攻

撃に対応するため、

小火 ｾを布陣した 。

- 早瀬 1

J'i: 2税 制 1"1、欄刈砲 4、

9 臼 4 、 LLlli包 ブ ロ ー

ド エ ノ ν ｉｬｬｬ ｩＧＮＡｬｾ ［、

兵合 5 XI OmX 2棟、

将校! rI 5 X 4 mX 1棟、

ｍ ＳＵￎ ｬｪ ｬＩ ｴＩ ｩ ｬ ￯Ｎ ｗｉ 築ＨＭＹＡｩｾ頼

2 とも)

・早瀬 2

9加 61"Li 拠ひ謝民Ui包4、

Ｙ 臼 Ｔ 、 ｾｉ 似体 ｊｩｦ ｲＮＮ

兵器。多国j "i j r，中il ;t食支lil i.

砲台工! _f予係r v石山三

造j オ主、1，; )11.1栄之助主

任( 1 - 2砲台とも)

当時の現場! 被人の引 き抜き合li 伐と燥3日目li 格 6倍の急J燃は極みに達

し、日当の支払いにも事欠き、統〈金策{ 倒l員先もなくなった。つい

には親方を殺せ? の一歩手前まて" 追い込まれたが、親戚も 必慌て大

金金集めて、 J]j) かった。 そして、大和砲台が完成した。 このように

金子信子さん伏布li1U
T) は、祖父武田兵槌 ( 工事務負者) の難工事

完遂の姿 と、悲惨な家庭生活崩壊の哀訴を、涙 して諮られた。

大君砲台 l立脚j股狙い、早瀬2鮒{ て琉ヒ攻撃する。小火i慌てや甲板

拓ＺＮｾ村ーる 。 ｬｪ ￭ｬＨ国武士の鎧通短剣の必税 ｩ 技法てＺ早瀬の瀬戸を守った

のである。

兵員76人)l大君砲台( 標高14.6 m 

:喝・
.. 7 "  _... - " 、 ・h

ふ 伺 唱 主 “ 一二時 巳 . ー 』 ・‘

大君砲台請負・武田兵槌一家。前列右から 2

人目が金子信子さん

z

m
刀

O

E

↓

l高鳥砲台( 標高山 m)

音戸大橋の山上、

管回屋IUTi l J中にあ

る早州陛塁と共同

し、音戸のi J I i J j 戸を

防備する。両陣営

とも 28柿により敵

般の赫沈を計って

し、 る。

大君砲台ーブンゼン式

9日c m探照灯( 井戸式)

12加 41" 1、移動砲 2、

野砲 4 、機関砲4 、

9 臼 2、

兵 舎 5 X  10m X  2 棟、

発1師、結ば支j・K

ブンゼン式身わb機、

経{必止道 。大柿~大J 1

2000m 

M34将校合、下士官f号、

兵合ＷｊｉＮぴ炊事所 ｗｉ ｾ 高

砲台工事/ 石山三泣少

佐、西村山) ct ! II¥"i長、

藤苛堅郎、 ILi 下*俗、

1:1  "c!i一二主千羽支師

2 連 ア チ ( 煉 瓦 造 )

通信司令所?

大君砲台一山上観測所

- 拠 I!! 灯淡京株

広州r ' J 307.組 芸 子150組( 1 佼点灯 3組 X 1ヵfI = 60組 M37調べ)

. / &設物

m砲砲台=将校外60入、経他台= 将校外20人、兵合内部、銃梨、装具置き tJ.，H，j き

木造=砲共同1. ｾＡ ｉ 喝 ｅ 、 ｩｪＡｾＩ ｴＮＪ ｬｩｬ ￯Ｎ i通{三所、炊: <11υ品、刷、 1家守守「片合

イ7造= 火薬木J i l i . 火J*lil i . 火薬支) ! J i ( 土政治もある) ｭ ｊｬ 羽を土ｾて ｬｬ ｾ ￙Ｇ

・引蹴

ｩ 白血 ＱＱＢｊ ］ ＲＰ Ｐ ｾｾ 以上、ｾￍＧ砲 ］ ＴＰＰ 発、機関他 ］ 2) j 発

}'1: 281ffl 4  J"J 、保式機|対

抗包 4、町市包 2

j刷 119迷 21"J 、管回屋

II IIl 挺本長li . 警固屈総食

文j . li

経{史鉄道: 古川H 可Jt，i

午 ￯Ｍｾ 可 Ｑｾ 検路 ＸＲＵＰｭ

砲f;コ:Z!H:長官/ 石山三

造少件、二邸時彦投手、

現場1制守/ 石間雄一郎

¥"i 長

工'!i ;i i'lu人/ 広島市竹

Ａｴｬｉ ｉｬ ｔ Ｇ 竹 ｌｾｪ ｊ［Ｈｩ吉Ｈ火薬

1・j(街e )

l早瀬室塁 (早瀬第 1- 第 2砲台) Ｈ，ｦ，｜Ｇ， ｾ Ｇ Ｚ￮ＳＰＳ＠ m)  

高烏砲台一観測所下。司令室?早 瀬隻 塁の古地図( 防衛庁)
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呉市街から 4 km、阿賀i I l 幸を越えると、大空山公闘がある。

戦後この峠に、稲慌をii. 1組員した薪炭車が* た。 3をに新片をつめ込

み、送風し、火勢をつけて出発した。 iiLな坂道を何度か曲がるうち、

釜の火が漏れ、積み荷はーI! 舜火だるまになった。近所の人がE停を止

め、平氏み荷主? なげ捨て、山幸道lま火の海となった。運送者泣かせの山

道であった。

築城当H寺、建設資材も砲fiiil も、人と 13の? ? て羽おきi した。日露風芸

急、なときの極秘築城工事である。

蛇行して要望医道を登ると、兵舎跡地に背年の家力主主主つ。 j結守衛舎

跡、を左にみると、 山陰に R C造火薬支J J : l I と井戸がある。さらに登る

と克2針師包室、者f g{ J ! i J ] i lI が並ぶ。

目則二階段に砲台長、観測IJ 所が重なり、 n艮下に広湾が展望できる。

大空山砲台は呉軍港背而|坊禦の重要盤皇である。 {受人敵軍艦は 28

l大空山砲台 ( 標高187m}

高烏砲台の石造兵舎。フランス風で美しい

V恥也にあるイムj到明造兵舎は呉国風て事をまねき、 モデノレH央写隊が

立ち寄っている 。砲3i IJ の一部は公間主主備に組み こまれ、花に図まれ

て砲台逃J1f が保存された。

ffli -c']則二攻撃するが、万一広治上l鋪 妨11隊のあるときは町泡、歩兵

力主 小 火器て応ＮｬｾＡ￬Ｎ撃滅し、呉主将泌のＱＷＺ事を医 ｼ る 。

z
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S[2続iil4 1"]. 7迷 射 61"1、

保式欄矧1包41"1

観測所、砲，! i 2i 1! 隊長司令所、

地区Ji包兵司令所、火薬ヨuilL

ｾｬ 似 ｕ ド ｊ 私兵務 ｦｬｴ 耳 ｬ Ａｐ ｦｲ 、

呉守ffll i J 也区大' ! l ; ' 山砲兵晶子;

fifr- 呉休山i断言所、

火薬本! 弘樹立食支}!IL

ＱＱＧ 戸、ＺｦＡｾｾ寺、

経使鉄道灰ヶ由来~阿賀

5500m 

f，包台工IJ列車官/ 友野rn二1:11、

石山三造少f! i' .、仁三裕刻:ql

l休石砲台 ( 標高20m、兵員日人)

海岸沿いの老人ホーム常楽園のすぐ上が休石砲台

栄治から音戸大橋をぬけると、 左岸山後に老人ホーム常楽園( 兵

舎、営庭跡? } がある 。前庭か ら山に登る と、古い石造門柱が建ち、

広場( LJJ をFlf'J背IJ 造成) が|日lける 。門正面山l換に石造の砲fJl IJ 庫があり、

主如 ｾ Ｑ ｊｬ ｉｊ に弾丸置き場内 ｴ ぶ 。

広場右 (i 制山1]) の山裾を11f lJ 1) ， 9迷加 2r 可を配備する 。 この木陰

から、音戸のiil!JU'5の敵甲板員を攻撃する。

'; 1!;楽閣から少し阿賀方面に行くと、制J! IJ に観音111奇制J 1i JA肋功る。

これは市J矧砲台の所属である 。

大空山砲台- 2st 留4門並列。左上、砲台長位置

山陰に在る瀬 戸の 砲台跡は ｬ 明治文化力 ｗ ｾ 9， iJ i0i l ひ工はね、たちに希

望 t 活力を与えてくれる 。

休石砲台- 9速加 2 門砲座

57 
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機 器 紹 介

水平炉用加熱温度自動制御装置

L  

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

干 565- 0873 吹田市藤白台 5- 8- 1

T EL. 06- 872- 0391 FAX. 06- 872- 0784 

業務時間 9  :  ｏｏｾ＠ 17 :  15  

平成 9年度Jil!i 1'J t 強制白計画の一環として耐火防火部験室では、水平

炉の力11努¥I，¥¥'J主自由'1ml
]御装置の主主怖を平成 9年 8 月に完了したので、

ここに紹介する。

従来の加熱制笹11は、手動によりコントロールモーターを庁] ，、てカ守

スと空気の宜主? 調節する方法で実施してきたがこの方式では個人差

が生じる。 このため習熟度の影響をなくし、省力イヒを図るために、

本装置を導入した。

今回の自動方式では、プログラムj j ) 1] f s ' ! 1による的確なモーターの開

|羽および安定した加熱制御力可能となった。

本システムは図一1 に示すセンサ一部、調節音11および駆動音IIからな

っている。今回、新たに調節部( 写真一1参照) を整仇した。

以下に仕織を示す。

1  ) テ。ジ、タノレプログラム調節計 ( DC P31)  

(111武ハオ、ウエノレ側製)

記憶容量 : 19プログラムパターン

(30セグメン卜 /1パターン)

2) ノ、イブリッド記録計 (D P  R500)  

( 山立にハオ、ウエノレ鮒製)

本装置を用いて実施した耐火劃験の加熱，i，¥¥' J支測定結果を図- 2 1こ

示す。

水平炉をイ史用したｾｾ貨のお問い合わせについては耐火防火試験室

までお願いします。 ( TEL .06-834-0157)

センサー部| 熱電対

調 蜘 | プ 出 ム 調 節 計 | ー | ハイブリット瑚計|

駆動部 F:/ 丙二Jv予三F三1

空 ガ

気 ス

図一1 加熱温度情IJ 御システム

58 建築と社会 ・1998. 5

写真ー 1 調節部
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建 築 電 気 設 備 編

建築技術者のための建築電気設備の要点目

谷本敏和

側きんでん妓術本部 F M' B M推進部部長

電力系統構成と構内電気方式

を話要家:i J!i Jで、自由に決める こと ができます。

また、 iJ 目玉降下は線路亘長と電流値により決まりますので、大規

f則包設では屯圧の高 い方 ( 3 φ4 W2 4 0 V/  415V ) が有罪r J t なりま

す。

表 3

今回の Ｘ 回シリ ーズでは、娃築技 ｗ ｩ諸に建築 ＧｾｴＡＺ気設備に ｼ 到する一

般? 古識を知っていただくための内容にしたいと考えています。

l電力系統構成

建

築

技

術

者

の

た

め

の

建

築

電

気

設

備

の

要

点

低 圧 の 電 気 方 式

，l 気方式 公称、ｾＱＡ圧Ｈｪ付血危圧Ｉ 主なf f . I 途

l OOV l OOV 一般' ; G: 灯、蛍光灯 ( 30W以下) 、家庭用

'ILf 112 線式 (l OOV)  屯気機械器主具

200V 200V 蛍光灯 ( 40W以上) 、 1肘目屯動機 (40¥iν

111相12 線; 式 (l OOV)  以一!こ) 、工業用電熱告号、大型事務J f ! 機械

l OO/200V l OOV または200V 大ｾ住宅 Ｎ n"fJ J占・ピJ レ・工場などの照明

'111113 線式 (l OOV)  コンセント朗幹線

200V 200V 屯動機 ( 37kW以下) 、工業用，1 1 : 熱恭、

三相 3 線式 ( 200V)  上記動力用幹線

240/415V 240V または415V 大型ビJ レ・工場の幹線。 11 . 術機器主の定格

三キfl 4総式 ( 240V)  屯圧は230V または400V とする。

ｾｇＺ力を供給する ｾｇＺ ｪｊ 会社の施設は、発 ｦｇ 所、変屯所および送 ・ 配

屯線からなり、需要家の桃内施設は自家用屯気工f伸 Jおよび→;jltf l'l

電気工作物い、います( 図 1 )。

に1 白熱灯

¥乙ノ (l OOV 問)

序 口 蛍光灯

ｾ ＨＲ ∞ ｖ 級用Ｉ

市1 電動機

に三ノ (200V. 400V 用)

B  

100V 単相 2線式

つ計同
ム 対地電圧100V

特

別

高

圧

需

要

家

三

高

圧

需

要

家

日

10日1200V 単相 3 線式

三

ヨ

自家用電気工作物

低

圧

需

要

家

約25%

@一

発電比率

約65%約 1 0 %

二次送ｾ線

(154- 66kV)  

三次送電線

( 33- 11kV) 

高圧配電線

(6. 6-3. 3kV)  

低圧配電線

(200V，100V)  

一般用電気工作物
電 力 系 統 構 成 例図 1

B  

20日V 三 相 3 線式

l構内電気万式の概要

受Ｇ ［｛Ｑ Ｇ［ ｲ［Ｚ 圧は、 施 設のＺｊ［ｴ ｕ共 による 契約 屯力 Ｈｫｾ 乃と、屯力 会社の配

屯線の辛附により決まります。

(1) 電圧と受電電圧( 表 1、表 2)  

電 圧の種君Ij表 1

特別市圧J王
一、"

'・・1
庄iJ1 

B  

240/ 415V 三 相 4 線式

7，OOOV 趨過

750V超過- 7，OOOV以下750V 以下

電気方式と変圧器結線図図 2

600V超過- 7，OOOV以下600V 以下

各電力会社標準配電電圧表 2

t しかず)( たにもと

lO，OOOkW以上2，OOOk W- 10 ，OOOkW 50k W- 2 ，OOOkW 
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(2) 構内電気方式の決定

梢内のf国王千五気方式は施設の規艇と負荷内容により、最適の方式

60kV または70kV20kV または30kV6 k V  
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回

O

O
穴

l 冊まるごと妹島平日世へのインタ

ビュー。話は彼女の生い立ちに始

まり、家族のこと、学生時代、そ

して伊東豊雄事務所と時聞を追っ

て進んでゆき、独立後もひとつひ

とつの作品に沿って、その時々の

エピソ ー ドも交えながら設計のプ

ロセスなどが語られていく 。後半

では最新作やプロジェク卜の話な

ども紹介されていて、まさにタイ

トル通り i - 1998J 、これまでの妹

島をまるご と見通せる、ファンに

はたまらない |冊となっている 。

実際彼女の人気は最近の日本人建

築家の中では別格で、こんな本が

出ること自体それを証明している

わけだけど、これまでその人気は

余りにも都合よく単純化された

「妹島J 像、感性とか軽さといっ

た言葉で語られることが多かった。

インタピュア ーのそういった問題

意識が交わす会話は折りに触れ、

彼女の建築に対する真理摩な態度、

尋常でない意志の強さを引 き出し

ている 。 ( S . T )  

人間と環境がどのようにして共生

していくか? が害かれた本である。

我々人間は、自然を征服しようと

して地球環境を悪い方向にむかわ

せている 。( もう何年も前から問題

とされていることであるが… ) そ

うした中、自然の再建 ・創造をお

こなうには、人々に都市を強〈関

心づけるコスモロジー ・今の技術

文明を自然のシステムに近づける

テクノ ロジー ・自然創造の原点で

あるエコロジ ーの 3 つの視点を核

として環境に働き泌けるべきだと

害かれている 。 ドイツ カッセル

市にあるエコロジ一団地、オラン

ダ 1  N  G銀行本部、パウ 口 ・ソ

レリのアーコサンティ ー、新梅田

シティ、等々その他にも多数の事

例を紹介しながら、自然エネルギ

ーの利用技術やピオ卜ープ等、都

市のシステムを、地球の自然シス

テムを破壊することなく自然環境

に組み込む道を見い出そうとして

いる。

建物単体から広大な地域計画まで

広い範囲のことを詳細にかつ多数

の写真やイラス卜によって分かり

やすい構成になっており、環境問

題をより身近に感じられる本であ

る。 ( T. T )  

担当. 会員企画小委員会/ 伊藤郁郎・高岡伸一・ 東宮年一郎・花野元一

ケース ・スタディ ・ハウス ( CSH)

は、 1945年に創刊された「アーツ&

アーキテクチュア j というカリフ

オルニアをベー スにした雑誌によ

って展開されたプログラムによる

提案住宅で、 1966年に雑誌が終刊

しプログラムが終了するまでに 36

のプロジェク卜が提案され、イー

ムズ邸等25軒の住宅が実現したと

ある 。 これらの提案住宅は工業製

品としての施工性 ・経済性、つま

り大量生産を見込んだ工業化住宅

を目標として、イ! k コス卜かつ実験

的な近代住宅のプロトタイプ開発

を目指し、その後のアメリカ現代

建築をはじめ現在活躍する世界中

の多くの建築家に大きな影響を与

えたとされている 。

本容は日本での初めての本格的解

説書とのことだが、建築とメディ

アの関係、テクノロ ジーの意味、

モダニ ズムの継承、ハイテク建築

への影響等、近代から現代への建

築界の動きや考え方、建築のあり

方がよくわかり、現代建築史の一

面をま日る資料として面白く読める 。

(1 .  1)  

関西を中心に全国に会員を持つ自

主的な都市研究と情報交換の会で

ある「インタ ー シティ研究会J に

おいて、「都市の側から駅に関わる

問題提起をする 。」という趣旨で

「研究会に属するさまさ. まな立

場 ・職業の人が、駅のあり方を考

えることで、 「駅J が包含する多織

なまちづくりテーマへのアフロ ー

チをおこな った j 本である 。複数

の執筆者が、「駅の将来像を考え

るJ i駅のトイレ考J i駅と自転車

のよい関係J i駅の経済学J i 実感

的駅私論Jr 駅への想いでまちづく

り」等身のテ ーマで駅にこだわっ

た話を展開している 。新しい駅の

あり方が摸索されている中、フラ

ンス国鉄 ・大西洋 T G V の「駅憲

章j の最初の言葉「駅は駅に似て

いなければならないJ という言葉

を問題提起に、まちづくりにとっ

て「駅J とはどうあるべきかを考

えている。我キが普段なにげなく

通過あるいは利用している駅を再

認識させてくれる本である 。

( M.  H )  
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まちなみの記憶は、薄皮を重ねたような淡

い記憶の集積によって、組み立てられる 。

t ころがいまや描くべき都市環境の拠り所

を、地枕|主に求める ことは時代錯誤として受

け止められかねない。情報誌や専門誌にもて

はやされる海外の華々しい建築沖肪tは、|錦l寺

にして生活者に伝えられ、 トレンドヵワU成さ

れ揺さぶられる 。 また E れfごけ小さな建物で

も、そこに最善を尽くそうとする人々の本音

t 立ち向かう営為に変わることはない。 した

がってどのような都市の風景ふそれは住人

が望んだ姿として立ち現れる 。歴史観を形成

する意義は、その人々の思いを自覚する所に

ある 。

石田illtJ 一郎による「関西の近代建築J の業

絞は、その拠り所 t なる歴史的な関係性を確

立し、強化し たこt にあると いえる 。 この著

は安井建築設言|ー事務所の創立70周年を契機

として刊行されたものであり、関商仁おける

近代建築の通史編纂を目指したものだ。 しか

しその史実の専門金だけに注目していると、

この本の面白きの半分を逃してしまう ことに

なる 。なぜなら この書は単なる建築史の領域

を越えて、建築家だけでなく般の人々にと

っても様々な読み取りが出来るような、重j習

性を備えているから fご。苦手各のあり方として

は言わずもがなではあるが、記述内容と資料

がきめ細かく対応し、寸貨市民の読書にも向

けられた専門家側か らの努力は特筆にイilli する 。

また、口絵 t して収録されている建築写兵も、

東出清彦、名執一雄、藤原 弘の 3名の写兵

家による審美H良が成果を競うかのように組み

立てられており、記録的価値を越えた作品集

となっている点も見逃せない。

身近なものの再発見は、静かな驚きに満ち

ている 。

そのヴィジュアノレな構成から始まる本論の

内容は、近代建築史の成立に秘められた、社

会 t 人陪lt;期妥の連関を紡ぎ出すように進めら

れる 。このl封切ま、パトロオ、ージを支えた人々

の意図や夢が建築家逮にチャンスを与え、同

時に建築界をリ ー ドする人々もまた、施主を

誘導する li 抑品をたくみに確立していった。師

弟l呉服 、人J派、 ライバノレ、 ビジオ、ス、あらゆ

る要素の力学ぞ手掛早いていく記述は、 その|昨

代の反応を石田流 lこf詰いているともいえる 。

そこに は隆盛と衰退の、あるいは人間関係や

流派のn部下も巻き込んですE聞いた、 11併tのダ

イナミズムとしての関西がある 。

書 評

関西の近代建築

ーウオートJν スカ吟村野E騒音までー

石田潤ー郎

ここに怖かれた明治以降のl時代' 情況は、情

報量の激増い、う点において、現代に似てい

る。変革の波に| 晒された時、先人達はどう対

処したのか。現代は コンセプトの是非が問わ

れ、作家のアイテ、、ンティティが問われる 。反

面その成*1ま、反比例するかのように均質化

している 。

何! 即ごろう 。近代を支えた関西の建築家達

は、 匡| を背負い、社会ぞ背負う 気概にi前ちて

いたこ t はよく理解できる 。 しかし現代でも

そのような人々がいない訳ではない。 この蓄

を通読していくとそのキーワー ドはむしろ、

時代が持ち得た同花信の強度」仁ある事が分

かる 。かつては建築への意志が、 学習や{ 腕巨

の幸喜積として校式的な撲( ひだ) に埋め込ま

れてい った。 それは建築の文化のみならず、

ピジオ、スの中尉処にもな った。今から見れば建

築家{J! IJ の西駄文明への何百科い、う点において

は、批前P性は乏しい。 しかし設計がカタログ

化した現代において、目指すべき方向を定め

ることの困難ぞ棚に置いて、先人達のブデ法論

の弱点計i J t いても、建築的な政信には辿り 着

けない。根拠にむかつて逝進出来るエオ、ノレギ

ーは、その根拠自身を強化する 。明治以降の

関西は、西猷ばかりか東京い、う尺度さえも

反力として、独自の糠拠を育て、強度を持っ

た。 日本建築協会の設立はその気臓の証でも

あった。

その使命感に満ちた近代建築の様相を、

淡々とした記述に負託しつつ、建築の出来不

出来を一刀両断にする語り口が、実は この警

の一番の見月比、私は}[ I、っている 。豊富な知

識をベースにしているとはいえ、歴史家なら

ぬ建築家としての現場に関わる自が、声機を

現代に生 きているものとして見ているからだ。

その3科目Hい、う色づけによ って、日正に壊され

てしまったもので3 え言己憶の初lから 引 き出さ

れ、陰影を得て奥行を待つ。 そこに浮上する

現代の可能性は何か、読み取りの作業は常に

説者に返される 。 しかし創造性の根源が、常

に同時代の美意識の点検から始まるとするな

ら、 この警はそのスプ リングボードとして、

堅固な土台を提供してくれて いること は間違

いない。

( ほんだ ともつね/ 和歌山大学: システム工 学部

環境システム学科教授)

建 築 と 社 会 ・1998. 5 61 

霊童

E三ヨ

評



[ お知らせ] liliililliliiliilii n  f  0  r  m a  I  i  0  n  

( 仮称) 浪速区合同庁舎コンペ I  r現代英国建築とそのヨーロッパにおけるコンテクストJ 広島展

大阪市は、浪速区役所と，良速保健所を合同庁舎として、 1  ｾＲ 月に東京で自制産された「新しい都市環境］現代

現在の浪速区役所用地に建設することを予定している。 英国建築とそのヨーロッノ ｾ Ｈこおけるコンテクスト」展

この設計者選定のため、公開設計責殻支を実施し、新し が、広島市現代美術館に会場を移して開かれる。

いパブリックスペースの提案や、区のシンボルとして 本展は、英国の建築家による最新のプロジェク卜を中

の外在見デザインについて、設計案を公募する。 心に、そ国以j W>ヨ一 口ツハ守酪日市の類似事例と比較

なお、公開設言博覧技の詳細は 5 月中旬に決定し、公表 させながら、その共通性あるいは差異を検証しようと

される予定。 するものである。

問い合わせは、大阪市都市整備局営繕部企画課企画係 さらに今回は、広島の建築並びに現在広島市内で進行

( TEL06-208-9324) へ。 中の建築プロジェク卜( 基町高等学校改築/ 原広司、

・計画概要 矢野南小学校/ 富田玲子、西消防署改築/ 山相盤的

計画地/ 大阪市浪速区敷津東 1-4-19(現区役所用地)

地織地区/ 商業地1或 準 防 火 地 域 (一部防火)

駐車場登備地区

敷地面積/ 約( ，600m' 

計画延床面積/ 約 9，800m'

・予定日程

要項配布 ・応募登録: /6 月上旬予定

作品提出:/9 月上旬予定

入選者決定: / 10月下旬予定

も模型と映像で紹介される。

会 期 1998年5月10日(日ト 6月5日働 10: 0ト 17:∞

会 場 広 島 市 現 代 美 締 鵡 TEL082-264- 1121  

広島市南区比治山公園ト|

観 覧 料 → 宣910円、大学生680円、小中学生450円

構 成 41組の建築家、 85のプロジェク 卜を模型26

点、大型写真、 ドローイング、日央像等で紹介。

展示デザインは、英国の建築家マイケル ・ス

ティッフ財〈担当し、展示会場内に隠喰的な

第12回 rOI Y 写真コンテストJ 作昂募集

( 社) 日本ドゥ ・イッ卜 ・ユアセルフ協会( 略称. 日本

DI Y 協会) は、「住まいのリフォーム( 補修・改善) J  rガ

ーデニングJ r手づくり作品J をテーマとした写真を公

募する f DIY 写真コンテスト 』を実施する。

審査は一般の部と、ジュ ニア( 小中学生) の部に介けて

行われる。

( 作業前 ・作業中 ・完成後) を| 作品とする。

| 作品ごとにテーマ、タイトル、撮影場所

と年月日、告別乍期間と費用、作品に使用し

た材料、 200字以内の制作意図、住所・氏名 ・

年齢・職業・電話番号を明記した用紙を5 l lJ

途添付する。

テ ー マ ①住まいのリフォーム部門ー一一あなたが行 応募論旨切 1998年 7 月| 日( 水) 当日消印有効

った住まいのリフォーム( 補修 ・改善) 全般

を募集。

②ガーデニング部門一一定づくり、ベラン

ダ・ガーデンなど、規模の大小は問わず。

③手づくり作品部門一一木材、金属、プラ

スチック、石材、陶器、紐、布、紙などを

イ吏って住まいを豊かに、暮らしを便利に演

出するアイデアイ乍品。

応募方法 キャビネサイズのカラープリントで、 3枚

近代建築講演会

応 募 先 干 101 ∞44 東京都千代田区鍛冶屋町ト8

- 5 新神田ビル 5 F  ( 社) 日本 DI Y 協会 rDI Y

写真コンテスト J 募集係

賞 金 DI Y 大賞( 1作品) 賞金50万円、 DIY 最優秀

賞( 1作品 )30万円など、総額200万円

入選発表 7 月下旬受賞者本人へ通長日』受賞作品は、

Ｘ 月 ＲＸ 日Ｈ金 ＩｾＳＰ 日Ｈ日Ｉ開催の ｲｊａｐａｎ

DIY  SHOW' 98 TOKYOJ  ( 幕張会場) で展示

する。

講演会I公共事業はどう変わるかj

ミレニアム・エクスペリエンス[ ロンドン]

リチヤード ・ロジャース ・パートナーシップ

都市を構成する。

建 築 家 テ リ ー ・ファレル& パ トナーズ、フォスタ

一 ・アンド ・パー トナーズ、ニ コラス ・グリ

ムショウ ・アン ド・ パートナーズ、ザハ ・ハ

ディド、勢制峰新、ダニエル ・リベスキンド、

ドミニク ・ぺ口 一、 リチヤード ・ロジャース・

ノマー卜ナーシッブほか

「粋の美学J の舞台裏

工芸家や職人と共働して「粋の美学」を追求する建築

家 ・羽深隆雄氏は、墨流し、雲母刷り、特殊平服氏ス

テンレス畳、組子峰子、京土壁、コンクリー卜打ち込

みレリーフなど、工芸家や職人の手技を引き出し、空

間をまとめあげている。

最近作、福島県豊富梯熱海の旅館「四季彩ーカ」、群馬県

谷川温泉の旅館円山寿庵j などを通じて、その畠IJ 作の

プロセスを語る。参加費 l∞0円。

日 時 1998年 5月18日間 18: ＳｾＲＰ ・ ＳＰ

諾演者羽深隆雄氏( 建築家、栴工房設計事務所)

会場東京デザインセンター ・ガレリアホール

東京都品川区東五反田 5-25-19

申 込 み 氏 名 ・勤務先 ・住所 ・電話 &FAX を記入し、

東京デザインセンタ ー内建築 Next Phase研

究会「公開セミナー係J ( TEL03- 3445- 1121、

FAX03- 3445-1 125) へFAX で。

中小企業向け融資制度

テーマ 「近代名建築、大阪市中公会堂を巡ってJ ( 社) 関西新関車窓志協会の主催で、下記の事実会が関か ( 社) 大阪銀行協会の銀行よろず相談所は、平成 9年度

一一明治期の各地の公会堂、保存運動、鞘数、 れる。後援は、建設省近畿地方建設局、大阪府 ・市、 緊急経淵様関連で、下記資金の融資制度の創設 ・変

歴史的な価値などを約 150枚の幻燈で紹介。

日 時 1998年 6月8日(月) 13: 3か叶 5: 30 

会場吹田市倒建センター南千里介館研修室

吹田市津雲台 |ー| 千里{ 呆健医療会館内

講 師 明 治 建 築 研 究 会 代 表 ・柴田正己氏

定 員 80人惨効日費無料)

主催吹田市、吹田市教育委員会

申込先 TEL06- 38 7  - 2088 
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大阪商工会議所、( 社) 大阪建設業協会ほか。

テーマ 「公共事業はどう変わるかJ

講演者 T件サ公太郎氏( 建設省近畿地方建設局長)

日 時 1998年 6月2日ω 1 4 :  ｏｏｾ＠ 15  :  30 

会 場 リーガロイヤルホテル ・2 F  r桐の問j

大阪市北区中之島5-3- 68

TEL06-448-1 121 

受講華ヰ 5000円 ( 猷4代) ー当日受付で支払L¥-

更を一覧にして発表した。

. 金融環境変化対応資金

. 一般事業資金

・開業資金

・新商品 ・新サービスの開発、企業化資金

・経営安定 ・連鎖倒産防止資金

問い合わせは、( 社) 大阪銀行協会 ( TEL06-942-1612)

へ。平日午前 9 時~午後 5 時。



設計者のための「建築情報J の整理・活用セミナー

建築の企画 ・諒十において必要な情報の検索 ・事里 ・ 2800円は別途。(当日会場て支払い)

活用に至るまでの具体的方法を提示し、建築ドキュメ ・情報選択から整理活用へー建築情報の効果的なアフ

ンテーションの全体像を明らかにすることをテーマに、 ローチを探るー/ 小高淳子氏( 日建設計)

(社 ) 日本建築学会図替委員会がセミナーを開雀する。 ・車問用のための基礎締役長新事例による上手な

日 時 東 京/ 1998年 6月 5日倒 13 :  ＳＰｾ＠ 1  6  :  30 建築情報州吏い方/ 大河内正興氏( 鹿島建設)

大 阪/ 1998年 6月9日ω 13 :  ＳＰｾ＠ 16 :  30 ・アナログからデジタルへ/ 桐原武志氏 ( ノてスプラス

会 場 東 京 / 建 築 会 館 会 議 室 ( 定 員60名) ワン)

東京都港区芝5引 ー20 ・情報の共有ヒと情報矧言をめぐって→舌きた諒情

大阪/ 建設交流館702号室 ( 定員80名) 報センターをめざしてー/ 西川純一氏 ( 昭和語十)

大阪市西区立売堀2- 1- 29 申し込みは、氏名 ・会員川重要真 ・希望会場 ・専門介里子

参加費 建築学会会員 2200円、日本建築協会なと後援 ( 1. 詰 晴 、 2. 情 報 管 理E 当者、 3. その他) 、部各先な

団体会員3200円、その他5200円、学生200円 どを明記して、 FAXで日本建築学会図書情報課 ( FAX

テキス卜 「建築情報整理活用マニュア JレJ 代 03- 3456- 2058) へ。

持続的発展のための「ライフスタイルJ

環境を保全しつつ豊かさを実現するために、地球市民

として、より 環現にやさしいライフスタイルを実践す

ることを、この、環境シンポジウム。では考える。

参加費無料。主催は大阪ガス( 株) 。定員3凹名。

日 時 1998年 5月28日同 13 :  ＳＰｾ＠ 1  7  :  00 

会 場 ガ ス ピ ル 3 F ホール

大阪市中央区平野町4ート2

・特別詩凍/ 植田平同ム氏( 京都大学経済学部事対受)

- ノTネルデイスカッション

パネリス ト一一滝口美保氏( 豊中市廃棄物減量等推進

員二ユース編集委員長) 、千頭聡兵( 日材置祉大学情

報社封押部鵬蝦) 、中瀬勲氏( 兵庫県立人と自然

の1専物館環境計画汗究部長) 、コ ーデイネータ一一古舘

晋氏( 大阪カ' スエネルギー・ 文化研究所所長)

参布日申し込みは、大阪ガスインテリアデザインスクー

ル環境シンポ事務局 (TEL06- 262- 32 1  4) へ。

大阪ガスインテリアデザインスクール 1998年作昂展8 記念セミナー

. 作品展

会 期 ＱＹ ＹＸ 年 Ｕ 月 ＲＱ 日 嗣 ｾ ＲＳ 日 仕 Ｉ 10 :  ＰＰｾＲＰ ・ ＰＰ

展 示 ' 97年度大阪ガスイ ンテ リアデザインスクー

ル卒業生の卒業制作作品

会 場 大 阪 ガ ス インテ リアデザインスクール A 教室

大阪市中央区備後町3- 6ー14備後町オークビル

・記念セミナー

「変わる社会と暮らし、そしてインテリアは? J  

講 師 島 崎 信 氏 ( 武 蔵 野 美 術f大学造形学部工芸工

業デザイン学平i十害対受)

「高齢化対応住宅デザインガイドJ

関西インテリアプランナー協会は、言語十技術委員会を

中心にして、 2介冊の「高齢化対応住宅デザインガイ

ドj をまとめ、 4 月に出版した。

第 |部はデザインガイド、第 2部は約 15ot . 土に及ぶメ

ーカーの製品ガイドで構成され、イラストを多用し、

読みやすい内容となっている。

販売価格 4000円 ( 2冊セット、郵送料別)

ただし、インテ リアプラ ンナー協会会員は

|割目|。

申込先関西インテリアプランナー協会事務局へ。

TEL06- 245- 2348、FAX06- 245- 3 137。

一一大学教授のかたわら、ホテル、商業空間、

住宅などのインテリアデザイン、インテリア

関連商品の企業 ・開発 ・コンサルテ イングに

かかわる。著者に「椅子の物語」ほか。

日 時 1998年 5月22日働 19 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  30 

会 場 大 阪 ガ ス イ ン テ リ ア デ ザ イ ン ス ク ー ルB教室

定 員 80名( 先着順 ・電話受付)

参加費 1000円

問い合わせは、 大阪ガスインテリアデザインスクール

(TEL06- 262- 4089) へ。

住宅生産性研究会近畿支部

住宅生産回汗究会は、消費者の住宅費負担可能範囲で

デザイン ・機能 ・性能のバランスのとれた資産価値の

変わらないイさ宅を供給するためにどのような取り組み

方をすべきかを基本に、住宅産業の改善を急務と考え

設立された非営利団体( 理事長: 戸谷英世) であるが、

このたび、住宅産業の体質改善の緊急度の高い地方と

して関西において、近畿支部が開設されることになっ

た。事務局は、( 株) 一色建築設計事務所( 大阪市中央

区南新町2- 2- 11、TEL06- 943- 1871) に設けられる。

近畿支部は今後、建設業絃営の研修セミナ一実 鼠 欧

米豪の住宅産業技術害の出版 ・販売、欧米豪への研修

ツアーの実施などの事業を行う 。

i nf ormat i on 

新入生のための建築見学会

身近な所にある近い時代の建築を通して、郷土の文化

の素晴らしさを見つめよう・ 。高校に入学し た新入

生のための見学会は、一般の人々の参加も可書E。

日 時 1998年 5月16日比) 12 :  ＳＰｾ＠

集 合 堺市立ヱ業高校正門、時計塔下

堺市向陵東町 卜 10ー l

J R・南海高野線三国ケ丘駅下車東0. 5km

案 内 堺市立工業高校郷土史研究踊買間

- 柴田正己氏

定 員 30人

見学先 ・西洋の械を思わせる木造 5 階建洋館

・大正期の和洋折衷の駅舎

・|日高野街道沿いの民家

・江戸期の農家、ほか

申込先 TEL0722- 36- 3357 

大阪デザイナー専門学校公開講座

夜の大阪の、明治 ・大正 ・昭和戦前の近代建築見学会

への参加者を募っている。参加費無車ヰ。

日 時 1998年 6月3日制 18 : ＳＰｾ＠

見 学 先 中 之島周辺の明治・大正のi町t 建築や橋梁

集 合 大 阪 市 中 央 公 会 堂 正 面

大阪市北区中之島、地下鉄 ・淀屋橋

案 内明治建築研究会代表・柴田正己氏

定 員 30人

申込先大阪デザイナー専門学校 (TEL06- 348- 0558)

季刊 f ToposJ 日本語版発刊

i ToposJ は、ヨーロッパ全域を文括主にしたランドスケ

ーア情報をテーマごとに編集、最新のプロジェク 卜や

話題のデザインを紹介するとともに、様々な都市計画

や1素智噛に言及、提案を行っている季干IJ 誌 こ れ ま

で同誌は、 日本の読者に向けて日本語ダイジェスト版

を男l珊として発行していたが、このたび日本の読者の

要望に応じて、英語と日本語を併記した形となった「日

本語版」を発刊することとなった。

• Topos 日本語版

発干IJ: 年 4 回 ( 3 月 ・6 月・ 9 月・ 12月)

総頁数. 約 150頁 ( 図版 ・写真. カラ ー、モノク ロ)

文章: 日本語 ・英語

サイズ・ A 4半IJ 変形 (24Gnmx  297mm)  

出版社: 力ルウェイ出版( ドイツ)

. 定価: 5，500円( 消費1泌6、送料l J lJ)

・年間R議売料: 19 ，800円 ( 4冊分、消費税、送車市6)

・問い合わせ先

側エーエルエス景観テ' サ'イン研究所

〒 102- 0076東京都千代田区五番町 12- 5

TEL03- 5210- 5840 FAX03- 52 10-5841 
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i nf or mat i on 

医療福祉建築賞1997受賞作晶

組沢町田民健康保険まごころ病院

富山県立中央病院

(社 ) 日本医療福祉建築協会 (会長 ・伊藤誠) では、 「医療

福祉建築賞 1997J の受賞作品を発表した。

概要はつぎのとおり 。

・胆沢町国民健康保険まごころ病院

所在地岩手県胆沢郡胆沢町南都田字大持40

病 床 数 4由来

延床間費 3，63曲rr

竣 工 年 199&年 l 月

開設者 ・管理渚胆沢町

諒 博 久 米 設 計

施 工 者 五j羊磁量 ・高首選設 ・進栄誕祭綻共同企業体

. 富山県立中刻稀完

所在地富山県富山市西長江2- 2- 78

病 床 数 80(昧

延床面積 65，705m'  

竣 工 年 1995年4月

開設者 ・管理由 宮山県

設 計 者 佐 蕗 総 合 計 画

施 工 者 佐 蔵 工 業 ・品喰且 ・林建設工業 ・日お領主興 J V

市立岸和田市民病院

志賀町デイサービスセンター・ふれあいセンター

- 市立岸和田市民病院

所在地大阪府岸和田市額原町 2

病 床 数 36眠

延床面積 27，025m'  

竣 工 年 1995年 11月

開設者 ・管理者岸和田市

設計者名古屋大学物語膏究主催将宣言十)

山下龍十僕緩宣言竹

施 工 者 大 林 ・南海辰村 ・才門 ・岩出 ・リバー共同企業体

・志賀町デイサービスセンター・ ふれあいセンター

所在地滋賀県，設賀郡志賀町大字木戸709

延床置浦 1  ，294m' 

綾 工 年 1995年3月

開 設 者 志 賀 町

管理者志賀町社会福松飯豊会( デイサービスセンター)

志賀町( . ; . れあいセンター)

設計者徳島昌克建築詰十事務所

竣工者三井建詑大阪支庖

スペースデザインゼミー夏期オープン講座ー

現代の都市と住空間を、 5人の特色ある作家がそれぞ

れの立場で見つめ直 し、これからの都市{ 主宅を考える。

大阪ガスイ ンテリアデザインスクールは、 5 月から毎

週水曜 日に| 年間にわたり「スペースデザイ ンスク ー

ル」を開議するが、この講座の一部を ピッ クア ップし

て、 一般参加者を募 りオープンにしたこのゼミは、 7  

ｾＸ 月の水 曜 日 ＱＸ :  ＳＰｾＲＰ＠ :  50 ・全 5 回を予定してい

7月8日・住空間の設計/ 佐々木恵子氏 ( アトリエ・

卜リフオイル室内環境設計事務所長)

7月22日・建築と環境/ 石井修氏( 美建 ・設計事務所

長)

7月29日・コーポラテ ィブハウス/ 安原秀氏( ヘキサ)

8月5日 ・集会イ主宅の計画/ 遠疎剛生氏( 遠藤剛生建

築設計事務所長)

る。 問い合わせは、大阪ガスイ ンテリアデザイ ンスクール

場所大阪ガスインテリアデザイ ンスクール B教室 (T EL06- 262- 4089) へ。

定 員 30名 (先着順受付)

参加費 35 ，000円併記込み)

開催日 ・講義 ・講師

7月1日・住居論/ 東孝光氏 ( 大阪大学名誉教授)
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. 投稿

新しい京都駅舎の

建設に想う

柴 田 正 己

新しい京羽駅舎が完成 し、古者11が変 化 し

ている。一昔11の反対運一副Jがうそだっ たよう

に、新し い駅舎を賀美する閉ま大き い。

京行11ホテノレの長I ! 設にしろ、j ; Ef J堂筋の景観

破岐にしろ、決まってしまえば終わ りでよ

いのか。歴史景観との調附や保全について

の辺助平は得られにく L 、が、本当に こんなや

り方てよいのか疑問が残る。

古い都て‘ さえも、伝統や文化 を理解する

)J ; 語能力背広 FしL いる現代なのだから、歴史

景観の保全l主要ftしL 、。「古いものより 、こ れ

からは新 い 、もので生きてし 、くのだ」 と、

多くの人々が考えているのが気になる。新

しいものもよい力士それをいそぐためにせ

っかくのよ いものまでも失ってはなんにも

ならない。

京者11や奈良へ来て思うのは、後れている

こ とや古い こ とのｾｾｬｉ ｩＧ ｬ らしさなのである 。

せっか〈残っているかけがえのない美しい

III Tをこれ五Uニ新しくしてほしくないと思う

のは、よそ者のエゴなのであろうか。新し

いI究者防R舎を見てしみじみと考えさせられ

た。

今までの建設官1;闘のあり 7i を抜本的に改

めない限り市民 ・l五l民に本当に愛される都

市にはならないのではと思う 。

それにしても者 Ｑ Ｑ 市は幸 ｾｲ しくな っ て い く力士

なんTごか新 しいfごけで、住みにくくな って

いるように思われて仕方がな L 、。新しさに

白金奪われて、本当の生活がなんであるの

か忘れて しまっているような気がする今 日

この頃であ る。

( しばた ・まさみ 廃止 ｾＨｉ ｾｊ Ｉ ［ ｌ 観 研 究会Ｉ



平成 9年度建築科優秀卒業生表彰

IJ 本建築協会では、1111平!I 27年より全国のi 業高等専門学校、高等学校、専修学校などの建築科の優秀卒業生に対し 、学校の推せんにより、本会会長の表

彩状を授 Ｇ 子しているが、平成 Ｙ 年度卒業生のうち、 ＲＴＰ 校の ＲＷＹｾ 当を表彰した 。

工業高等専門学校( 9 校 9 名)

釧路仁ＮＺｴ ｬＺＧＺｪｾ 平押 ＱＢＱＧＭ［ 全校

イi川[ l ! 仙苛i専門 F校

IIJI ィI [l ! ' i，:百?宇部1"1' 7' 校

米 f L l!'i，:百写WI"I'-; 全校

ｾ与ｴＺｬＡ，司勺明 ＢＱ 下校

徳山 Cl ! ' i，:' ;努馴"1学校

{i"Jl C 車向洋¥' 1I "I .'f 校

八ft Cl!'il: ;-';'¥H'I 予校

仰械仁ｾ，ＺＧ， Ｇｪ ヲ［ＮｗＮ ｉ ｉｬ ｊＧＧＨｾ 校

佐 々 木 初 代 打

イi ! H 麻 Jn14¥

校 尼 崎x- Ｎｬｾ＠

住川緋! i l Ｔｾ＠

山* ｭ Ｎｬｾ＠

lti 波 千 紗 .n

7)<必 瑞 犯I .H

杉迫苫: 夫 .n

'j'¥'!f NAH1  

高等学校 ( 201校208名)

地川工業 ｉＧＺＺｊ Ｇ ｾ 学技 大 杉 武 u ! ｾｾ＠

旭JII'，k;l!'i i:'; 咋I 学技 術宮町・究i' .' Ｎｬｾ＠

小附 ι ..t，:'，ij 可〆戸佼 ｾ ｴ＠ 裕子 4¥ 

lい川d司1 (促定日時干需申制制4川l日) ｾ紙 Ｑ岱号本 t伎E!'，尚J品1] .n  t  

':椛;日山i作?引1広ム ｵ 来 ｅ巳ｾｉＺＢ 尚 ｦ

釧路仁ｬＡＧｩ，Ｚ，応 Ｚ￮ｾ 咋早♂学主校 tJ山jμ1 [11 年相維{佐t 也 4¥i  

札4税見 l仁: J車E恥'仙:υ山.，可!ρ学F校 lけ山II形 ｨ兆ｾＮ＿机 i  

1，，1  ( 定時制) ，Ｚ百 ｾ｛ｦ， Ｑ ＱＱ ｻＱｾ｜＠

，"i 小牧I : . t ｲＺＺ￯ｾ ｉＧ ｖ［ＺＺ 校 五卜胤淑 ｾｴ .l t  

1，，1  ( 定時制) 附 111 大位n¥

官帯 ｛ｾｉＺＧＺｪｾＢ ＧｉＺＺ校 沖 ILJ !.ι Jli J  ｾ｜＠

尚町" ｛ｾｉＺＧＺｪ 可 ｬ 学校 日日時 ｖ ｬＥ 介 Ｔｾ

1，，1  ( 定時制) 佐 藤 大 介 4¥

R 町I 1岨.t，:':j てI'Vl:枚 武 威 飽 4¥

宮両i L! 払: 月呼学校 !氏 1); 1 ;:'i 乱: .?t 

官，{，Ui C'¥; ，:";苛';''j!;校 久保氏 ＭＮｬｾ

，IU草仁. t，:':j 呼学校 大半 t i1f 也 .n

1，;1 f'l' 早 知 忠 4¥

弘 liij ｌｾ ，ＺＧｾｾ ［ 下校 大 地 平 i台北

1，;1 イi村可J i . 絞存 4¥

止押 Ｇｮ 孟野辺地 ιｾ ， Ｚ［ｪ 下 ｆ 下校 佐 々 木 11'j.光 4¥

卜有J l l I C l!'i市1咋下校 111.f・t J Uf. 4t 

ｋ 船渡 ｛ｾｾＧＺｩＺ 平下校 |二野 師fl1三4¥

久悲ｲＮｬｓ ｬＺＧＺｪｾＢ［ＺＺｦ 立 Ijijlll H' i二 4¥

Ｇｊｾｉ 判 ｬ 二 粧品 Ｇｾｾ［ＢｦＺ 校 汽ru 千秋 4¥

桃山 ｟ ｛ｾｲ［ＺＺｩ 呼・・［ＺＺ校 三 ii li ，1ぷ 北

大 Ｑ ＱＱ Ｑ 仁ｘｦ ｴ｜Ｚｩｾ［ 下校 l i l W .AH H ¥ 

能代 ｛ｾ［ＺＧＺｪ ＷＮＧ［〆戸校 柴! 日 友J f ，1¥ 

鈎IMI J : l ! ，: : ，咋学校 諏 訪ffll 将 4¥

会iIt ｃ Ｎｴ ｲＧＺＮ［ｩ ｾ Ｇｖ ｦＺ校 五. 1ーj長大車IIT 4¥ 

松官，ｬｬＢ ＱＺＱ 姐 ｈ Ｎ｜ＮｦＮｾ，ＺＧｾｾＢ［Ｍ［校 11，: 木々: 日 A 4 ¥

11 本大戸点It 向て平下校 大 木 必 也 4¥

K 山 L t ，: ' ! i 押下校 森 谷 ー 117- ｾ｜＠

ｬＺｩｩ ｮι ｾｉＧＺＺ［ ＧＺＢｴＮＧｬＺ 校 友 水 光 - .H

'pr.l l山 Cl!，:'，j等学校 竹 滞 - .fff. ，n

点|舗I r:l!'i出T平戸枝 符i兄 洋 之 .n

ＨＱ 尚Ｎｫ ＢｬＺＺ ｬｅ，ｦ ｬｬｩＺＺｩＧＡＡｖｬｾ 校 木村 純一 .H

1，川11] ?討海1毎E老 mη H佐]工Lと J打t  

Ｑ足 ｩ止 ｾￆ 恥利 Ｑリ ｉｕ業 ｅ 大， ρ 、判戸刈 ｩ 叫 Ｔ恥品尚百 ｔη＿ 平 ｧ〆Ｎ♂‘子 ｆ 校 ｢吟倣Ｔ 劫 ｾ ￡ 沢尺 秀 11博l早'pれI  

桐，佑 ｴｬ 仁 Ｚｾ業佐 仙 ｔη 平学校 珂 ιリ ｪ川介 ｼド Ｒ 一 ｊ ｉ ｾ陀 ｴ Ｎ ｦ｜Ｇ l  

町館I林硝 l仁:』A品:

尚 ｡崎再仁』来 ｾｩＨμ 仙 Ｚｨｬｔ 等平ｴｪ［ ＮＮρ学‘下 ｆ付 ｦ校史 飯F好f IJ勝串利 J北I  

1，い川，;1 ( 定日時年制) 三 ｊｪ瓜Ｇｾｾ Ｇ瓜， ｾＱ 差: 4川l  

ｬ民 主，野ＨＧＱＺ同版目 ｾＡｉ 州 Ｚυ凶 ｊゐＢ符 ｆ 下t校宜 11山IJ n  ｪ Ｇ ｴｊＮｩぷｾ 4¥ l  

雌ｼ附凶叫 ＱＱ 仁 Ｚ｣ｬ 業 ｅ恥ｾ，Ｈ品 μ仙 .. 山:ゐ1で等事

ｬ的 ｪｩ出 ｩｈ 崎昔仁 Ｑ業 ｅιｾ ，Ｈ刈 Ｑ

li刷d司，，1 ( ; j 定: 時制} 李 l問司止寧f車f..l打I  

k 下f川 ｬ仁 Ｚ ＮＱ主 ｅ 品ｕ品 Ｚ［ｪｾ 等 ｆρ 学戸校 V佐L々木5栄栄RJI列1[(. 4打I  

川4峰皇 C1i，;，j宵i' '(.: 校 童青木 i皮 f. ｾ｜＠

ａ 式蔵総 ＧＱＺ ， ＺＧＺｪｾ ［Ｂ ｬＮＺ 校 J日滞 述、と A¥

川 '1 C'¥; ，(万 "1';;-''1.: 校 後藤r i 1i t r . ? ¥

S量liij 仁1!:.:'，' j洋学校 加 11 111:訴 |二.l ¥'

地111 [1:;，:': j宵i" ; f : 校 . f E l I;l 平'1と- 1¥'

111情 Cl!，::j 等学校 Jl] II 洋 - ，H

Ｑ 瑚京都 Ｍ ｩＺＧＺｪ て ｾ［Ｇ￯ ｦＺ校 1J吋長 良太 4¥'

Ｑｉｦ｟ｾ制第 一 戸 ｬ 札 Ｚ［ｩ 等学校 林 秀 旭 川

11 4< ['¥;.k''I: 付属品ui': 工l ! 尚軍兵校 飯 111 ＭＡ ， ｾ介 Ｔ｜

小川 Ｑｍ 雄 ｾｴ｟｛ ＱＺ［，司ｾ下校 ＧＱ Ｂ Ｇ 村健太Ｎ＿ｾ

仲宗川」じ来高等下校 安 藤 澗 4¥

雌沢[ l ! 尚等学校

鶴見J:来高等主校

問 ( 定時事' j )

横領11 di 立工業高等学校

1百l

慣浜[ 1: ; ，¥百ヲr;;.-;:: 校

ｾｴＧ ￭Ｎ｜＠ 1.: 1業尚' ! f ，学校

ＧＱＧ 府工業品Ｎ，ヲｾＮ芋校

い1 ( 定時制)

1，，1  

阪 Ｑ Ｑｉ ＡｈｉｕＺＮ ヲｾＧ下校

池111 [ ，¥; 応怜乍校

l二IIl l lll ，，:' :，"平子校

J m Cl !高"，l' ;¥7=f!<

祈先川市仙 ｾＧｖ Ｇｬｾ 佼

ＡｾＱｬ Ｑ＠ r.業 t沼津・下校

修fi ，'， [ l ! ' i 高等 p 校

x 屯林業高等' 下校

汀! i l t Uふ: : .淳 、主校

1，;1 ( 定時制)

浜松｛ｾ，ｾＧｾ写 ｡ 下校

愛知工業尚等"f; 校

- Ｇ￨ｾＧ＠ [13 ， ［ＺＺｪｾ 宇佐枝

fl i . 織[ 来高等' 下校

な崎 Ｑ Ｂ 監『 ＱＳ 句ｾ， ＮＨＮＺｴ 立

下111 Cl ! 高等' 下校

千ｾ ｲＧ￬ｍＡ､￯ 立正 ｌｾＢＧｾ 目等学校

1'; I'i k! _[ 車両写字校

大 Ｉｉｾ ｾ ｛柴山等学校

"1兇 r' 監尚て7>'7.: 校

岐，tj _ [ 束尚等学校

坂 )1' ｾ宮行 Ｔ｜

版 物 彦 4¥

，:7j [l 1  ，"，弘 4¥

副Ib 総 4¥

'I I.H  il時介 4¥

金子 Aきと .H

桝 幸 隆 火 イI

野 rt 洋平，¥

行|市l 秀樹，¥

l HIJ 忠 JI[ ｾ｜＠

篠日 1 J' I( J 己ぉ

綱 ね 知1 {- ./¥ 

ｩＧｾｩ 事必 ｦ 4¥ 
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総 会

第 2 回通常総会

2 5日 Ｕ 時 ｾＵ 時 ＴＰ 介・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か2 9名

殺 事 Ｈ Ｑ 涯ｾ Ｎ退許詳のイ牛

(2体部所属評議員選挙の件

(3監事およひ評議員重任の件

(4)名誉正会員推挙のイ牛

(5)平 成 10年度事業計画( 案) 承認の件

(6)平 成 10年度収支予算( 築) 承認の件

理 事 会

第 6 固定仔IJI里窓会

2 5日 Ｔ 時 ｾＵ 時・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か2 3名

議 事 ( 1)平 成 川年度事業計画( 案) 承認の件

(2芹 成 10年度収支予算( 案) 承認の件

(3濫 事 ・評議員出塁の件

(4)入退会者承認の件

(5) 1圭援 ・協賛名義使用承認の件

(6潮告事項その他

編 集 委 員 会

第 6 回計画分科会一計画系ー

3 日 Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出席者小話続宇事ほか 4 名

殺 事 5 月号計画特集の企画

第 12 回概畳分平陰

4 日 Ｖ 時 ｾＸ 時・ 於本会会議室

出 席 者 田 辺 幹 事 ほ か 4 名

破 事 ( 1) 10月号概宣特集の企画

(2)  i，枇盆の頁J の企画

第 11回 施工材料分平陰

5 日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 十 倉 幹 事 ほ か l 名

議 事 特 集 企 画

第 10回会員企画小委員会

10日 Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 塚 口 委 員 ほ か 4 名

機 事 ( 1)シ リー ズものの報告と掲載予定

(2鴻庁しい企画案について

第 9 回広告企画小委員会

13日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 輿 謝 野 委 員 長 ほ か 4 名

殺 事 ( 1)3 月号「東海支部会員作品J i信州ー領訪と

その周辺」特集広告商品報告

(2) 4 月号「街なみの演出ー最近のタ村耕オ料」

特集広告経過報告

(3) 5 月号「生〉舌環境の安全 ・安 心J 特集広告

組畠報告

(4) 6 月号「地Z羽景境保全と 建 築J 特集広告経

過 報 告

(5触自特省当金画伍盈報告

(6)平 成 川 年 度 表 紙 4 面普 通 広 告 紹 介 方 協 力

要 請

66 建援と社会 ・1998 ，5

日 本 建 築 協 会

月間の動き

(7) 1 ' 乍品作風周係幸臣告

(8版 支 状 況 報 告

第 11回編集委員会

13日 Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 輿 謝 野 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1) 3 月号「東海支部会員作品J i信州‘ ト領訪と

その周辺」特集経過報告

(2) 4 月号「街なみの演出ー最近のタ尚南沖オ料J

特集伍畠報告

(3) 5 月号 「生活環境の安全 ・安 心J 特集企画

検 討

(4) 6 月号「地王将家境保全と建築J 特集経過報

告

(5)シリース買糧自報告

(6)80年史編纂委員会経過報告

(7)平 成 10年度収支予算期貧討

(8版 支 状 況 報 告

第 4 回計画介科会ーインテリア ・住宅晃一

16日 Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 畑 幹 事 ほ か 3 名

議 事 7 月号特集内容検討

第 7 回計画分科会一計画系ー

17日 Ｖ 時半 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 小 浦 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1編集委員会の報告

(2) 5 月号「生活環境の安全J 特集の具体化

第 10 団法令分科会

17日 Ｖ 時半 ｾＸ 時 Ｔ Ｕ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 城 戸 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1編集委員会の報告

(2) 6 月号「士坦務東境保全と建築J 特集の企画

(3)  i法令コ ーナー」の企函

第 8 回「索材と技術が生み出すデザインJ 幹 事 会

18日 Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 遠 蔵 幹 事 ほ か 9 名

議事シリース頁 ＳｾＶ 月号テーマの内容検討

第 7 回計画分手桧ー建築計画系ー

23日 Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 塚 本 幹 事 ほ か 5 名

議 事 9 月号特集内容の検討

第 9 回設備分科会

24日 Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会験室

出席者 ｾＴ 井幹事ほか Ｗ 名

殺 事 ( 1)' 委員の交替

(2)  i設f粛の頁」の企画

(3) 8 月号設備特集の企画

第 11回作品作風小委員会

26日 Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川委 員ほ か 4 名

議 事 ( 1) 1' 乍品の掲載1犬況 ・掲載予定の報告

(2) 1' 乍品の選定

(3)  i  gal l eryJ 掲載報告 ・予定

(4 )  i S K E T CH BOOK J 掲載予定

事 業 委 員 会

第 10回若い会員の集い小委員会

【平成10年 2月分】

10日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＴＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 実 施 報 告 及 び 今 後 の 予 定

出 版 委 員 会

第 10回出版委員会

19日 Ｕ 時半 ｾＷ 時・於本会会議室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 ( 1) <プロの ノウハウ〉と特装本の経過報告

(2)今後のテーマと幸廷を者選定

見 学 会

滋賀県立芸術劇場 「ぴわ湖ホー ルJ 見学会

17日 ｼ時半 ｾＴ 時 ＴＰ 介参加者 ＱＰＲ 名

建 築 ク ラ ブ

第 310 回朝食会

10日 Ｘ 時半 ｾｉ 日時 ・ 於リーガグランドホテル

演 題 「毛利元就あれこれJ

講 師 毛 利 祥 允 氏 ( 毛 利一門 ・右田毛利家十五代当

主)

参 加 者 48名

入 会 者 ( 敬称略)

〔個人会員ゆ名〕

梅(大原糾組}弘言己 逮{康クリヤ正マ}行 奥 田 林和組弘)  

{大

上(地林埴会主活研空二間研究所) 金 津{ 大林組)

稔
岸問 会備}  

( 桂商

桑(血原島瞳股誠} 二
(! 洪n，瞳般世大情公鈎司) { 安弁岨佐措政野肘場輔吉所彦)  

西{大川林岨) 英次 {冠';馬鼎菅造阻臆情イ公祭司) 松 浦{大林範組明)  

水{大落林 和 則

' 且}

( 宇j眠葱桔禍怯師讐摩賢輔所) ( . 蝿j彦瞳股有胆総公司崇)  

事{l中l 園生届L憶f力舷中令心)

司会員の計報

名誉会員 山手研吾氏( 平成 10年 4 月 1 日逝去)

正会員 田中圭介 (安井建築殺計事務所)

( 平成 10年 3 月25日逝去)

ゴレ7 同好会創立40周年

日本建築協会創立ω周年 記 念ゴルフ競 技 大 会 ・報 告

砂日時平成 10年3月19日(木)

スタート 8時半 (アウト、イン同時)

険会場茨木力ンツリ→具楽部 ・酉コース

険制 時 72名

砂働持( ゴルフ同好会会長賞) / 佐々木仁 C育水磁鉛

砂2位( 日;本建築協会会長賞) / 外海臨ム的中工務庖)

砂40位 倫1] J L40周年記念賞) /坂本直j古 (三菱電側

砂 BB貧/ カ嚇三郎 ( 日本建築協会)

砂 BG賞 /丸 山 勝 (コーアツ)

砂シニア貧/ 1 位 ・外海胆ム( 竹中工務盾)

ｚ 位 ＮｾＵ 位Ｈ干 Ｗ 略Ｉ

ルグランドシニア賞/ 1位 ・藤 開1偽( 大槻'ID

Ｒ 位 Ｎｾ Ｓ 位Ｈ行略Ｉ

惨パーディ賞ン/

佐劇映何埠主主計事務所) →(3)

金田宏( 大榊局、外海闇ム的中工務庖) 、 1  

ト書(2)

辻本豊( ツジモト事務所) 、宮武毅( 大榊{ l ) J

その他岩住欣一 (岩住アルミサッシ) ほか同名『告( I)

1> 3位~ゆ位及び飛ぴ賞/ 合計 17名入賞( 省略)



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工 )

A 朝日工業社

本 社 ・ 本1;15 東 京 都 港 区 浜 松 町 卜25- 7 電 話03( 3432) 5711

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 電話 06 (302)  2270 

支 底 北 海 道 / 東 北 / 北 関 東 /繍浜/ 名 古 屋 / 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ー衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲJ 械式会社

本届・大匝本社 〒550-0002 大阪市区江戸期 1丁目 9番25号 電話 (06)441-8231

東 京 本 社 〒102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03) 326卜8231

支 社 名古昼 ・稲岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千 葉 横 浜 ー金 沢 京 都 神 戸 ・天理 ・岡山

広島 ・高松 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛 岡 前 橋 ・長 野 仰 向 ・盟回 ・津 市 山 ・

筒井 ・徳山 ・松山 ・高 知 北 九 州 鹿 児 島 D l I悶

出 張所 旭川 ・ 稲品 ・ 川崎 ・ 訟江 ・ 徳砧 ・ 下 ｉｾｉ ・ 長崎 ・ 大分 ・ 宮崎

海 外 支 1吉 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390帯 地 電 話 (0492)58- 1511

空気調和設備 i X '¥ 産 業 設 備

給 排 水 設備 1 /冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マ一一『タ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取 締 役 大 阪 支 庖 長 琴 浦 健

大 阪 支 底 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21 電話 06(202) 3071  ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町 1- 4 - 1 電話 03(3502) 61 ] j  ( 大代)

支 唐 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜・車関東・北関東・京都・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田f 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東京 都 中 央 区 日 本将棋韓日制T 2 - 2 2 電 話 ( 3667) 3431  ( 大久)

支 社 名 古 屋 . I1L1台 ・札 帆 ・広 烏 ・楠 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・繊浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空

--

-ー

晃 調株式会社

本 社 太阪市中央区峨且 2TUI 昏6J ' o;"，イノ21MID7ワー '; I!: 1.i; 06-949- 137J 

京以本府東京都新川区西新宿新宿。友ピノレ; 1 ] ; 話03-3344ー79]]

大 阪 本 府 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13 千件 20 ¥，. 屯訴 06・363- 1371

支 !苫 1111台 ・縦浜 名古l 3i ・京都 ・神戸 ・1よね ・縞|高l

営 業 所 札税・'"械 ・六百・千葉 ・111梨静岡 ・柄引 ・滋賀 ・利!lxll J 松i J ・長崎 ・i'l' 純

Hlj 張 所 Tf 森 ・秩111 ・盛岡 ・川崎 . ｾ，［Ｚ［＠ LI J  . 岐阜 三疋 l.，J[ R ・!日]111 .  

日松 ドl剥・大分 ・熊本 ・宮 崎 鹿 児向

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 腕 へ 繍 で 挑 む一 一一

@診 株式会社意書研

伺曲 目・ーー一

本 社大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピ Jレ1.2階)

〒542- 0066 電話 大 阪 ( 06 ) 768 - 5  0  3  1 代 表

メ ン テ ナ ン ス 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東 京 支 干 上 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干 112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代 表

商昂は空気ですo ¥! ｾ＠
m・・・ 熱 と 空 気の 工 ン ジ二戸川ーーーー

〉ー〈J 5T21
・宮

ガス鼓備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス{ 主設機器特約底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 1ι 06- 466 - 2268

大 阪 営業所

枚 方 営業所 枚 方 市 叩 斐 回 東 町 9 - 3  'i IL0720 - 49 - 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛生 ・消 火 ・空 調 設備

e J 6 諮西原衛生工業所大阪庖

同阪 市 北 区 中 i;I! 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪( 458) 3628番

支 底 ・1言葉自戸斤 福岡・京者11 . 天 理 ・川 西 ・神 戸

O K U J U  
，- 、ースクリ エイター

毘 器rEow容もお島Eク妥三諒錨謬窃§

「大規模天井無足場工法j

肉外装創作パネル・システム天井・間仕切

間 金 子I オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号〒530-∞47

TEL (06)312-4131 FAX(06)312-7998 

東京九州・横浜・名古屋・仙台・宮崎・京都

Di gi tal  Pri - Press  

凪ｾ凪劃凪 ｾωｅ 仏両ゐ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone. 06・351- 5428 Fax.06- 351・5299

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回-ーにこ! ?)( 株) 日 1:J ! ] D:2
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設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 l

⑤ 
電気設備

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの技術lx会長ぬ

〒530-0005 大阪市北区中之品三丁目2-4 ( 朝日ピル) 氾話06 (385) 1361刊

〒564-0062 吹 田 市 垂 水 町 3 丁 目 34 - 6  m: 話06 (385) 1361刊

干615-0882 京都市右京 区西 京極葛野 町 21 電話075(311)  ＱＱＸＵｾ＠

干 650-0035 神戸市中央区浪花町59( 神戸朝日ピノレ) 氾諮078(333) 7756附

u  
イ正111 fI::K取 締 役

本 社

大阪営業所

京都営業所

神戸営業所

…

 

、y

4  

ーを轟轟圭桑雲霊

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 藤 義 信

大阪市中央区南1 m橋 4 丁目 3 番 7 号 泣 謡 大 阪 ( 202) ＰＳＲＵｾＹ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川 ・東関東・北関東・中部・九州

社
ム一

A

電 気 設 備 設 計 施 工

。織 it 金 泊 三 興 む

上 田 正 雄
取締役支社長

代表取 締 役社 長

大 阪 市北 区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 5惜 )

.;[ ｾ 舌 ＰＶ ( 3 6 1 )  3 6 7  1 (代: )

東京者11中央 区 日本橋茅 場開T 2 丁目 1 7 番 3 号

屯 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

明 ・ 泉 州| ・ 泉 市 ・ 滋 賀

ヰ土本

庖支

電気設備・昔十装制御段備・空関段備・クリーンルーム設備・プラント設備

給排水衛生設備・エネルギ ー集中監視システム 設計施工

営 業 所

三宝電機柿武会社
't
，
一、

羽

司

川

崎

山

、

H

AW

-m制

革 社 〒53J-似7大軍制限西天草12- 6- 8( 堂ピlし) T EL  06(3倒11471-FA X 06( 矧〉白33

東京吏在 〒ゆ{ ) ) J 3 惣際麺鮒4眠 併 減 配し TEL03(54721お刊 FAX03(54721目) 85

S百昌豆E 〒4田 制7名古屋市北区金減3・12-14 T EL由民99115131-FAX郎氏射41汚35

神戸受信 干面H1 . 扇舟両国駆厨耳切+ 刊K 丁目し TEL078(842164竹 FAX078(8421倒16

肝由究所 〒500-似E 大阪府廓市至宝町七T369 TEL0722(2718400.  FAX0722(2711424 

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・給排水・衛生役備

空担調和

工‘ 配管

水処理

コー ジェネ レー ション

クリーンルーム

・プラント

プラノト肘甚

システムヱノンニアリ ング

ー - ...，!，. 11舎 内l <号. "v/ t . ー・

ｕ 芭主ｾー一一一ーーー ζｾ ，守 ｖ

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 禁誌記;::Zi; 禁事繋警官;;f zmぷ:i;r

- 情報通信設備

情報通惜ネ ァトワーク

情岨処理

温情システム

抽送システム

・電力船亜設備

費宜電

架空送配電

地中道配電

官賞祖目股肘 ・施工 ・監理

・電気役備

畳宜電 ・酔陣

動力・制掴甚置

電盤. 抽送、インターホ ン

防犯、隣県

中央監視酬圃

y ステム肘葺

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547- 0001 大阪市平野区加美北3 - 4 - 5

T E L 06 ( 792)  5858 F A X 0 6  ( 792)  2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠

日本電植株式会社

大阪市西区西本町 l の13町33

T EL. 06- 532- 0 46 1  (1¥:.&> 

FAX. 06- 535- 5 18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

ぁ :干

品ナ恥

る ー- 2s ::. 

Ｑｴ Ｑ η ｾ 円 二

恨 4- i 昼 ヲ

工 ｬｩｌ ｾ ス

τ ｬ ｾ＠ itf 量 五五

の 修司除 草 六 六

41J 式王77
n火 ， 、 目 L i_  

q手予言哩

一-Ｑｾ ・ 号 六四

Const ruct i on chemi st ry for the future.  

コンクリート用混和剤/ コンクリート用補修材l

高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 l

綜 式 会 事 土 工 ヌ 王 ム ピ 一

線 式 会 粧 ポ リ " リ ス 物 産

本 社回 東 京 郁 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支唐 大阪市中央区北浜3-2-23( fJ 霊ヒ' ル)

T  E  L06-202-3294  

1111
11 

。 Ｎ＾ｴＮＮＮ ｜｜ｩｾＭ 横代の断熱局シｾ人
1多多ペー・ '-'..J-d(み

目n/¥"' イナリーシートP

り合わせ技術て相暗した，二重構造の断熱兼用二重防水シー

自主電線株式曾祉制問棚区丸側汀晴海{ 干佃ピJL-)
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奥山化工業械式さ社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥 山ビル T E L 03(3571 ) 27ω 1ft) F AX 03(3571) 0264 

文販. 務所 TEL06(391 ) 1081 - 1FAX  06(395)11田 名古屋出損所 TEL051(81 1) 3660 

草 花 LO' 5(310)' 831 FAXO' 5(310) ' 765 庫 本 出 張 所 TELO' 61(11 ) 1761  FAXO' 61 (13)・1) 41

資制をご情家下さい。

。 mTELO' 8(774)18時 五 峻 出 張 所 TEL0191(18)0878 FAX0191  (18)  161.  

テトカッパー防水層
カッパー防水帯 コーパータイト / オクロン防水待目

快適な明日を提案する

τ E!Y {?Shutter 

〒 540- 0024 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 10 (T S ビJ レ)

T E L  ( 0 6)  9 43 - 6 57 1  (代 )

・東京繍浜/仙台版戸吊綱/ 剛/ 名古屋/ 富山/ 澗/ 京都/ 神戸/ 広島席松府調/ 他錨 主要都市

社

東洋シャッター株式会社 本

デンカC S Aファミリー製品

.7:二.I n C S A ( 膨張 |出昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子ニＮｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラウ ト 用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニ Ｎｉ ｮ 守 Ｓ ー子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ 耕一 ＿＿ｔ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・安二. I n E S(土質安定用 急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二. I nI I OOO(製品用 超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄業 株 式産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本社 ・京都・ 網 針 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄浦 産 業 株 式

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T EL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T EL  東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土A

2

 

洋 物 産 株 式光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6 )  
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ステンレスと耐熱強化ガラスの組み合わせによる

明るく開放的で安全性の高い甲種防火戸が誕生!

紅雲グループ営業品目

・ステンレス製サッシ、カーテンウオール、パネル

・ブロンズ製サッシ、カーテンウオール、パネル

・ステンレス製甲種防火戸 ( KOUN SUS  FIRE)  

・アルミキャスト

・アルミ製パネル、幕板、笠木
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雲雲グループ条工く隠元〉

株 式 会 社 紅 喜 製 作

名古屋市北区若葉通り| ー36 TEL  (052)  99 卜 2191

東京都千代田区神田錦町3- 19 TEL ( 03) 3295- 11 71 

愛知県犬山市字上舞台 2- 3 T EL (0568) 67- 0661 

株 式 会 社 紅 雲 製 作 所 広 島

広島市南区稲荷町5- 18 TEL (082) 506- 0088 

戸斤

社

広

場

本

支

工

株式会社条工 童書 コニ 芸達

大阪市都島区東野田町2- 9- 23 TEL (06) 353- 5711 

兵庫県佐用郡上月町久崎字古瀬ノ内 580

株 式 会 社 九 州 紅 雲 製 作 所

熊本県上益城郡御 船町高木 2123 TEL (096) 282- 081 日

福 岡市博 多区住吉3- 卜80 TEL (092) 271 - 6965 

本 社

工 場

本 社

雑誌 03379-5

社

庖

本

支


